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白帆 は 遙 かに 戀 しき ものよ、 

をと こ は 心に 賴み の 綱 か。 

大 ぶね 入り込む その ゆ ふぐれ に • 

きそ ひて 出で 來る 島人 ども の 

化粧 は あらたの 黑 がみ 姿。 

優しき 手に 手に 持つ わら 杏 を- 

湊 の みぎ は に 置き 並べつ も、 


之 をば うがたん に ひ 島 もり の 

を ひち 

結べる 小 紐 の しるし に すがり、 

おのおの 分れて みさを を 守る。 

ああ、 とこし へに も 生きなん ものが、 

一夜 を いだく は 妙 何なる さち ぞ， 

すな はち 頓み の とも 綱 切れて、 

その 船 遠く も 歸 へらん 日 に は、 

歎き の淚に その 身 は なかば 

にきよ 

融けて や 深み の 人魚と ならん。 

(一) 

騣々 乎 として 風 吹き^^ば、 

みなぎる 太洋 二.. J に 倒れ、 

鼕々 乎 として 浪 逆 まけば、 

や L  ^^ゅ 

そび ゆる 椰子 樹 も か みて 恐る。 

夕  潮 


mim  ^九お 

£i 卩べ に あらぶ る 獅子 と は 何ぞ 

E ルょ、 兒ょ。 巌石 ぬれに ぞ 儒れ て、 

かしら を 槊 ぐる は 活 くる に 似た リ， 

この S まと ふ は 如何なる 蛇 ぞゃ、 

しり 尾 も 示め さす 動く に 遇へば、 

天柱 やすき を これ 疑 はる。 

幾千 百 丈 みな 底 深き 

神秘 の 奧 より ゆるぎ も 出で つ、 

ああ、 茫漠たる そら をば 仰ぎ、 

なれ か，.；. とう 

いと さ \ やかなる、 汝、 海 島 よ。 

なが 身 を 護る は アダム の 子ら かハ 

る にん 

はた 又 いづく の 流人 が すゑ ぞ。 

中 動 あり、 動 中 靜 の、 

寂莫 却て 一 しほ 深し。 

にも、 川に も、 森に も、 野に も、 


住へ る ものら の 0 だに 見えす。 

(一一) 

山々 みどり の をば 染めて、 

白き は 御 a の ひた ひ に 殘る。 ， 

流れ は 香樹 の に ほひ を 乘 せて、 

ゆるく も 走りて お ほ 海 に 入る。 

野べ に は 鳥 あり、 その 名 を 知らす、 

自由に 眠りて 羽が ひ を やすむ。 

だいじう せ 1 ちく 

大獸 小畜 小み ち に 遇へ ど、 

その 牙 その 爪 用 を も 爲 さす。 

喬木 灌木 こす ゑ は た わ わ、 

くだもの 

露け き 果物 食 ふに まかす。. 

$ii 氣 は 稀なる 力 を 帶 びて、. 

1K なる 御門 ゆ 凉 しく 流れ、 


は 分れて この 地 を E 舞 ひ 

His と 戯れ、 無手に て り、 

變化 は 隱れて こ& にも 东れ ど、 

歷日 あまりに もの 長ければ、 

天數 地數の 八卦に のらす。 


0sm  九， お 

をぐ さ  > 

か 5>f やき 照らす よ、 小 草 の 色の 

靑きは あまねく 地上 に 敷きて、 

文化 の 足跡 少しも 受けす。 

遠き も 近き も、 左 も 右 も、 

rtw 然 の けしき は 活き活 き 踊る。 

ああ、 これ 仙境 I— 無名 の 主の 

くわん 

宵 牛 ゆたかに 關. より 逃れ、 

悠々 灭巋 を 終へ にし 險 か • 


剛柔 いまだに 交 はら ざれば、 

難 をば 生ぜぬ 有様 なる か。 

物错 おの づと 成り 出で ぬれば、 

すきく わ 

遠近 ともども 鋤鳅 取りて、 

たがへ す 勞苦 は いづこに あり や。 

しゅた 

うれ ひ の 主體 を と ^ めぬ 限り、 

造化 の 所 布に 身づ から なやみ、 

くわた,、 

火宅 を 現す る ものら は いづこ。 

ろぎ や- 0-  . 

有形 の ほ だし を 遙 かに 去りて、 

無形 の 位に 融合す る か。 

咎 なく、 悔 なく 思 はす、 爲 さぬ、 

車 木 に；^ -馬 Q いのち を 驚ぎ、 

優しく 健き は かげ のみ 走る。 

ああ、 生々 の理 孤獨 と なりて、 

いつまで、 化 有 の いといと 高き，, 
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め あて 

對象 を 別ちて 男子 と 成さぬ。 

雲 行き 雨 ふるこの 島山 に、 

六 龍 遂に は 顯 はれ ざり や。 

(四) 

そ も 何もの ぞゃ、 音 樂 の ごと、 

なみ 風 靜 まる 刹那 と 刹那、 

かすめて .S かに 聽ゅ。 

その 山、 川 に は 川の、 

み たま 

？ る 御 魂 も あらん、 

その 鳥 獸 に は 獸の、 

E 有 の こわ 音 も ある を。 

そ も 何もの ぞゃ、 音樂 の ごと、 

なみ 風 かすめて 幽かに 聽ゅ。 

その 方向 さへ 確と は わかす、 


その ひま 

山 に は 

おのおの 

鳥 に は 

それぞれ 


たつみ に 向へば たつみ に 渡り、 

いぬ ゐ に 向へば いぬ ゐ に ひ く。 

魑魃 罔兩 と は これ を や 云 はん。 

見よ、 兒る 限り は、 とこ 世 の S の 

i は やわらか、 その 水 淸し、 

精魂 豈、 また、 若 やが ざらん。 

K 健 頗る 自然 に かな ふ、 

椰子の 樹、 ^|祸の樹、 あな \ す、 ざ ぼし、 

S の 葉 かげ に、 蘇鐵 の もとに、， 

たと へば、 あれ 野の かしこに こ，， に、 

いち 二 

虫の 音 一時に 高まる 如く、  

恨む か、 歎く か、 かこつ か、 泣く か、 

悲しく 哀れに 聽 ぇも來 たる、 

調べ は をち こち 一つの ^どき。 


無ぶ 炎え 慰 

聊 さ 熱 § 籍 


(五) 

ぶな びと 

ギリシャ の いにしへ 船人 ども を 

いざな ふ ^极 の それに も 似て よ、 

へド こて & 德き なば 怪しき ひ どき、 

めあて を おめて 近づき 兑ょ や。 

住民 ありけ り —— サ ィ レン の ごと、 

美なる は をん な の 機織りす がた。 

§ は、 オルフ ァス 琴 hf; き の 爲め、 

巧み を 耻ぢ 入り 移 石 と 化しぬ、 

は、 却て、 海 より 来たる 

をば 求めて 心 は 亂れ、 

烈しき 樹 の かげ かげ に、 

に 倦みて ぞ 織り出す 布 の， i 

長き が 如くに 夏の 日 盡 きす。. 
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まなこ を 撗 ぎる 梭の手 ゆるく、 

逃れて 出づる は 夢路 の うつ X。 

せめて は その ま& 眠りに 入らば、 

め  ：  も だ 之 

R ざめ て 苦しき 煩悶 も なきに —— . 

かよわき 力 の }渠 等 ぞ あはれ。 

うつ \ と 夢路の 境に ありて、 

われから とめ 得ぬ 歌 を も 杼 を も、 

ねむげ に 合せて 又 くり 返へ す。 

『はた 地 は 織れ ども、 藩る 人 あらす、 

$15 る 人 あれ ども、 を みな子 ばか リ。』 

(き 

ためとも 

日本 の 荒武者 爲朝、 むかし、 

この 极を 襲 ひて、 突なる を 多く 

小舟 に 引 きゐて 南 に 去りぬ。 

少  ！ i 


これ、 この 處の唯 一 の 歷史。 

組 先 は いづれ ぞ。 11祖 は 誰 ぞゃ。 

文明 あかるき 光 を 惜み、 

票 術 その 口 つぐみて 云 はす、 . 

木訥 平易 は、 祌代 の 如し。 

小波 に 靠 ねば、 小波 は 隱れ、 

大： 说 招けば、 大浪 にげん、 . 

こす ゑ に 訴 へば、 こす ゑ は ゆらぎ、 

木の 資 に 語れば、 木の 寶 は 落ちん。 

ああ、 單 調子 の 安逸、 安臥、 

無理 想、 無 何 有 に 勞れ も：： てつ。 

小 蜘蛛 の 織り 爲す 網に なぞらへ て、 

芭蔡布 作る が 手足 の 動き、 

なほ 飽き 足らざる 心の糧 よ —— 

いづこの より なぐさめ 來 たる。 


s 卜する s た V  み、 

ひんば 

牝：： S は S しく いな く ばかり。 

島民 とこ 世に. その 數 あまた、 

柔順 さながら 配偶 を 得す。 

さびしき その 身 を いだけば、 ，斕 こ 

燃え立つ ほのほ の さ に 堪 へす、 

南の 岸べ に 冷氣を 呼べば、 

灭 地 は かをりて 感 ある 乙女。 

ああ、 また 同性、 同性 を 產む • 
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世 外 の獨白 

二 機 姫の 曲 

0 に あら 波 音ぞ 高く、 

さび ノ， 

朝日 のぼりて こ \ ろ 寂 

われ は いづこの * を 來 たり 

われ は いづこの 菜 に 行く や 

かぎり 知られぬ 濱は、 東 

西 に のび 行く 晝 の 如し • 

みどり 黑 がみ 白き 越えて、 

せな に 亂る X あらし 烈し。 


ぬれし 砂地 にわが 素足の 

落ちて、 一 すぢ 引く は うれ ひ、 

遠き 波 より 消え も 行きて、 

更らに よせ 來る 波 の うねり。 

われ は 友な く此 世の 岸に 

立てば かなしみ うしほ 成して、 

あはれ、 いづこの 果 を 來 たり、 

あはれ、 いづこの 栗 に 行く や • 

胸 も どよめく 海の 一昔 の 

凝りし いはほ の 上に す はり、 

沈む ゆ ふ 日 の 光 晃れ ば、 

ひと リ わが 身 の かげ ぞ 薄き • 
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见ょ や、 すな どる 人 の 子ら は、 

かたへ よぎりて 家路 行け ど、 

われ は 磯姬、 ひとり 殘り、 

わら ひ さ^-めぐ 目 に は 入らす • 

氣 落ち 來て この 世 つ V み、 

ねむり に 入らん 時 も、 

われ は とこ 世 に こ i ろ 酲 めて、 

冲 の ふるさと 胸 に ゑが く。 

あはれ、 深み の あわび 貝 よ 

なれが 住ま ひ は くらく あれ ど、 

かなしみ も なく、 憂さ も 兑 えす _ 

あるが ま \ なる すがた 戀し。 


海路 なれ ど、 

母 を 見知らす、 父 を 知らす、 

めぐる 月 曰 の しほ に 浮きて、 

かく も 夜る 晝 やすき を 得す. - 

岩 に あら 波 音 ぞ 高く、 

あさひ 

朝日 のぼりて こ X ろ 寂し。 

われ は 深みの 底 を 出で \、 

またも うれ ひ の 深き 知りぬ。 

二 無性 斗 神 

み はら 

ああ、 われ、 大地 の 御胎 に ぁ.=^て， 

をの こ と 生まる-. t わ づらひ 免 がれ I 

ああ、 われ、 御つ ち を 母 とし 出で. -1、 

夕  潮 
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をみ な と 歌 はる 恥ぢ をば 避けつ. * 

a よ、 世 の 强き は、 夜 を 日に 繼 いで _ 

が 利 の 爲 めに は おのれ を 忘る。 

見よ、 世 の 弱き は、 あしたに ゆ ふに、 

おのれ を 折りても かたち に 1? ける 

見よ、 世 の 猛き は、 春 また 秋 に、 

虎の子 熊の 子 輪廻 の もと ゐ。 

見よ、 世 の 美なる は、 年 また 年に、 

ちょく！" つ しゅぞく  , ...  — 

直立 種族 の 種 をば 殖やす。 

人 こそ 知ら ざれ、 その子 の 脊には 

大 なる 毛 もの の 這 ひあがれる を。 

人 こそ 知ら ざれ、 その子 の 手に は 


毛深き 前足 つきまと へる を。 

いな、 いな、 知ら ざれ、 その子 の 父母 も 

もとより 一つ の 道 をば 這 ひつ、 

月日 の 如くに 今 分 るれ ど、 

もと これ 谷間 の し X の 子 猪の 子。 

互 ひに まろびて いだく は 何ぞ、 

おのれ の 生みに し おのれ の 姿。 

影 より 影 をば 幾み 活 くる 

人 ST あはれ や、 その 身 を 知らす。 

ああ、 この 爆た る 世界 に ありて、 

なほ 且 人の 世 いかで か 酲 めぬ、 

晃 にくき 髮の毛 かしら に のせて、 


is  . 

いつまで まよ ひ の 御殿に ねむる。 

n ルょ、 わが むくろ は 大地に 成れ ど、 

恥ぢ あり、 名 ある の きぬ をば 藩け す- 

ト 1 ほき 森 より 踊り も 出で &、 

われ をば いだきて 御 i<.i の き はみ。 

ゆ ふべ に ほ \ ゑむ わが か^ゃき は 

し& 射る 人ら の 眞弓 を 照らし、 

朝げ に また &く わが まなざし は，， 

軒端 に つるせる 獲物 に うつる。 

あは や、 人間、 その 曰 を 狩りて、 

f はも わが 矢 に うたれ て 死なむ • 

1^ 性 相 待つ その 夢の 間 は、 


再び わが 目 に觸る >r を 避けよ- 


三 嫦娥の 恨  一 

西 水 また 行く 三百 五十里、  一 

かの 西 王！？ ぞ わが 恨み なる。 一 

.  なま  ノ 

玉 山 出 だす は璧 のみ なりせば、 

磨きて わが 手 に 卷 くべき もの を、 

ぶ らう 

不老 の くすり に 不死なる かをり ぞ 

わが 身 を あざむき あやまた しめぬ。 ； 


かの 神 蓬 頭の 姿 を あら はし、 

くす しき 賜物 わがつ ま に 

授けし その 夜 ぞ、 われ、 世 を 思へば、， 

よ びと 

世人 も 同じく その 伴 がら か， 

夕  潮 


泡 鳴 全集 九卷 

獸 にも 等しき 髮の毛 いた ^ き、， 

死 ぬれば、 長き 尾 示め す と 見えぬ ノ 

妙なる 世界 ぞ ひたすら く ゆりて、 

いと ほがらか なる つき 夜 の 如し。 

わが 世 を 忘れつ、 わがつ ま 忘れつ、 

またお のれ を さへ 忘れて、 あはれ、 

た 2^ かの 藥 の 節 E を いだきて、 

高ぞら 御殿 に 逃げ こそ 來 つれ。 

S は 燦斕、 星、 花 降らして、 

g; 晝の 光に 錦 を 飾 ざり、 

黄金 まば ゆき うてな の うち に は， 

たま くら 

手枕 しばし の 夢、 幾む すび。 

たま 

さは 云へ、 わが 魂 た 2^ 1 とき おも 


やすき を 得た る の ためし は あらす.. 

あま 飛ぶ お ほ 鳥、 小鳥 の 羽が ひ は、 

また ま 

羽ばたき 毎に も 眞玉 を はたき、 

碧綠は 露と も 散り 布く 晴れ 庭、， 

あまたの 腰元 薄ぎ ぬ に ほふ。 

さは 云へ、 わがた ま、 た^ 1 とき だ も 

やすき を 得た る の ためし は あらす。 - 

寓燭 皓々 しら 雪 はぢら ひ、 

夜 を さへ 晝間 の 1^ 老の宫 の、 

とばり は 紫、 その 色 深く も、 

かをりて お ぼ ゆる 死なる いのち。 

さは 云へ、 わがた ま、 た^ 1 とき だ も 

やすき を 得た る の ためし は あらす。， 
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ああ、 汝、 しら 雲 —— もろき は しら 雲 

却って 戀 しき なん ぢ の すがた、 

五色の 光に かさなり 合 ひつ X、 

先き なる 影 より 消え 行く さま は、 - 

うまい  *  ^ 

たと へば あかつき、 熟睡 の 床 t 

0. つぎつぎ のがる \ 如し。 

わが 身 も、 歡樂 あまき が 如くに、. 

ほろびて またまた 生まる \ ならば、 

寂しみ ！ J の 夭 まで 積む とも、 . 

苦しき 思 ひ の と义 まる まじ を。 

わが || は、 三千 三百 歳 を も 

刹那 に かぞ へて、 なほ 盡 きざる よ • 


淚 に あ ふる \ 下界 を 離れて、 

却って 苦しみ 一 しほ 增 しぬ。 

なまじい 久遠 に のぞみ を 求めて、 

得た る は しき つき 夜 の くら ゐ。 

ほみ て は、 むらがる とこ 世 の 暗黑 を、 

こ &ろは 孤 寂 の あし 場 に 迷 ふ 0 

無限 の 刹那 の. その 數 かぞ へて、 

わが 胸 おそれ に おの X き 震 ひ i . 

よ、 やみ 遠く も 見え透く 雲間 ゆ、 

聲 なく 刻める うれ ひ は 迫る。 

ああ、 この いのち は うつろ の 酒 建、 

永劫 わが 魂 ねむり を 盛らす。 

西 水 また 行く 三百 五十里、 
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かの 西 王 母 ぞ わが 恨み. なる • 

玉 山 出 だす は璧 のみ なりせば、 

磨きて わが 手 に 卷 くべき もの を、 

不老 の 藥 に 不死なる かをり ぞ 

わが 身 を あざむき あやまた しめぬ。 


海 邊雜吟 (上) 

一 明 喑 

0 と ふたり たどりし 

浸べ に 出で、 け ふ、 又 

ゆるき 浪 を ながめて、 

/0  乂ろ 動く 夕が た • 

^5 が 行きし ふな 路 は 

はゐ はな 

岩 井の 鼻 より 消え、 

遠き 富士 の すがた を 

こい え 

夜ぎ り とざす 小 入り、 

夕  潮 


m  mm 

や 
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つかれ 歸る 漁夫ら の 

船 は 見えぬ 裕の 音、 ，， 

あはれ、 寂と して、 た r 

有る は 月 と わが？ r 

ひかる 海 を 渡りて、 

黑み 來 たる ぬる 風 

のびて 立てば、 胸 に は 

悲喜 の おも ひ かきまぜ， 

を S 

廣く、 明く、 小 igr き、 

噫、 この 海 の おも 見よ、， 

君 と むかし 語り の 

戀 も 斯の 如き よ。 


二 海の なげき 

富士 の あなたに 夕ば え 消えて、 

よ がみ 

せな に 夜 神の 迫り ぞ來 たる、 

わが 身 ひとり の 濱べ に 立ちて 

海 の なげき を 窃かに 聽 けば、 

うじ やう 

これ も いためる 有情 の 言^ _ 1 

『日々 に 思へば 思 は まさる、 

まさる 思 の 深き を つつむ 

胸 は、 あらし に かき 亂. されて、 

やすむ ひまな き 迷の 影 の、 

暗き うれ ひ は いのち の 底に 

ま また 

淸き 武珠 の a; 玉 を 產 みて、 

人に 示さぬ この 秘め事 よ。 


『秘 して っ& みて、 つ \ みて 秘 して、 

ゆるく 滿ち 張る 浪 より 浪に 

夭 は うつれ ど、 照る 口 は 照れ ど、 

とけて 流る- - 光の 奧は 

いつも やみ 路 の 力に 振 ふ。 

农々 の s々 その 數 あまた、 

沈む とし 月 限り も 知らす。 

『 みどり ぷ^ よどむ が うちに 

活 きて 踊りて、 且、 悲み の 

過去 も 一 つに、 未來 も こ &に、 

みちひ 

今 を 盛りの 滿 干の 潮 は 

潮 の いづこに はてし を 得ん か。 

亡ぶ もの こそ うらやま しけれ、 

,s つか 心 の 憂さ をば 晴らす。 


『やまと t. 一  が 立花姬 を 

近く 沈めて、 遠く も いにし、 

昔が たり の房氣 を 鼓して、 

いたく 忍べ は しのぶに 餘る。 

ゆ ふべ 寂しく ひろがる おも の 

恨み、 無^ の 浪間を 渡り、 

淺き みぎ は に 寄せて は 返す。』 

あはれ、 とこ 世 に 若 ゆる 海よ。 

海よ、 わが 身 と なやみ を 分て • 

あたり 靜 かに、 山々 黑き、 

i41 に 殘るは 三日月 ばかり.。 

『戀』 と 眞砂 に 指 もて 書けば、 

白き 小浪 は 手 を さし 延ばし、 

さッと ぬぐ ひて 引き しりぞきぬ。 


vi、 


泡 嗚全雄 第 九 

三 君 を 思 ひて 

君 を 思 ひて 濱べ を 行けば 

濱の眞 砂の 數 さへ かさむ。 

くだ 

わが 身 も かく や 碎け 行く。 

君 をき ひて なぎさ に 立てば、 

浪 の うねり の 道 こそ あはれ- 

わが 身 も かく や 消えて 行く。 

み か さ J 

君 を 思 ひて 三 n 月 兒れ ば、 

暗き 礎 わ の 音に も 響く" 

わが，： ff- も かく や 細り 行く • 


行き も やられす、 去り もし えせす、 

まど ふ 心 に いさり 火 も ゆる。 

わが 身 も 遠く 浮ぶ 身 か。 

君 を 思 ひて 筆す み 執れ ど、 

く ぎん 

苦吟 一 夜 さ 詩の 句 を 爲 さす。 

ああ、 われ 若き 戀 や する。 ， 

四 わが 影法師 

われ 行けば、 かれ も 行く なリ、 

われ 立てば、 かれ も と まる。 

月 かげ に、 夜 の ごと 黑 く、 

投げ出 だす 二 間 の 法師、 

浪 あら ふ 砂 平らかに 
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よこた ふる 二 g の 法師。 

扱る と 見ば、 振る へ こそ すれ 

ゆると 見ば、 ゆれても 見 ゆる G 

その 頭 潮に うつして、 

潮 いまだ 浸し 能 はす。 

その 足 に 蟹 這 ひ 寄れ ど、 

蟹 かって 攀ぢ もし 得せす。 

すそ 長く 引く は、 贵 とき 

あやかし 

紳 わざ か、 はた 海靈 か。 

いづこなる 國 の 秘密 を 

身に もちて、 ひそみ ゃ來 けん。 

た^ 無言 われに 從ひ、 

松原 を 見えつ 隱 れつ 

わが 宿 に のぼり ぞ來 たる。 


おほ浪 靜 かに に 入りて 

ゆめ 路 に か V やく 光 の 如く、 

小 星の つき 夜に まぎれて 浮ぶ 

その 火 よ、 何もの、 見えて は 消 ゆる. - 

み 冬 の 夜 ならば、 氷 を 踏みて、 

山 より 出で 來る 魔性の もの が、 

藁 火 を ともして 海べ を 渡^、 

獲物 を あさる に さも 似る 影 よ 0 

1 二 K ふけ 行く 自然の あなた、 

無 より や 産る X 世界 の 如く、 

明滅 起 減 の 境に ありて、 
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なほ 且 燃 ゆる は 如何なる 熱 ぞ* 

すな はち、 柬 の 戶 びら ぞ なかば 

*5 げ 

けて、 S 呉. H き 馬 毛 を 吐けば、 

お ほ 穴. 一 別れて、 浪 を 遙か 

.歸 る は 小黑き 釣り船、 小船。 

先なる ひ e き も、 あとなる 音 も、 - 

0 の 如くに 亂れす 寄りが。 

なぎさ に 立てる は 娘 か、 妻 か I . 

みよし の 左右 を いだきて 迎ふ • 

六 蟹に 寄す 

复 の Hs 暑き を 


海に 去る は 犬い を、 

寄せて 返す 浪間 に 

のがれ 出る は この 蟹。 

輕く 砂 を よ； U 這 ひ、 

苦 を も 知らぬ 行き かひ、 

大 いなる を あざけ. 0/ 

ち さき ま \ に 氣 滿て. OSO 

世に も 奇 しき 餌 を 食み、 

ちから 强き 小ば さみ、 

げいじゅつ 

なれ、 藝術 に 身 を 入れ、 

立てば 玉 を こそ 切れ • 

まよ 

ひろき 濱 を 迷 はす、 
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長き 日 をば あせら や、 

人目 遠き ほそ 穴、 

おのが 道 を 追 ふ かな。 

七 高 岸 沈 思 

(鷹 太郞木 村ラ？ に) 

髙き 岸べ に うち 出で \ 

洋々 の浪 見渡せば、 

秋 の 初 風 身に 吹きて、 

歸京 の こ&ろ 動く かな。 

見よ や、 大海 目 も はるに 

あま 照る 光 照らす とも、 

C 1K 下に 赫々 の 


八 


偉人 に 比して いづれ ぞゃ。 

ばく うん 

見よ や、 白雲 北に 湧き、 

なか S さして 登る とも、 

代々 の 亂 取 きり 拔 けて 

その 名 を 擧 ぐる 雄 者 あ hso 

如何に 冲べ の 暴風 は 

あ しゅら 

阿修羅 の 如く たけると も、 

I 夫 を どって 泰平 の 

政治 を 亂 だす たと へ のみ。 

怒 清 二十重 に 捲き 倒れ、 

大地 の もと ゐ ゆする とも、 

立ちて 靜 かに ほ乂 ゑむ は、 
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いづれ Q 流の 哲士 ぞゃ。 

見よ や、 よろ づの 神々 を 

5づ 

產み てし うしほ 渦 と 化し、 

めぐる 無 間 の 上 を さへ 

ひと 葉 の 船 は 渡る なり。 

あはれ、 自然 を のり 越え T、 

自然 に 歸る もの は 誰ぞ。 

人 は むくろ を 解脫 して、 

あらたに 人の わざ を 知る n 

こうめ う 

いまだ 功名 投げうた す 11 

いな、 いな、 骨に とほる まで、 

海 の うしほ の 若 やぎて、 


いかれよ、". 鳴れよ、 とどろけ よ。 

髙き 岸べ に うち 出で. > - 

洋々 の浪 見渡せば、 

- ，じ やう 

あまた 有情の 泡 立ちて、 

君 住む 京ぞ 忍ばる \。 

海 邊雜吟 (下) 

御富士 の いた^き おもて を 拭 ひ 

たな 引く 貫拔さ 左右 に 搖れ ば、 

世び と は 短き 夢 より 醒めて、 

濱逢 は 忽ち 歡 呼の ひ^き。 
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itj! 氣 は 新たの いのち を 傳へ、 

眞砂 は 平らか 淸き を 誇る。 

0 は 馳せ來 つ、 女波 は 招き、 

出船 の よそ ひ を 待てる に 似た リ* 

もと、 これ、 銀へ し からだ と 腕に、 

海 をば おのれ Q 家と も， する 子、 

もと、 これ、 手 馴れし たくみ に 依リ て、 

その 足 輕 くも 作れる 小船。 

『えい や』 の かけ 聲 ちから を 呼びて 

押し出す 獵船、 勇める 親子、 

ちいさき 世界に 朝日 を 浴びて、 

浪 間の 奥へ と 遠く も 消えぬ。 


二 朝の 夢 

よ あ： S ま 

夜 網 引 の 朝ぶ ね 着きぬ、 

勇む は たにに 魚 ならす、 

人々 の 罵る 聲 に、 

寄せ 來る 波 もき ほひ あり 

夜もすがら あさりし 獲物、 

r. すな 

小 砂の 上に うち 撒けば、 

跳ね 飛ぶ は 大鯛 小 鯛、 

ほ う ぼう 

甲 頭 魚、 三 島、 かなが しら。 

いろく づ に 賑ひ 初む る、 

見よ、 大濱 の 西 ひがし、 


泡^ 全 第 九お 

左に は サフラン の 雪、 

右に は 富士 の 新よ そ ひ。 

ひとつ  . 

この 世界 唯一 の资 

いよいよ 光 放つ をば、 

m% しき 俊 踏み や せんと、 

いづこよ 來 たる 人 あまた 

朝日 照る 砂山 越えて、 

丸德 擔ぐ かげ 長く I 

その 昔、 r ーダャ の 野邊 を、 

水がめ 通ぶ 女 の 如し。 

つぎつぎへ 現 はれ 來 たる 

その 影 ils ぞへ 立た すめば、 


四 
秘 


浪の 上に 日の かげ、 

落つ る 朝 の すビ 風.， 

われ は 濱べ さまよ ひ、 

夕  ゆ 


物 思 ふ わが 身 は 今や  _ 

太古の S の 夢に 入る。 

三 あしたの 神  一 

, 富士 の いた き 赤らむ は、 

つ ゆ はら 

あした の 神の 露拂 ひ、  ？ 

束の 網 を 地引き する  一 

. 綱 に 明け 行く 濱邊 , かな • 一 


n 
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よべ の 夢 の あと 追 ひ 

砂 の 上に 君が 名、 

かさね 害く も おろか や、 

とても 途げぬ 秘め 戀、 

白き 泡 の よそ ほひ。 

海に 浮かば、 この 胸 

獲物 なき Q 釣り船、 

陸に わらば、 この 魂 

行く手 知らぬ あり 様。 

見えて のぼる いと ゆ ふ、 

あはれ、 熱き 血 を 吸 ふ、 

われ は 身 をば 橫 たへ、 


こ もた 

け ふ も いだく 小悶 へ。 

S 倉 吉 

、倉 が お 歳 は まだ 十六 と、 

Zj 一十 二三 の 澄ました 男、 

われ も 詩に 飽く 時 あら ば- 

^が 心  に 歸り たや。 

六 夏の 眞 晝 

ま ひる 

M の 腐 ま、 薔 へば 

白き をん な の むくろ、 

± てば、 四 尺 七寸、 

光 放つ 眞 うつろ。 

夕  、*^ 


§s  ^九 

みどり の 髮 ふくよか、 

熱き 風 に 解 くれば、 

燒 けし 砂の 上 にも 

ありき や、 誇 の 餌ば • 

主の 如き 心の 

S に 延べし その 影、 

世び と の ほに うつらで、 

み そら 

あまつ 御 il^ 追 ひたげ。 

日 より 生れ、 その 日 に 

焦れ 行く は なが 戀、 

幾 萬 億 里 のぼりて、 

身 を や 搐 する かげろ ひ 


あはれ、 どよ む 深み を 一 

涌き ぞ出 でし テチス よ、 一 

わが 目 映 ゆき 問 に、  一 

なが ^すがた 見た るよ。 一 

.P 夕べの 神 j 

とんぼ 釣る 子 の かしら をば 一 

夕べの 神 は そと 越えて、 一 

そ よげ る 蘆の I 紫よ リ 一一 

おの づと 暮る \ 河邊 かな。 一 

一 

A 高 安月^ 君に 一 

夕  纖  一 


四 


寄せて は 返す 白浪、 

み かづ 

ひ ^- き も 更けて 三日！：：：： 

横 さに 照らす 海の も、 

平らか なる よ わが 胸。 

凄き を 獨り 忍びて、 

光 は 靑く 消え 行く 

そら 

心の {41 に 住まへば、 

濱邊 も 遂に みな 底。 

かの 世 に 耳 を 澄まして、 

亡き 人々 を 招けば、 

かたち は a えす もの 聲、 

至る に 遠し その 岸。 

11  -1 i—  —  ti^n^l 


五 
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立た すむ 足 を 洗 はれ、 

はじめて われに 歸 りぬ、 

されば ぞ、 西の 都 に、 

せ. S が 

淸雅 の 詩人 今 如何。 

九 遠つ 島根 

(有 明君に) 

とほつ み 

遠津海 遙 かに かすみ に 入 hs、 

かすみ の 奥より かしら を 擧 3^5 

沈思 に 耽りし その ほこ. CN を 

ほのかに 示め す か、 大 島が 根。 

吹き 來る しほ 風 なまぬるくて、 - 

南 の 熱さ を こなた ぞ 知る、 


mim 第 九 ® 

の しき 波 寄せ 來 りて、 

海路の 響き を こ &にぞ 聽く。 

戀 しの 姿 や、 それ、 靜 かに 

ひじり が 御 胸 に 映れる ごと、 

その 身 の なかば を 深み に 饞、^ 

みどり の 冠 を 御 S の はて。 

ああ、 その みどり は ^#く浪、 

はためく 御& の に 浮き、 

^れる 如きの その .^s^ を 

ゆ ふ 露 .S3 むに まだ 早き よ。 

行きに し 11 の 住 ひに 似て、 

P の 溢る\ 墓場 や ある。 


世 の 物 思 ひ の 群がる 時、 

心 の 船出 し、 君と 行かん。 

十 御 富 士 

(花 外 君に) 

わが 世 の つとめ を け ふ も 終へ て、 

濱邊 に うち 出で 富士 を 見れば、 

み  さび 

御富士 は 寂しき かしら 擧げ て、 

わ づらひ 解脫の 神に 似た リ*, 

ゆ ふ 日 の 光 は 遠く 沈み、 

その 薄 むらさ. き 雲 を 疊み、 

そら 

ああ、 なぎ 渡れる 深き 空 に 

輪廓 正しき 峰 の さまよ。 


泡 鳴 全攘 第九卷 

ゆるがぬ 力 を ゆ ふべ に 染め、 

いよいよ きわ 立つ その 御 姿、 

み ぎ は 

と ろく 水際 に 心 澄めば、 

いよいよ 貴と き その 居す まひ。 

髙き に 浮びて、 とこし なへ の 

あま 照る やすら ひ、 實 にも それ か。 

ゆ ふぐれ 靜 かに 隱れ 行きて、 

わが 身 に殘す はい こ ひの 影。 

われ、 今、 茅ケ 崎、 詩 神 追 ひて、 

を ぐら 

心 を 小暗き 波 に 碎く、 

君、 去年、 甲 州、 山路 行きて、 

御山 の すがた を 如何に 見し や。 


靜 思 

ああ、 世の 歡樂 

ああ、 世の 歡樂 あまきに 過ぎて、 

ゆめ io 

$ に またがる 春、 その うつつ、 

遠き は 薄 もや、 近き は 花 の 

ねむ か、 心 の まなこ を めぐる 9 

それ、 た 5^ しき.^ に 降る ほそ 雨 の 

窓 に は そ 5^ ろの 戀 もや 秘めん。 

それ、 たど 曇 て 吹く やわ 風に、 

浮き立つ 思の いこ ひや 住まん。 

ああ、 とこ 靜か の 春、 その うつつ、 

夕  潮 
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I^i 第 九^ 

うつろ の まぼろし あしたに 破 ぶれ、 

大地 は 音な き ほろび のかげ を 

I ひら 胡蝶 の 羽が ひ に まかす。 

若き 身 もたげて わが 世 を 追へ. ば、 

をと！ Q 

ああ、 亡き 乙女よ、 見えて は 消 ゆる。 

二) 

琵琶 の うみ づら 風 なぎて、 

雲 一 片の 往き来 だに、 

悟り を 得た る 山人 の 

やすき に 增 して 見 ゆる かな。 


み そら 

靑き 御 空 の 日の丸 も 

融けて は、 こ \ に 形な く、 

高き 山邊 も 靜 きて は、 

その こ 5^ しさ を 失 ひつ。 

淺 きに 似ても， 淺 からで、 

、底に 達せぬ 天の 色、 

暗き が 如く、 暗からで、 

うちに 輝く その 光。 

神代 分れし その 昔、 

寂しく  I" らす テル ひ 

上下 左右 を 現 はさで、 

S に 滿 ちけん 有様 よ。」 

夕  * 湖 


五 
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泡 鳴 全 第 第九卷 

ふて 限り は 知らね ども、 

廣き が うちに 平和 ， ぁリ、 

つかみて 手 に は 殘らね ど、 

平和 うちに いのち あ リ- 

歌 の ひぢり が 筆 取りて 

ながめし、 水 の とこし へ に 

よどむ、 力 の うしろ に は、 

深き 御 かげ ぞ 動くなる。 

(二) 

われ、 端な くも、 詩の 界 

ひとは ぶね 

乘 りて 來 りし 一 葉 舟、 

輕く 浮びて 物 もへば、 

うれ ひ に 延 ぶる いかり 綱。 


お 紫し 下 

も 紺え 界 


下に 向 ひて 沈み 行く、 

長き おも リ に 底 觸れ て、 

，  た つ みや 

を どり 出づる は、 龍の 宫、 

龍 が さ X ぐる 玉 ならす。 

また、 かの 機 ゆる 思 をば 

眞 あか の 紐に つなぎ 合 ひ、 

この 世の 苦 をば 逃れ けん、 

むくろ の ひとつ にも あらす。 

はた 叉、 深き 岩 かげ の 

に つ にく ほら 穴 に、 

の 實 をば 結ぶ て ふ、 - 

萬年靑 の 若葉 それならす。 


水のお もより 立ち 登る 

あした の 虹の 棚引かば、 

み そら 

晴れし 御 空 の 長 橋 は 


泡 鳴 全 築 ® 九卷 

探ぐ る 目 あて の あらば こそ、 一 

かぢ 取り直す 身 にも なれ、 

なみ 

浪 の ま- r なる わが 思、 

迷 ふ が ま \ の 西、 東。 . 

混沌 いまだ 開けす ば、 

昔 の さまに 歸る な^、 . 

むねん む さう  ： 

無念 無想 の 海の 上、 

た 5^ よふ われ も、 はた 舟 も • 


六 


提 等の 山 を s^^-ん とし。 

野 州 の 松原 ゆ ふぐれ の 

虹 あら はる-. - その 時 は、 

落ち 來る 雁の 列 ならで、 

かた r  , ) 

堅 田 のせと を うち 渡り。 

香 取が 浦 の か；^、 

浮き 寐 の 鳥の 羽根の ごと、， 

しょ < 

七色 あびる 小蒸汽 の 

1 つ 二つ も 靜 かなり。 

ああ、 なやみ ある われ も 亦、 

まなこ と 共に 延び 行きて.； 

あやぎぬ 

くれな ゐ 薄き 1 の 

夕  潮 
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泡， ほ 全 ^九卷 

つ- -む が ま- -に 消えん かな。 

(四)  . 

われ、 長濱 の 岸べ より、 

西 に うす づく 日 を 見れば、 

その 光 31 に 送られて、 

みよし を 立つ る ^かけ gj。 

その 影 小さし、 遠ければ、 

その 足 遲し、 廣 ければ、 

その 聲 聽 かす、 隔たれば、 

その 帆 光る よ、 白ければ。 

たヾ 冲合 に と^まりて、 

行く か、 歸 るか、 さら がらに、 


別れ を 惜む わが 友 の 

高き 岡べ に 立てる ごと. - 

ああ、 彼 一 歩、 われ I 歩、 

逸む に つれて、 わが 體 も、 ， 

みぎ は の 蘆の 葉 に 乘 りて、 

引かれ 行く らん こ \ ち する。 

(五) 

？ぴ 

あはれ、 寂しき 海のお も、 

自然 の さか ひ 薄らぎて、 

限りなき 世 の 悲しみ の 

やわらぐ、 奧 ぞ 忍ば るん。 

ああ、 思 ひ 見ば、 こ&も 亦、 


^九卷 

御 法 に あかき 淨 土院、 

si 〈如』 の 月 を 抱きつ- -、 

ぎ 澄 眠る ところ かや。 

あはれ、 ゆかり は 紫の 

藤 波 よす る 樹 のかげ に、 

『* 知 止』 の を 兒し人 の 

祌 と 交 はる 書院 かや。 

ああ、 また 思 ふ 草 まくら 

旅 の ころも を g ぎ更 へつ、 

おのが 俳句 を 樂 しみて、 

翁 の ゐ ます いほり かや。 


げ にも、 妙なる 玉垣 の 

みナ がた 

うちに まします 御 姿 よ * 

ああ、 貴し や この 社、 

誰が 祭り けん その1^| よ • 

ffl き か i.- み は 懸け 無く も、 

おも ひ に 映る さかき 葉 や- 

水 は 流れて、 而も 亦、 

かる、 乂 時 なき わ だつ み よ- 

い  つの 世  出で \ 千 斤 の 

おもき 袂 を ひろげ けん。 

いづこの に、 た ゆみな き 

羽が ひ の 裾 は 及ぶ らん。 


泡 鳴 仝 集 第 九 翁 

入 は 强 いても 定まり Q 

目 あて を 好む もの なれば 

なが 名 に よりて、 忽ちに、 

M なる 魚 を 呼び 起し、。 

至る 處 に、 なが 足 の 

兑 えで、 逭； s; 仃く おもかげ ^ 

みのる 田畑 に 侵し 人る、 

0 の 歌 ひ S で。 < 

あした ゆ ふべ の 眺め よく， 

澄みて ゆかしき なが 面 を、 

辨才天 に なぞらべ て、 

の 島 に たてま QhN> 


5 


よ なが 

の 夜長に 鳴る 浪 の 

饗 を 糸に たと へ けん、 

なが 圍り をば 鎗 がき 見て、 

iSS 暫湖 i 唱へ 始めけ 

(七) 

爲ょ、 夏の 頃、 その 水 の 

色 Q ければ、 雨と な .9、 

冬、 饕 湧きて、 B< 上 0  • 

ゆき， 0 よう 

山 また 山 は 雪 模樣. - 

k 良八講 の 風 吹かば、 

今 も 法華經 となへ つん、 

舟人 ども は あらた か 0 

天狗が 岩 を かしこみ つ • 


る 


抱 鳴 仝 集 第 九^ 

ああ、 恐るべき 比 叙お ろし * 

北 の 舞 ひ 行く 浪 立た ば， 

熱き ぎと 這 ひ 延びて、 

散ら ふ しぶき は 燃 ゆる 

ぴ やくら う 

見よ や、 白浪 十重 二十重 

倒れて、 起きて、 高まれば、 

あらし に なやむ 大木 Q 

夭 に さから ふ 勢 よ。 

さは さりながら、 大ゎだ の 

くら 

奥なる わ だ に 比べ 見よ、 

につ ぼちぐ わ 

二八 月 の 荒れ 時 も、 

祌 の 無聊 をい やす のみ • 


洋々 たる あわ 海 の、 

ながれ よどみし その 水 よ. 5 

重き 力 は 1U 井寺 の 

鐘 に 腐が る その 胸 よ • 

神秘 は こもる しき 浪 の、 

深き 御 かげ にいの ち ぁリ、 

太古 のさ まの あけ 暮れて J 

寂しき うちに 光 ぁリ。 

嗚呼 琵琶のう み、 風 なぎて.： 

紫の 色 浮ぶ 時、 

人 に 譬 へば、 とこし へ の 


a 第 九卷 

やすき を 得た る こ、. ^かな- 

圃 き. 石 :f 

この 世 の 苦み を も 

かって 《せめぬ わが 友、 ， 

昔に 歸る こ-. ^ ろ、 

之 も 圆き 石ころ。 

樂 しき S に ありて、 . 

0.  ± を 踏まぬ 足 手、 

高く 飛ぶ も 飛ばぬ も、 

凝お て 結ぶ あ^ 雲。 

ネビ ユラ 冷え 氷りて、 見よ、 


0 


躯らす 小. 星 Q 月夜、 

圆き に 就く 靈 あ bv^ 

自然 の ま- - そ © 態。 

^1  5 悲しみ 

もつれ K でぬ こ 2r 

卷 くが ま \ の から 糸 • 

教ふ もの は、 赤 

ぶっけう 

働敎 こ-. に 来ら 步" 

^ 死の 味 を 知らす、 

花 の かげに 枕し、 

眠む る さま を 譬 ふらし- 

暑き 時 も いくとき 


泡 鳴 全集 第 九 ® 

過ぐ る 家の 庭 もせ 

寒き 時に 會へ ども、， 

道に 何の 毛 ごろ も。 

取りて 見えぬ その 襄、 

打てば 堅き その つら。 

過去 を 問へ ど、 * さ チ,， 

口 なければ、 その 答。 

棄 つれば、 また、 管 か、 

まろぶ こと も たまさか。 

行 ゑ 問へ ど、 語らす、 

なさけ 無き か 然らナ • 

雨に ぬれて、 忽ち、 


太古 の さま 傳： K お、 

こ に この 手本 f  . 

日に や 新ら しき 石、 

盡 きぬ さち を この 岸 •  . 

y  ；  # マ- 

島 の 歌  ド. ： 

も"： 一，. ， 

夕  潮  M 


乾く に 早き かたち、 

淚 もろき ものに は、 

すま 

住 ひ 易き この 庭。 ！ 

雲 無心 にして 出で、 

夭 に かざす ゆ ふしで、 

之 は 立つ を 懾み、 

獨り 神 や 2^ る 意 


偽ぎ 御み 

忠き m 


.0S0  |« 

あはれ、 戀し Q 佐 被が 島、 

翁 が 歌 ふ 荒海 に、 

日蓮. ゐ ます も §?ら ぼ， 

宗敎 いまだ 命 あらん。 

あはれ、 ゆかしの ^ 败が 島、 

その 身 を わぶ る 法皇 の 

ゐ まさば、 今 も 尙 

の 人 は 耻ぢ， 死、 なん。 

お あ、 A 方の 農、 對き、 

てっこく 

さか ひ を 越えて、 敵國 の 

船 押しよ する その. 0 にも、 

その 樣 I  I  IR るら め • 


ああ、 臺灣 はわが 版圖、 

千島の 果も 稷ひ羽 の、 

南北 長き 島々 に 

なやめる、 人 は 幾；^ ぞ。 ： 

ああ、 松 島 の 秋 冴えて、 

西 行 筆 を 投げう ちぬ •  / 

竹 生の 島 の 名 は 髙く、 

li 琶湖 に うつる 月の かげ. 

ああ、 島々 は 多 けれど、 

われに ゆかり の 1 路岛？ 

淡き すがた は 就 e ほ の 

. ^すむ うち i 現 はれつ • 


ss  ^九^ 

須摩 の 濱べ の 松風 の 

夢 吹き 拂ふ 故里 や、 

むかし いませし たらち ね の 

母&御 i の 浮ぶ ごと • 

呼べば、 慈愛の 手 を 擧げて 

われ を 招がん こ X ちしつ、 

ゑめば、 滿ち來 る 新 じほ に、 

わが 身 の 今 を 問 ふ ごとく • 

ああ、 われ 旅に さまよ ひて、 

つと を 納めぬ 久し さ よ • 

十の 指 をり かぞ ふと も、 

いにし 月日 は 歸り來 す • 


わが 日の 本 の 島々 の 

數 に わたりて、 わが S 

千々 の 亂れを 解き 分けて、 

やすき を 給 ふ 日 とそ 恃て • 

有 木の 別 所 

(成 ® が 》 薛) 

松 の 樹立 I むら 

低く 茂る 山 かげ、 

上 を 慕 ひ、， ひたすら 

*Ti 穣 と いひ たげ • 

そ ©麓 は 

盛れる 土よ。 なれの み、 

夕  潮 
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, る u 長らく 

ねら ひし、 人 の たのみ 

たと ひ むほん と は llf へ、 

源氏が た Q たくらみ、 

多く かたらう 家々、 

I も 來 たり 得が たみ。 

うつり 易き 花の 番、 

か は 易き 世の常、 

恨み かこつ も 愚か、 

な 9 つね 

こ-- に 少將 io 

かへ り 見れば、 かの 島、 

iki に こと 寄せ、 


き， チ: ま 


都？ $9 待 0 ひま、 

はや も 露 の 二と せ • 

な が 1& う て こそ は 構され、 

胸に f  f  、 

戀 ふる 父 は 殺され、 

何 を ひとり 樂み • 

おのれ、：？！ 淸盛、 

士 揚の國 へ わ. れをも 

^^め：録きて、 その 宣實 

吏へ し さまの f00 

やがて いち 1： 亂れ て、 

亡び 失せん その -、 

夕  潮 
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s の 夢 は 覺 めて、 

あはれ、 殘 らん いへ 軒 • 

によ. S じ， 

ためし は 良き 如意 尻、 

うた てげ なる 賤が 家、 

障子に さへ しみ 入り、 

^zc じ やう ど 

*T 欣求淨 土」 見ぬ かや • 

身 こそ 思 ひ 捨て たれ、 

いまだ、 晴れぬ この 胸、 

響く 鑪 y ほ だされ、 

日暮 に ，ヽ うき 舟 • 

つなぐ 玉の緒 絶えば、 

われ は 知らす、 山寺 


八 
0 


訪ひ來 る もの ありせば、 

た 古跡 を 見が てら • 

あはれ、 朽ちし その 壁、 

しるし ばかり この 墓。 

ま の あらし 吹くな ベ、 

夜もすがら の 谷な か • 

瞻、 八重 もぐら 押し分け、 

苔 の 上に 手 を つき、 

たく 叫ぶ あり 明け、 

聲 冥途 まで 貫き、 

禽 155， 忘れて 眠む る 

^5 が 耳に 至らば、 

"き， ぶ./  ./.  V ダ人 

夕  潮 
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4 1 たび 千 n 十 振る 

神 を 起せ、 ゐ まさば。 

われと 入道 わ 版賴、 

千 重 の 卒都婆 ,Q 功 _ 

かの 鬼 界が島 より 

渡り 来たる こ Q 奥。 

•49 上  じ やうら く 

聖き 風 も 常樂。 

S 如 に 照る • 御 懿 よ 

：旣に 消えし 善惡、 

今 I 返 の ^かた よ 

ありし ，普 を 靜れ、 

死に後れし なが子 に、 


.i と 

おが 誠意 に、 翁れ 唯.^、 

數へ， 舉げょ 世の 鬼。 

-島は 名のみ 悍 くも、 ， 

^るべき は 都 よ • 

たと ひ 歸 りの ぼる も、 

こ ろ 細き ところ よ • 

さばれ *、 こ  > に 參る は 

たと 加な ひ， 離 からん • 

AJ の 卒都 ® を 立-つる は、 

i、 生死 ひ 巷 ならん • 

なぬか な. i 

七日 七夜 ^ 勤め * 

明けて つらき ^れ や、 

タ激.  ル M 
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まなこ 曇る しの X め、 

ふたり 出づる 破れ 家 • 

あはれ、 有 木の 別 所 よ、 

都 を 去る いく 谷 • 

あはれ、 父 の 居場所 よ、 

何 億 里、 苔 の 下に。 

* 成 親、 如意 尻の 古 障子に ss« ひして、 この 兩句 S 

心 を 示せる 跡 ありき。 

散り 行く 紅 紫 

ああ、 もみ ぢ葉 の かげ 赤く、 

てん 地 の氣 をば 呼吸して、 

IB り 行く さま を 譬 ふれば、 


その 德 高き 山人 . の 

あんじょう 

ところ 靜 かに、 安祥 と、 

知 死期 に のぞむ すがた かな • 

山 の 立ち 樹 も、 岩が 根 も、 

苔 も、 草葉 も、 はた 下に 

渡せる 橋 も、 小 流れ も、 

ともに 緣 ある その 御^3¥>。 

その 悲み を あざやか の 

光に 放つ ゆかし さよ。 

四大 分る & 小 あらし に 

1 葉 一 葉の 舞 ひ 下る、 

蝶 か 花 か を 水に 浮け、 

水 は 流れて、 その 列 を、 


ち: j 


礅ぁ、 行 させ は いっこ ぞゃ。 

われ、 その 道 を 見守れば、 

先き Q 船 ょリ 消え失せて、 

相つ ぐ もの は 限り なし.^" 

すべて ひじり の 乘る まれば、 

に 入る や そ のま 乂に。 

天の 橋 立に て 

(舊 友ミ めぐ リ會 へる 折 > 

B< 神 地き ^^世 の 戶 の 

あまの 撟立 ゆ ふぐれ て、 


じくろ 

の 00. の 

岩間が くれ に镭 ぶな お ~ 


じくろ  ► 

沖の 舶魏の つ 女く ごと、 


こ X ろ 細く も 消え 殘る 

§ な f 浪の臂 。 

っ^み に して は、 そ 0 昔、 

君 が 好み.^ 歌 なち す、 

笛 とし 81 けば、 s は 又、 

かが 吹き 慣れし いろ 出です • 

右に 左に 吹く 風 の 

ひ >  き よ、 しばし 止みね かし • 

ち とせ うら 

爭歲の 浦 よ、 名の 如く、 

久しき 友 を なぐさめよう 

ふ. たり. 別れて 十餘 年、 

あかき さか ひ は； 夢 ばかお、 

タ  潮 


I 
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海 やま 遠く 「時」 の 矢の 

行く ゑ たづね て、 相 知ら や。 

われ は 東に、 君 は 西、 

さすら ふ 空 は 高 けれど、 

飛び かふ 雲 の 中絶え て、 

うれ ひ に 沈む 世 なりけ り- 

あ ひ あ 

さばれ 相 ふ この 日 こそ， 

むなしき 月日 よび 起し、 

老い 行く われ も いにしへ の 

わかき に 返へ る こ \ ち すれ 

しづかに うてる わが 脈 の 

ちし ほ に 今や 東風 吹きて、 


千々 の おも ひ は わが 胸 に 

うしほ の 如く 湧き出で つ。 

わが 故鄕 に、 うちつれて、 

す^-き 釣る 夜 の うれし さ A 

之に は いかで 增 すべき ぞ I 

旅に 來 りて、 月 無く も。 

滿 つる 記 臆 の おの づ から 

この 松原 に 輝きて、 

せんまん 

暗き 夜つ ゆ は 千 萬の 

こ X ろ を 照らす 光 かな • 

堇 ，： 少 女 

夕  潮  や 


抱 鳴 全集 潔.^ 卷 

(お 俊で I" 兵徽の 墓に 少女 

の 麓 をつ む を 見て) 

ナく せ 

なれ も 宿世 は 淸く 

ip*p からだ に 宿り、 

ず A ベ に ^< かげ 二 間。 

立てる 細腰 まげて、 

SP  女 の すがた、 

ま.^ 更 らば、 $ 

ヰ みれ ^  ^かん. そ em 端 • 

& さけ 深めて 圍む 

墓の 底 も 棘り，、 

1 に 立つ る 家ぞ 


お- 


I お 俊 謎 衛- 

資 むる 勿れよ、 世び と、 

あちぬ 道 Q さまよ ひ 

義理 に からむ が 爲 め^、 

罪 を いだく その 戀。 

あはれ、 あだなる 心. 

胸 に を どる 防がば、 

をん せ. 尊 はれ、 

やの 美 つ ひに 枯れ #。 

許すべき ところ あり、 


いまだ 盡 せぬ いのち • 

すみれ 

蓳と か はり、 

#  潮 
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^き や 出で し おも \ ち- 

心して 摘め、 をと め、 

人 を 誘 ふ むらさき、 

袖 に ゆかりの 蓮 <3 

なれに も あり、 このさき 

秋 吟 


じ や A 

蛇の目が さ 

歩む 道 

その 柄 をば 


(雨中に 立ちて》 

さしかけて、 

踏みし めて 1 - 

持ち かゆる、 

降り 消 ゆる。 i 


•m の 音 

けさ は 尙 

HL; ゆる 物 

伞 のへ に 

ひと 葉 にも、 

里 は 今 

返り 見ば、 

二 の 

>  潮 


靜か な hs、 

その ひか bs* 

皆 あかき、 

誰が 書が き • 

散る もみ ぢ、 

こ にじ 

との 小 虹。 

秋 深し、 

かの ^1き 

笛 


li  ^九^ 

ほの ベ に  風 も 凍りて、 


. 塞き 夜 は 


人の かげ なし- 


2? の 

が す とう 

瓦羅 も 


軒 に 連なる、 

ねむお ぎ - に 兑ゅ. V 


月 のみ は 

やせ 犬 の 


^(  g->L^ して、 

おそれ 增す なり • 


Is 々と 

. 長靴 の 


さわべる の 音、 

i 過ぎけ り。 


その 跡 に 


m 會 へる 二人、 

『あ』 と、 立ち どまり * 


持つ 杖 の 

竿 ごた へ を 

し ごと 

『仕事 は』 と 

『まだ』 なりと 

『& { けて は、 な、 

『さて、 男、 

髙 下駄 の 

よつつじ 

四钍 を 

別れ 行く 

あめつち は 

夕  潮 


さき を 交して、 

互 ひに 受けつ。 

高き が 問へば、 

低き が 答 ふ。 

わし は 眠む たや o_ 

いま 1 まわ リ。』 

音 ふみしめて、 

右と 左 へ u 

^£の響 に、 

親子 と 聽 ゆ。 


九 
五 


詩史 


われ，、 囊太閽 の ai- 蹟 見て、 最も 感す る- VJ、、 

ろ は その外； .a にあ リ。 彼、 朝鮮ん  1 得れば、 大 

明 國に向 ひし は 勿謫、 明國 V ^平らげば、 印度、 

ペ^シャ、 J^々、 ^界. ^も 討伐せ しなるべし 0 

然して、 その 目的 する ミ、、 ろ は、 か  る 外 

. -界の 事件に あら ざリ しなり。 彼 は、 無意識的 

に、 自家 心靈の 要求 1* 滿れ さん こ ミ.^ 欲せし 

j  A>  s なリ。 1 國. * 擧げ て、 その 內部的 安心 1* 求め 

_ 一  IK  Bm. 居リ しな リ。 實は、 その 手段な 選ばす して、 

之に 盲 逸せし なリ。 され？、」、 われ は， 光秀 征 

時代の 秀 吉ょリ も、 征韓 時代の 贊 太閣. ^愛 

する ものな リ。 先き に は、 機智 あま リ に 多く 

して、 人の 同情^ 引かす。 後！ JL は、 大愚に 似 

て、 而も 神々 し. V」 ミころ ぁリ。 國 家の 內部的 

生命. 4* 與 ふる 文藝 その物 は、 知らす 識ら す、 

彼に 依って、 その K 意^ 發 揮す る こ％- ん、 得た 

リミ 云 ふべ し" 
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戰捷の 祈 

(I) 

柬南 やう やく 雲 やわらぎて、 

西北 はじめて 風 また 靜か、 

三 拾 年功 われ 誇らす も、 

四海 の 外 まで 威 は 及ばん す 

徒手して 天下 を 握れる もの は 

いにしへ 賴朝、 今 はた 誰 ぞゃ。 

好お、 あはれ や、 ^界 を 知らす、 


ミ': 


富士野 の 卷狩 た^ 止ん ぬる よ C 

(二) 

獨立 九 年 の 汙 馬 の勞 も、^ 

なほ 且 下 に 英雄 さかえ、 

勢 さながら 大ゎ だつ み の 

泡立つ 如くに、 ああ、 鳴り響く。 

肉 飛び、. 骨 さけ、 氣は 碎 くる も、 

堂々 この 士 を いかんが |S| す。 

微力 に 起れ る この わが 身 に は 

翻 白 何ぞ や、 早 や 投げう ちぬ。 

(一一 一) 

去年 の この 日 に 諸侯 を， 集め、 

じゅらく 

聚樂 の 屋形" に 外征 を 議す。 

登太簡 


允 
九 


人間 僅かに 百歲 ならす、 

快なら ざらん や 無 前 の いくさ, 

せんば う 

美々 たる 戰袍 われ 人 かざり、 

金銀 珠玉 の 大刀 佩かし めて、 

大軍 肅々 旗幟 を た^し、 

みん しう 

雞林 八道、 明洲 四百、 

暹羅、 晨且を も I つに 統べば、 
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五 人 の 宿老、 五 人 の 奉行、 

中老 三 名、 みな 列な り つ、 

備前 の 宰相 滿 坐に 代り、 

00 を 呈 して si なく あ. ^き- 

十 萬紕徘 は 直ぐ 立ち どころ、 

00 七 fa われ 今 率き ゆ。 


やまと の 言葉 を 西 夷に 擬 せん • 

(五) 

邊境、 日本の 土 のみ 踏んで、 

いつまで 先 の 武烈 を 1 す。 

京師 は 主上 の まします ところ、 

$:r それ、 幾內 に 跼蹐 せん や。 . 

叙 慮 を うつして 北；：： 小 に 迎へ、 

大廣關 白 これ 秀次 か、 

故國 は 秀家、 高麗 に は 岐阜 の 

宰相 秀信、 设も よけん。  ， 

(六)  ， 

っビ いて、 老將 また 舊臣 の ， 

いさを に 報いて H々 取らせ、 
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宇 1： の 形勢た とへば 舂 Q 

うな 原 廣 くも とく 治まらば、 

わが 身 は 身づ から 愛兒を 追 ふて、 

とこ 世 の 御國 の 祌 とぞ 成らん 

露 とも 消え 行く 浮世の 中 の 

のぞみ は、 その他に、 また あるべし や。 

(七) 

元來 無 物 の わが 身 の 上に、 

有形 の 野心 は 國家 の 爲 めぞ、 

限り を 知らざる この あめ 地 と、 

誰れ か は S しく ながら ふべ けん。 

鶴 松 三歲 を さなく 逝いて、 

悲痛 の 露 11^, われ 感じ 得ぬ、 

淸水塔 上 古今 を いたみ、 


〇 


丈夫 の 本領 その 時 決す。 

(八) 

ああ、 われ 賤 しく おひ 立ち ぬれ ど、 

日輪 孕みて 產れし 子 なり、 

普 H< の もと、 また 率土の 濱 に、 

多年 の 思 を 遂げで や 止まん P 

今上 皇帝 且 上皇に ， 

拜別 終 はりて、 親 兵 二 萬、 

3 づま 

文祿 元年 卯月 の なかば、 

秀吉 來 たって この 社に いのる， 

(九) 

噫、 いっく 島が み、 往古 に 渡リ、 

み ま 

潮路 を 守護す る 御靈と 稱す、 

S 太閤  tern 


〇 


供養 の 莴燈 つき 夜 の 如く， 

fe; 上 $g くも 光 は を どる、 

百 折 廻廊 樂 と 變じ、 

われ また 登仙 羽化す る もの か 

S に 花 ふり、 蝶 あら はれて- 

御代 泰平， とぞ、 歌 ひて かな づ。 

ほとけ の 王國、 異敎 の 土に も 


泡 鳴 仝築 第 九 翁 

われらが 出で 行く 前軍 後備、 

鍵驗 いやち こ あらしめ 玉へ。 

げに これ 仙 島、 岸う つ 波 も 

が- & を 洗って 梵唄 の 曲。 

やがて は 攻め入る かの むらさき の 

ぎ も ま 近し、 あら、 ありがた や。 


わが 目 は 開ら けて、 其 福 浮ぶ。 

(十一) 

ああ、 われ 賤 しく おひ 立ち ぬれ ど、 

日輪 孕みて 產れし 子 な. ov、 

普 天 の もと、 また 率土の 濱 に、 

多年 の 思 を 遂げで や 止まん • 

瞻、 いっく 島が み、 往古 に 渡り、 

I  ►  みたま 

潮路 を 守護す る 御靈と 稱す、 

われらが 出で 行く 前軍 後備、 

靆驗 いやち こ あらしめ 玉へ。 

淸正 望岳陚 

朝鮮 北境 いま 早 や 盡 きて、 
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攻め 人る あなた ぞ かの 兀 良哈、 

八 千 騎兵 は いち 域 拔 きつ、 

くわ i う 

貨寳 を 收 めて 南に 還る。 

追 擊胡兵 の 鋒 さき， 迎へ、 

淸正 身づ から しんがり すなり。 

時、 これ、 常 年 七月 なかば、 

K 毂 も みのらぬ 異邦 の 風よ。 

S なほ 塞き は、 日本刀 の 

切れ味 さどって、 靡け る さま か。 

とリに 

T% は 兄笫 俘虜 と なり つ、 

知らす や、 咸鏡 南部 に あらん。 

無謀 の しれもの いのち を 忘れ、 

夜叉 上官 をば おそ ひて 来たる、 


〇 

ナ 


たやすく あしら ひ、 且 退きて、 

進む は いよいよ 平安 道， か。 

わが 軍 たまたま 道 失 ひて、 

浪 蒼茫た る 海べ に 出で ぬ。 

二十重 の しき 浪 御 {41 の 雲 に 

つらなる 境 は 如何なる 國 ぞ。 

檩、 さなき だに、 又 征衣 着て は、 

生れし 故鄕 の 戀 しき もの を * 

見よ、 見よ 、西南 霞 を 開き、 

はるかに 浮べる わが 富 士の靈 • 

謦 へば、 暗夜 を 迷へ る 船 の 

北 斗 に みよし を 轉 する 如く、 

從ふ 兵士 は 皆 もろ 共に 

整 太 鸛  . 


0 
セ 
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芙蓉 の すがた を 動かぬ 目 あて。 

將軍 よろこび 馬 より 下り、 

かぶと を ^して、 1$ 拜 跪 坐す • 

『ああ、 われ、 贵 とき 義父、 太閤 の 

御 もと を 半歲 辭し 奉リ、 

日々 向 ふ は た 西北 と 

思 ひし こと こそ 過ち なれ や。 

遠く も 來に ける われらが いくさ、 

わが 大 n 本 は かしこ の s ぞ。 


『勝利 の しらせ 

あり とし 頼めば、 

われに は 聚樂 の 

御殿 に 同 じ』 と、 


を 待つ らん 人 の 

いづこ の * も、 

た あたたかき 

かしこみ 起きつ。 


〇 


}^ び 馬上に 士 を 見渡. ザば、，^ 一 

き ほひ は 凛々 あらたに 振 ふ气： 

明 使 追放  一 

(一)  一 

金 祭た る 瓦を葺 いて、 一 

光明 あまね き 伏 見の 域 よ、 一 

たたみ は 千疊. 錦 を かざり、 ： 

柱に 大和の 古木 ぞ ひかる タ 

『殺生 關白』 先年 逝いて、  一 

棄君 この 時 僅かに 四歲。 

H< 下 の 大將 平和 を のぞみ、 一 

»  • みん し  一 

と こ、 今、 明 使 を 引見 すな 一 
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(二) 

毛 利 の 輝 元 兵士 を 列ね、 

1 一行 の 護衛 は 嚴 しく ゆたか、 

赘驊 靜 かに 帷幄 は 開ら け、 

太閤 七士 と す t ひ を ただす。 

正副 明 使 は 仰ぎ も 得せす、 

入手 に すがりて 御前 に 進む ^ 

膝行 ささぐ る その 禮物 は、 

ぺ しぶく 

金印 冕 服 いかなる レ るし。 

夭 下 は よろこび、 家康 以下 に 

その 章 服 をば おのおの 着させ 

手づ から かむ リ を おし 戴いて、 


わ 排ひ秀 
JJ  mt 吉 


列 行 
坐 長 


は M  \、<D か 


稀 ひろ ごろ も の いき ほひ 裼る。 

仰， を かしこみ、 かの 墨染 の 

承 免 冊 書 を 讀み 上げ はじむ。 

あはれ や、 胃 頭 その 語 に 曰く、 

『なん ぢ を 封 じて 日本 の 國王， 

(四) 

たお おのの *0 懼れ、 

英律 一 語 を 吐かす、 

ち まな じり 裂けつ、 

、ン  た t  * 

破れて かんむり ，びぬ，。 

r 日本 を 手中. に 握る、 

王位 を 欲せば 身づ から 可な リ、 

皇統 綿々 この 天朝 に、 

夷狄 の 駄首は 以て の 外ぞ。 

整 太閤 
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(五) 

『ああ、 人、 われ をば 小 猿 と 稱す * 

まこと に かなへ り この わが 樣 は"" 

無禮 の 文字 を 得ん とて、 ここに 

なん ぢら 風情 を 引見 せんや。 

かんあく 

惟敬 は 奸惡、 詐謀 を いだき、 

みんかん 

明韓 ニ國 を 取りつ くろふ か、 

i は 小才、 恥辱 を 知らす、 

その 罪 いづれ も 誅死 に 當 る- - 

(六) 

あとら 

『阿 虎 は、 直ちに、 奉行の 衆 と 

兩使 を 鞭う ち、 とく 去らし めよ • 

はう 40 やう 

方亨、 なんお は 何 を か 爲 さん、 


mm 


北京 に 歸 りて、 わが 意 を 告げよ。 

秀吉 怒って 大師 を 出 だし、 

W び 內地 に 進擎 すべし。 

朝鮮 三 道 わが 目 に あらす、 

みん しう 

四百 を 蟹る は 近し。 

(七) 

『ああ、 われ 愚 なり や、 この 餺忿 は、 

諸 公 と もろ 共、 S 忍ばん や。  . 

西南 四 道 の 勇士 を 募り、  ..，•， 

明年 一 一月 を 發途 と なさん。 

秀秋、 このたび 主將 と なりて、 

秀家、 秀元、 その 副 たれよ。 

小 西 は 阿 虎と 先鋒 きそ ひ、 

この あやまち をば 千古 に た せ。』 

： 問  二  ill 


li 第九卷  1 1 四 

(八) 

金 粲 たる 瓦 を いて、 

光明 あまね き 优兑の 城 よ、 

たたみ は 千 疊錦を かざり、 

柱に 大和の 十 U 木 ぞ ひかる。 

數ぼ の 兵船、 十 萬 紕淋、 

S 四方 を 意中 に 收め、 

天下 の大將 媾和 を 遂げ や、 

ここ、 今、 明 使 を 追放. すなり • 

m 山 娘 

請 道 の つ はお 集め、 

三士 二將 いき ほひ ^る、 


^ ぐん  はう しゅん  じょば い 

右 軍 は 芳春、 左 軍 は 如 梅、 

こうさく 

高 策 その 間 中 軍 ひき ゆ。 

韓 國七將 また 加 はりて、 

うるさん 

蔚山 修築 なかば に 迫る。 

たまたま 嚴^、 しはす の 空に、 

草木 いのち の かをり を 吐かす • 

守將は 水路 の 堡寨 に 出で 乂 

城兵 一し ほ 土木 に 努む。 

土 をば 重ねて 水 盛り かけば、 

數丈 の 銀 壁 忽ち 成りぬ。 

將軍 窗戰 歸 ると いへ ど、 • 

四面 は 全く 敵手 に 落ちつ、 

十日 の ^城、 十日 の 飢渴、 . 

整 太^ 
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.^0 を 屠って その 數 足らす" * 

血し ほ の 氷を碎 いて 食み て、」 

釜 山 の 援兵 至る を 待て リ。 

のりた か 

黑田 の 孝 高 梁 山 に 在り、 

使 を 發 して 危急 を 報す。 

豊臣秀 秋 諸 將を瞥 し、 

五 萬 の 騎卒 は 男んで 進む。 

淸正 さたがら その 意氣 自若、 

内外 應 じて、 相合维 す。 

敵軍 三 脇 あなみ は 亂れ、 

總督 揚鎬 今 早 や いづこ。 

农 さむ の 平原、 露 普 は 倒れ、 

凱歌の 響 は 千里に 渡る。 


mm 

六 


月色 皓々 根城 と 映 じ、 

殘ぉ 却って 行 ゑ に 迷 ふ。 

薨 去 

(一) 

六十 三 歳 太閣 老いて、 

外國 いまだに 降り を 乞 はや、 

とん 

四 屯 の 精兵 四 域 を 守り、 

その 餘 は 全く まかりて 歸る。 

七 年征役 かへ り兒 すれば、 

過ぎに し 醍國 の 豪遊 のみ か。 

花 また この 世に 散り 行く 習 ひ、 

殿下の 病 は いよいよ 篤し。 

登 太閤 
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(5 

この 時 八月、 德川公 を 

御 もと に 招きて、 のた まひけ らく、 

『われ、 意 を 果 さで、 且 死に 失せば、， 

中將 幼弱、 世に 亂 あらん。 

之 をば を さへ て 鎭 めん もの は、 

重鎭、 なん ぢ の 外 ある べし や。 

幼兒 の 行 ゑ は われ また 問 はじ、， 

天下 を i つて なが 手 に 托す。』 

(三) 

らうく わ ^ 

家康 老猜、 なほ 且 おそれ、 

感佩 迫って なんだ に むせぶ、 

『殿下 の 百歲萬 世の 後 は、 


嗣君 を 奉ぜぬ ものら ぞ なけん。 

よろしく 神箅、 君、 蓮ら して、 

治國 の もと ゐ を 遣 させ 玉へ。 

われ たど 不才 の 身 は、 畏くも、 

ああ、 この 重任 堪 ゆべ くもなし o』 

(四) 

ためら ひ 退く あと 見送 リて、 

三 成 長 盛 諫めて 曰く、 

『殿下 は百戰 天下 を 握リ、 

一朝 他人に 與ふは 如何に。 

諸侯 に 大小 差別 は あれ ど、 

すべて は 御 恩 に むせべ る も のぞ。 

從 一 一位 の 幼君 まさきく ませば、 

關西 關朿 たど 叛 かん や。』 

豊 太 閤  •】 一 九 
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衆議 に 從ひ、 すな はち、 こ \ に、 

大老 中老 奉行 を 命じ、 

片桐且 元、 小 出 の 播摩、 

秀賴 歡 たるに これ 定まりぬ a 

多年 の 老 •& 猛將 ども を 

みま くら 

御 枕 近く も 皆 召し寄せつ、 

『ああ、 わが 戰 勝ざる なき も、 

今、 たミ i を 遂げす に 逝く か。 

(六) 

『露 勃 そび ゆる 大樹 の かげ も、 

えだ 葉 を 刻めば 殘るは 幹 ぞ、 

魏々 たる いら か を 支 ふる もの は、 


ふとし き 立つ て ふ かの 宫ば しら。 

1 人 天下の 重き を 成さば、 

萬 民 等しく つど ひて 來 たる、 

み たま 

見よ、 われ 日本 の 御靈 を 受けて、 t 

平和 を 世界 の 果 まで 求む。 

(セ) 

—  ._  _ きゅうし  ろ でん 

『劍 銃、 弓矢 は 露電に 似た リ、 

J たび 動けば、 歷史 と 消えん、 

めぐりて 倦まざる 天に も， 地に も、 

人々 一 期の 心 は 振 ふ。 

たと へば この 精、 うしほ の 如く、 

滿ち 足る 世 まで は 平らか なら じ。 

四民 の ゎづら ひ、 四民 の うれ ひ、 

ああ、 半途 にして わが 手 を 免る。 

斃太阁 


'ュ 


『石 田 よ、 淺野 よ、 とく 赴きて- 

四狨 の いくさ を 收 めて 歸れ。 

二人の 宰相 そな へ に 立てば、 
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(八) 

sii、 わが 死 を 若し 漏れ 1： & ば，」 

或は 大擧 の 復賺 あらん。 

元 冠 以來の 恥辱 を 受けば、 

われ この 御國に 神 さび 得ん ゃパ 

駿河 の 宰相 伏 見 に 臨み、 

き しう 

必らす 內外 歸趣 を 示せ。 

六 歳 嬰兒 は 大坂城 に 

利 家 保ちて、 人 たらしめ よ。 


追搫 何ぞ や、 おそる に 足らす。 

十 萬 兵士 を S しく 置いて、 

ゐ？ J? 

あはれ や、 r> 境 の 鬼 たらすな』 と、 

夭 下の 大將 一 事 を 遂げす、 

千古 の うらみ を いだいて 逝きぬ 


小 海 画 

天下 の 訃音 を 敵 漏れ聞いて 

竊鼠 の いき ほひ 却て 猛し。 

わが 軍 海路 を せきとめられて、 

義弘 僅かに 唐 島 に 入る、 

順 天 守將 は 南海 島 の 

よしとも i じ やう 

義智古 1^ に のぼって 守る。 


登 太 K 


一二 II 一  1 


n 第九卷 

明將 劉艇 わが 船 沈め、 

入り江 を 封 じて 次第に 迫る。 

1^ 中 の 魚 たる 行 長 勢 は、 

暗夜 に乘 じて 圍みを のがれ、 

時 これ 霜月 十^^九日、 

島津 と 合して 名護屋 に 向 ふ。 

i 兵 その 名 は 高宫 小 八、 • 

端な く 後れて、 便船 を 得す、 

濱べ に うち. 出で、 その 西み なみ、 

故鄕 の S をば S しく ながむ。 

卑怯の 浦人 身 を 遠ざけて、 

た^ 攻め 寄す る は ぉほ浪 ばかり。 

小 八 が よそへ る 黑革 おどし、 

よろ ひ は 破れて っ^れ の ま X に 


やすら ふ 家 なく、 食ら はん S なく、 

なぎなた ！っを 夜襲の 備へ。 

あはれ や、 俊 寛、 敵地 に ありて、 

風雨 は 無情 の 手 がら を 誇る。 

韓人 わらべ は こと 更ら 避けて、 

その ち-. - 母ら の 門戶 を 出です、 

や ，しゃ  せき まぐ し 

かの 夜叉 上官、 また 石曼 子、 

武勇 の 言葉 を ひそか に^ぶ。 

兑ょ、 見よ、 この 士 は 瘦せ衰 へて、 

失せに し その 日 に わ だつ み 荒れぬ。 

稗び 難， ¥ の 返る を 恐れ、 

島民 やしろ を 小山 に 建てつ。 

時 曰 を { 几め て、 あらぶ る 神 の 

蝥太簡  」 二 五 


mx 歷§ 御み 

lii %    rti し た 


n  ^九卷 


1 二 六 


ま 


^ を 鎮 むる 祭 を なせ ど、 

^ は 亂れ て、 かれ 舜 Hi の 

B の 一 つに 數ふ。 


悲 戀 悲 歌 
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二】 八 


界獨白 


燭の ゆらぎ 


ああ、 君、 わが 愛、 悲しき 愛 

御た ね を さそ ひて 春 

み つ *7 

三月 の 樂み、 その 悲み 


の 

は 過ぎぬ- 

に 過ぎぬ- 


若葉 の かげろ ふ、 野邊 

うら- - かなる 日 は ■  び 见ぇ や、 

遠き に のこる は 堂す がた.' 

そび ゆる あら- 1 ぎ 時鐘 を 鳴らし、 


. あした の 祈禱に 呼ぶ も i^。 

一一 

扉な き ものら は ころも を 飾り、 

こわね も 高らか 石段 を のぼり、 — 

ああ、 うらやましき 乙女 の さま や — 

聖母 を唱 へて 席に す はり、 

やましき ことなく、 隔 つる 意な く、 

かれら は 聖式 の 蒸 餅 を 取れ ど， 

わが 身 や H グの子 11 妖蛇 に 捲 かれ、 

ゆ ふべ の 祈 疇 も 口に 出です 

見よ、 かの 力 イン は そのぶ IJ^ を 

うらみて 殺せし 罪 に 山り て、 

悲. 戀 0  m  . 


九 
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耕す 土 さへ その 粱 を 擧 げや、 

流浪の 身 とし も くだち ぬれ ど、 

なほ 且 ゼネグ の S 誌 を 給び て、 

さすら ふ 野邊 にも 子 をば S£ たり _ 

わが 身 は 却て わが 分身 を、 

祌 にも 見せす て、 闇 に 遣りぬ。 

ああ、 闇 —— わが 魂 なやめる 阁 は、 

わが 目 を 閉 して われ を 责 むる。 

ろ の 窓 より たまさか a えて 

ひろがる 大地 は聲を 叫び、 

血し ほ に 染みた る、 その 口 閱 けて、 

わが 身 を、 0 を も、 15^1まん と する 

われに は ゼネグ を 呼ぶ ちから なし 1 


ああ、 君、 わが 身 は 尼 を ぬ。 

1 たび この 身に 纏 ひ はせん と 

のぞみし 黑衣 は、 こ \ ろ 包み、 

見ぬ 子 の かたみ の裹 服と 成りて、 

わが 苦み こそ 神と 盡 きぬ。 

*>ょ 

老いた る 主敎 は あまりに 聖く、 

親しき 意貞 なみだ もろし、 

よろ. Is- 

光 を 受けた る 萬 物 の うちに、 

この 罪 聽く者 ひとり 君 ぞ。 

君 より ひそかに 懺悔 をせ よの 

招きに s{ I— S を 來 たり、 

悲戀 悲歌 


mm 
Ma* 


見 + 
よわ 字 
' が 

聖 J 世 を 
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は ぢ  かつ C 

をみ な の 恥辱 をば お ほへ る 被 衣 

白き に 隱れ て、 彌撒 を 拜す。 

た ふとき かをり は 御堂 に 滿 ちて、 

高き を 落ち 來る 樂 の ひ^き —— 

わが 魂 うつらに うれ ひ を 免れ、 

まさしく 向 ふ ぞ祌の 御： g< - 

七 


ひたすら 唱 ふる 誦 文の 聲も、 

うなじ と もろ 共 低く 下 だ toN、 

結べる 小 胸 を 過ぎて、 

は 地獄の 門に かよ ふ， 

ミカ エル、 また ガブ リ エル、 

ま *~  ひら 

魔 鬼 をば 平らげ、 道 を 拓き、 

夭 よお 招く は 耶蘇 の 御腹、 


九 


立ちたり II その 御手 銀 水 きょめ- 


1 二つなる ペルソ ナ いの. ON 念じ？ 

悲 戀 悲 ^  sn. 


は 金色 11 これ や 犠牲- 


『生きた る 人、 また、 死した る 人 を 

a さん 爲 めに ぞ あもり 給 ふ  2^ 

われら は 信ぜり、 この 公の 

聖會、 聖人  罪 の ゆるし  』 

こ は 聽き 慣れて し 御聲 と 知りて、 

ふと 目 を あぐれば、 —— 思 は ざ き I：：： 

わが 君、 神父 の くら ゐ に ありて、 

香臺 ひだりに ひざ ま づけり。 
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いのちに 滿ち たる 秘蹑 の 蒸が を 

これ 欺體 とぞ さ \げ 給 ふ。 

その かう がう しさ、 その あらた かさ、 —— 

われら は 思 はす かう ベ 垂れて、 

『十字架 に か i りし 主の 肉 身 を 

をろ がみ まつる』 と 口 に 謡し つ。 

一 0 

かれ、 また 葡萄 の さか づき 揚げて、 

われら に 誦文 を 求め 給 ふ。 

われ はた SP へぬ、 『十字架 の 上に 

流させ 給へ る 御 血  』 ばかり。 

わが 朐、 忽ち いたみ に 觸れ て、 

仰げば 奥なる ^ は ゆらぎ、 

火 がげ の もとより 見知らぬ 嬰 兄 の 


s に あら はれ、 『母』 と ゑみぬ 

一 I 

神父 の すがた ぞ いよいよ 55; て、 

夢路 を く ゆれる の うちに、. 

5^ な なる 十字 は 光 を - 放ち 

死すべき 人 とも 思 ひ 寄らす。 

さながら キリスト、 身づ から ^^まし* 

わが 爲め 御 擅 に 徴悔 聽く か。 • 

み ばら  きょ 

マリヤ の御胎 は、 ああ、 逢 かりき. I 

われ ゆ ゑ わが 子 は闍に 行きぬ _ 

ああ、 君、 わが 愛、 悲しき 愛 Q 

御た ね を さそ ひて 春 は 過ぎぬ、 
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三月 の 樂み、 その 悲み は 

i の かげろ ふ 野 逢 に 過ぎぬ。 I 

君、 聖體 をば 分け はじめし も、 

.  あた ひ 

わが 身 は 授かる 價 値なくて、 

い  >、 み  く い 

痛 傷 と 悔悟 もて 御堂 を 返き、 

御お の もとにて われ を 泣きぬ。 

二 闇の 横木 . 

ああ、 m は 毛布の 黑みを 帶 びて、 

月 また 血の ごと しぼみ 來た. 0/ 

あめなる 星々 その 軸 もろく、 

たと へば 花 ST 地 にぞ 落つ る。 


諸 fK は 卷き物 おの づと 卷 きて 

山々 島々 うつり 行きぬ。 —— 

わが 身 は 鉛の おもり の 如く、 

{<1 ょリ 釣られて 閬 を 下 だる。 

うづ 棬く 黑雲 練りた る 壁 と、 

わが 道 かこみて 魂 を 送く る。 

刹那 ぞ 五百里、 小暗き 坑は. 

風 切る いき ほひ ひ^く ばか リ。 

あまりに 重き は わが 身 の 罪 か、 

悔 ゆる に ひまな く 鎖 延 ぶる 1 1 

かしら の 黑 がみ さかし に 垂れて、 

わが 手 も 便な く、 落つ る 速し。 

悲戀悲 敬  ，  ュ三セ 


» 鳴. { ^雄 ^九卷 

わが 森 殆ど 胸 より 絡え て、 

血し ほ は むらがる 腸 0 あた リ、 

忽ち 觸れ たる 横木 を 梶り、 

之に ぞ すがりて 助け 呼びぬ。 

と 見れば、 ,1:: の なかば は 引けて、 

ひらめく 鬼火 に 11 『あはれ、 わが 身、 

蓊 慣れぬ ころも の 薄き を 纏 ひ、 — 

こ は、 早 や、 他界 の すがた なる か。』 

かく こそ 叫びて、 思 はす 泣けば、 

『さなり』 と 闇 より 答へ 聽ゅ、 

『いまし ぞ ゼゼ ベル、 淫婦 の 友 よ。 


«^ 一 


0 に 神より 印 受けす、 

第二の 滅亡に これより 入れ や。 

來 たれ』 と、 くろがね 戶 びら 軋^、 

いろ 靑 ざめ たる 馬の 脊 高く 

乘れる は 利 鎌の 黑き死 なリ。 

口 より 出 づるは 火 と その 烟、 

硫黃 の に ほひ ぞ 燃えて のぼる、 

陰府、 その うしろ に つき 從 ひて、 

わが 目 を 掠む る つるぎ あまた。 

露 近く 起り し も& いかづちの 

どよ み は 奈落 の 底に 消えつ、 

あらたに 叫びて、 惡魔 の むれの 

寄せ 來る 地 鳴 ぞ朐に ひどく。 

悲戀悲 敬  nll.^- 
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われ、 身 を もだえて、 すがれる 棒 こそ、 

さばき  .  ) 

さながら 裁判の 場 を や 限る II 

『よみ なる 判官 よ、 わが 死の 神 ょハ 

しばし の いのち を 許し 給へ。 

求む る 物 あり、 われ、 そ を 追 ひて、 

來 りぬ この 闇、 暗き 坑 に。 

ああ、 かの 失せに し 玉 だに 得な ば 

す -01 もの 

わが 身 は 陶器、 碎く ま& ぞ。』 

馬の？^2 聲 あり、 『おろか や、 いまし、 

求む る 玉 に は 悪魔 まと ふ。 

邪淫 の つちくれ さは 戀 しくば、  _ 


四 

0 


來 たりて サタン の 胎內 に 入れ や • 

k  *  あたな つ 

かれ こそ 赤 龍、 かたち は 見せす、 

なやめる いまし を 近く かこみ、 

或 夜 ぞ ひそかに、 產む を も 待た す、 

なが 兒 を 奪 ひて 食 ひ 去りぬ。』 


『ゆるせ や、 見ぬ 子 よ、 さりと は 知らす 1 i 

のろ ひ は 免れ じ —— 放ち 遣りぬ。 

ああ、 われ 誰れ にか そ を 訴 へん、 

神より 離れて のぞみ 盡 きぬ。 

第 一 、 第二 の 天使 よ、 來 たね、 

をはリ  くだ 

終末 の 管 をば 高く 鳴らせ。 

な  て  まり S 

汝が手 に 燃え立つ 火燈 を 浴びて、 

わが 身 も 草木 と 燒 けて 失せん e 

悲戀 悲歌  ， 
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，『第三 天使 の 喇叭 よ、 ひ^け、 

御 星 の 茵膝、 とく も 隕 ちょ。 

われ、 汝が 苦き に 身 を 投げ入れて * 

河水 もろとも ほろび 行かん。 

ああ、 この 靈 魂 とく 滅びす ば、 

いかで か あがな ふ 深き 罪 を。 

ああ、 われ、 誰れ にか そ を 訴 へん、 

祌 より 離れて のぞみ 盡 きぬ。』 

5 

物 云 ふ、 力 も おの づと ゆるみ、 

すがれる 横木 を 落ちん 時し、 

わが 身 を 受 くべき 魔 鬼 等 は 失せて 


1 四 二 


奇 くも やわらぐ 胸 の おそれ • 

V  あな 

との 時、 『しばし』 と、 この 坑 開ら け、 

うへ より さし 來る 光 見えつ、 

瘦母 の 御す がた いと 笑ま しげに、 

わが 手 を 取りて ぞ 熱き なみだ —— 

崎 寒 

、『若葉 は 朽ちし も、 その 霾魂は 

なが 身 に 活く』 とぞ、 あはれ、 御 母。 

- わ？. 身 は 引かれて み どね の 露に、 

こ \ ろ も 輕らか {41 を のぼる。 — 

ああ、 君、 わが 愛、 悲しき 愛 は、 

住む 世 を 異にし、 いよよ る。 

ときわ の 樹 かげ の いづみ を ，说 みて、 

また 舎 ふ 時 をし われ は 待たん。 
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•i 角. 

三 ，二 さわの 京  ， 

I 


物 みな 新たの いのち を 帶 びて， 

御 & の 上なる 淸き 住ま ひ  

夜な き 國 に は ともし 火 つけす、 

日 はわが かんむり、 おもて 照し- 

十二の 星々 また \ き 止みて、 

ち さき は 花が た、 胸 を 飾る。 

わが 身 も 聖徒の 御數に 入リ て- 

む まう  ほそぬ 0 

の 酽布 白き 給び ぬ。 


二 


赦免 を 受けた る をみ な の 凡て： 


こ& おは 稚き 愛 の すがた、 

. マナ より あまき は その 物語 リ、 

宿世 の 記 臆 は 夢の 如し。 

等しく 光 の 白衣 を まと ひ、 

金 沙の御 庭に 群る X さま は、 

たと へば 遠 野 に あまた の 羊、 

かすみて 浮べる 赞な に 似た リ。 

あまたの 羊 の 飼 ひ 主、 神 の 

み 

御 さ 力え 照り 添 ふ 宮 に あれ * ま、 

.. わか 身 も 溢る-. I めぐみ を 浴びて、 

樂 しき とこ 春 晝を 去らす。 

,. たまたま、 凝りに し くれな ゐ雲 の 

花びら 一つ を 足に 踏みて、 

悲 戀 悲 敬 


五 
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奇しくも ゆらげる 平和の 袖に、 

感ぜし ひ 1 ^き は 天の あなた。 

四 

たま 

ああ、 その 響 を 追 ひ 行く 魂 の 

羽极 より 燃え立つ ほのほ 见 えて、 

<- のち 

わが 手 に 生命の 樹 かげ を 汲め ど、 

なほ 且 寂しみ 涌き ぞ來 たる。 —— 

上 に は みどり の あや 虹 渡り、 

下 に は あ を 海 玻璃 の 男 波、 

その 透き通れる 岸邊 を ひと リ、 

心 は 戀 しき 君 に かよ ふ。 

五 

> ああ、 君、 わが 愛、 悲しき 愛 の 


四 
七 


御み 

m 十 


きづな に 引かれて 懸る 地球 にや、 

»  »  ぐ H う 

ちいさき バ アル の 偶像の 如く、 

熱 なく 回りて 圓く 垂々 --。 

.  をし へ f 

さは 云へ、 宗敦， の 御 光 しるく、 

わが 目 に 見 ゆる は もとの 堂、 

黄金 の 香爐 に キリス マ 焚いて、 

6r なほ います か 11 遠き 御聲。 

六 


あまたの 悔い ある もの 等 の 爲 めに 

字 架 の 道行き、 彌撒 の いの リ、 

に 焚く 香 の けむ，^ と 共に 

鎩 弱に のぼりて あめ に 聽ゅ。 

ああ、 その 聲 こそ I 條 長く、 

風 なく 颠 へて 朐 に ひ け。 

悲ま悲 敬 
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來 たれ や、 わが 愛、 小 鳩 の 如く、 

51 き (t^l^ に 罪 を 打ちて。 

わが 手 は 待つ なり、 卷 くべき a を 

わが 身 は 待つ なり、 いだく 君 を 

1 たび 心 に しるせし 影 は、 

いつまで 相 見す 居らるべき ぞ。 

亡ぶ る ことなき わが 魂 ならば、 

いつまで 签 しく 過すべき ぞ。 

御 神 は ゆるさん、 心 と 心、 

影 また 影と し 會 はん 時 を、 


その 愛、 その 君、 今 幾寓 里、  一 

へだつ る わが 身 の ® も 聽 くや。 一 

いの リ 

『祈禱 の うちに は 生命 を 寄す』 と、』 

君 はも 下界 に 仰ぎ 給 ふ —— 

いのち よ、 わが 君、 今 幾 億 里、  一 

へだつ る わが 身 の 聲も 聽 くや • 一 

九 

ああ、 君、 わが 愛、 悲しき 愛 は、 一 

むく  メ 

主の日 ぞ 來 らば、 報 得べ し.。  一 

七の 封印 六つまで 開ら け、 一 

とく その あめ 地 消え も 行け や。 一 

>  ►  ぐぞ ラ  ； 

ちいさき パ アル の 偶像 の 如く、 一 

熱 なく 回りて 垂 る.，, 地球 こそ、 一 

悲戀 e  ^  一 


四 
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その 時 全く かげな く 失せて、 

君 はも 御 i& に 來 ますべき を。 


五 

0 


叙 事 三 篇 

血 ぬれる 鐘 

『いかで、 おきな よ、 われ 等 ふた.=^? 

花見が てら の おも ひ 出 に、 

春 も のどかの S に 高く 

古き 鑌： をば 撞 かしめ よ、 

いかで、 おきな。』 

『いかで、 —— おろか や、 君 は 醉べ bs? 

さくら 棚引く うら ゝ日 も、 

われ は 目 醒めて、 うつる 時 を 

かぞへ 居れば ぞ、 みやこ 人、 

悲 戀 悲 馱 


3? 
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ほろび 近し。』 

聽 いて、 暫し は、 め をと ふた. OS 

ふる 

目 をば 見 か はし 震 ひしが、 

聲 も をみ な は あだに 笑みつ、, 

『されば、 生れ も來 たる もの 

さわに ある を。』 

『さなり、 生る \ 子等 も あれ ど、 

死ぬ る ものら は 歸り來 す。 

：  をと め 

若き 乙女の かほに 兑 えて、 

つ ひに 隱 る- - いろ 香 こそ、 

これ や、 ほ だし。』 — 

『これ や ほ だし』 と、 醉 へる をの M 


mmm 

mmm 


手 もて をみ な の 肩に 觸れ、 

『などて おきな は 斯 くも 沈み、 

あまき さか づき 受け やせぬ —— - 

鐘 を 撞 けよ。』 

せつな 

『さなり、 刹那 は 死 をば 呼びて、 

鐘 ぞ 鳴る 時 やがて 來ん。 

若き をの こ の 胸に 燃えて、 

つ ひに ひろがる ねたみ こそ、 

これ や おそれ。』 

『いかで、 おきな』 と、 め をと ふたり 

撞き に ：s れば、 その 前 を 

低き うなり の 聲 ぞ 過ぎて、 

かれは 忽ち 夜叉 の ごと 

悲戀悲 


五 
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狂 ひ 立ちつ 9 

『待て』 と 遮き る さまに ぉぢ て、 

かれら ふたり は 退きつ、 

『許せ、 おきな よ、 無禮げ なり き- 

こ は  も 何 ゆ ゑ 世に は 斯く 

よき 管 出 だす。』 

『さらば、 君よ』 と、 こ- -ろ 解けて、 

かれは 語れり、 『この 鐘 は 11 

いのち 

云 ふ も 苦し や 11 われに 生命、 

あはれ、 わが 戀、 わが おそれ、 

これ や わが 世。 

『君よ、 三十と せ むかし なりき、 


われ は 山門 11 寺 をと こ， 

妻 に 親しき 小姓 ありて、 

われ は 之 をば 疑 ひぬ II 

若き 時 ぞ。 

『時の 小姓 は 今や 智識、 

名 ある 御寺 を 領 すれ ど、 

けがれ 無き 身 の德に 照れる 

眉間に 傷 あり。 11 われ こそ は 

0 ぞ 深き。  しト 


『妻 は いた はし、 こ \ に 走り、 

此世 の わかれ を 苦しみつ、 

血 もて 無罪 を これの 裏 に 

しるし 終 はりて、 われ を 見き —— 

悲戀 悲歌  1 五 五 
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斯くは 云 ひぬ。  . 

『「君 は これより われ を まも リ、  、 

朝な 夕な の 鐘 を 撞け。 

人に 知らる- - 時 し 來 なば、 

いのち なき 身 と 思へ よ」 と、 

これ や わが 世。 

『晝の 光 を 圏に っ& み、 

罪の 根 のみ は はびこ. =s つ。 

わが まぼろし の 影 ぞ 簿く、 

響く おと にも おそれ あ. Os 11 ^ 

われ は 老いぬ。 

『され ど、 寂しき 脈に さへ も 


今や むかし の 血 は 湧きぬ、 

. 若き いまし の すがた 見て は、 

またも わが 身 の 春 は 來 ぬ。 I 

こ&ろ 苦し。 

『むしろ 死ぬ る に よき は 今日 ぞ、 

われ は 最後 の かね 撞 かん』 1 

. 低き うなり の 聲 ぞ 來 たリ、 

かれは 忽ち 夜叉 の ごと、 

狂 ひ 立ちつ。 

『待て』 と、 身づ から 返り 見つ 么、 

め をと ふたり を ためら ひて、 

； 『君 は この 場 を のがれ 給へ —— 

わが 身 苦む さま を こそ 

悲戀 悲歌  ； 


セ 
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遠く 聽け や。』 


鐘 は ひ^きぬ、 春 の ゆ ふべ、 

花 の ふ^き を 散らしっ>^、 

鐘 は ひ^きぬ、 赛の床 を 

醉 へる 人ら の 歸る時 1 . 

かれは 如何に。 

『あはれ、 お 竹 よ、 け ふ を 共に 

この 世 離れん、 さらば ぞ』 と、 

1 つ 撞 きて は 胸 を もだえ、 

二つ 捷 きて は 身 を もだえ、 1^ 

まろび 伏しぬ。 


五 


あくる あした の 花の 夢 を 

g:^ ます ひビき は 聽ぇ來 す。 

- あはれ、 もろき は 血し ほ のみ か、 

から 

さし も 名高き 唐 かね も 

朽ちて あ. ON き。 

田 戸の 海ぬ し 

パだ ど 

田戶 に 山 崎、 

また 掘の 內、 

- ぼん みづ 

走り 水 にも、 

悲戀悲 K  ,.  1 五 九 
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また 大津 にも、 

卷 の うしほ は 

朝 ゆ ふ 寄せて、 

けむる 霞 の 

奧 より 見 ゆる、 

さる じ ま 

. 淡き 猿 島、 

島 と は 云へ ど、 

田戶 の おや ぢ が 

^にこ そ 似 たれ • 

ほ あか 

おや ぢ、 頻赧 の 

かほ むき 出して.： 

髮 の ほ つれ 毛 

二す ぢ 三す ぢ、 


風 に もま るん 

小^ の 上 を、 

あさ は 沖 よ ft/ 

岸 よ bv ゆ ふ は- 5 

かろく あま 飛ぶ 

小鳥 の 如く、 

しゅ ッ しゅ 漕ぐ 手 の 

手な み も 速し。 

おや ぢ、 その 名 は 

ゐ すけ 

猎ノ 助ぬ し よ、 

海 に 生れて、 

海 をぞ 戀 ふる、 

妻 は あれ ども、 

悲戀 悲歌 


得 氣ぎ む た 
ぬ 力、 
のし 娘 

子 

名 の は 

を 殘 
。 あ 
れ 
ど 
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ありし 

わ 

ゆるし 

. ぉ濱 に 抱かせ、 

かれは 寂しき 

おも ひ に 浮ぶ。 

妻 の おや ぢ は ，^ 

L ちく  し 

七 九 に 失せて、 

今 は その子 も 

死ぬべき 時 を、 

の ♦、- は 

一 つ 軒端 に 

おなじの 住ま ひ、 


もとの 仲 にも 

返らば 返れ、 

二十 三年 

共に は 住め ど、 

ひ とり びと り の 

むしろ を 栂。 

. 上總、 房 州、 

かすみ に 醒めて，、，  - 

.0 の ひか.^ に 

猿 島 浮けば、 . 

おや ぢ 0^ の  . 

かほ むき 出して、 

、またも きの ふ の 

悲戀 悲歌  ， ：  〕 六 三 
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舟 唄 あはれ • 

P ゅッ しゅ 漕ぐ 手 の. 

手な み を 見せて， 

田戶 と 島との 

わたし を 通 ふ • 

過ぎし 時代の. 

ちょん 體 結 ふて" 

0 の ほ つれ 毛 

二す ぢ 三す ぢ。 

おや ぢ、 もとよ.？ 

その 歳 知らす、 


^へば、 『わが 身 は 

死 0, こと なし』 と 


浦の 人々 

うやま ひ 懼れ、 

田戶 の 海ぬ し、 

こ は その 稱へ。 

むすめ お 親 が 

世 を 知り そめて、 

父母 の 仲 をば 

？ と すれ ど、 

母 は 寂しく 

縫 ひ 物 つ ^ け、 

9- つぐ 

『あれ は 龍宮 の 

い たづら 小佾。 J I . 

猪ノ も 笑みつ X、 

悲戀 悲歌  1 六 f4 
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かたへ に 立ちて、 

『されば —— 汝が父 

身 は 海坊主。』 

高地の 靈語 

ああ、 造化の 一 角なる 

二百 零 三 髙地 よ、 

識 あって 待ちし か、 この 

ひじ やう ひ w- 

非情 非理 の 亂り 世。 

人 は 文明た & へて、 

あまき 酒 に ほろ 醉ふ、 

され ど、 なれ は 血 に 醒め、 

闇の 如く 寂 Ji。 


うちに っ&む 地熱 の 

深き 光 かすめつ、 

ひとり 寒 威 零度 の 

S に 高く そびえつ • 

W に は ^ 屍 かさな.^、 

谷. は 人 の 腹 わた、 

雪に 赤く 染まる は 

うちし 敵 と その 仇。 

野犬 こ X に 來 たりて、  や 

性を更 へし お ほかみ、 

凍る 肉 を 食 みても、 

誰れ を 恨む この 民。 

悲戀 悲歌  】 六 七 
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のろ ひ 多き 罪 をば、 

0. なまぐさく 吹く 風、 

われ は 之に 乘 りて ぞ 

波り 來 ぬる 死の 畔。 

骨と 骨の 間に 

祝 ひ の 種 播 きたり、 

肉と 肉の に 

萠 ゆる 種 を 播 きた. 

百年 ，1 栗 含めて 

あざり 行かん その 種、 

とこし なへ に 新たの 

生命 延 さん その 羽根。 


六 


嗟、 苒びは のろ はで、 

風よ、 北に 舞 ひ 行け。 

われ は 黎明 の 靈 なリ、 

西に r そ は のび 行け。 

さらば、 高地 11 わが 乘る 

駒 は ひかる あけぼの、 

遠く 逸む すがた を 

今ぞ 見よ や、 ほのぼの。 


悲戀悲 


1 六^ 


is 第 九 

SJ 日片 

(遊子、 故鄕の 镇邊に 立ちて) 

(一) 

あ 3 ひ こ  » 

ああ、 とこし への 朝日 子 よ。 

0 した- -る 松原 に、 ， 

あした の浪を かき 分けて; 

登る すがた の 勇ましき。 

われ も 初めて、 朝が すむ 

けしき ぞ いと も 1 しく， 

この 世に 生れ 來し 時 は、 

かく や いき ほひ 猛 りけん。 


ちから 限りに 泣く 聲 9 

いづる 淚に うれ ひ なく、 

自. S に めぐる ひとみ に は 

けが 

ち. P も 檢れ は と^まらす。 

五感 の もと ゐ 明らかに、 

まよ ひ の. 風 の 吹き 立た す- 

母の 乳ぶ さ に 口 觸れ て、 

淸き いのち を 呼吸し つ。 

いは ひ、 よろこび、 樂み の 

そだ 

うちに 盲ち し その さま は、 

なが の まの あ. f 

いや f ごとく あ .5 に けん。 

悲戀悲 敬 


セ 


泡 鳴 <HilS  1^ 九卷 

(一！) 

あさひ U 

ああ， とこし へ の 朝日 子 よ。 

綠 した-. r る 松原 に、 

あした の浪を かき 分けて、 

登る すがた の ましき。 

われ 導 問 を なら ひ 初め、 

ふみ 睛む 5^ 前にして、 

夕べ に 至る その 顷 は、 

かく や た ゆまで 勉め けん。 

じん 

ころも を 振 ふ 千仞の 

岡を觀 じて 意氣 高く" 

この 大丈夫 足 洗 ふ 


さ 


萬 里 の 流れ 身に 秘めつ 

人 は 云 ふて ふ ill の 

たと へ も 愚か、 夜 更けて、 

鳥 の 啼く音 に ほ- - ゑみ の 

かげ もの 云 は ど、 如何な りき。 

心 の うちに のぞみ ぁリ、 

身 の 苦み を こと、 せす、 

まなび 

擧 の 道 に さち ありて、 

胸 に まど ひ の. ひま 出です。 

た^- 1 すぢに わかちから 

進み 行く 世 の 樂み は、 

なれが 日足 の すぎす ぎ 

悲戀 悲歌 


セ 
ま 
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- とよ さか 登る さま に とそ • 

(ミ) 

あさひ こ 

ああ， さりながら、 朝日 子 も 

高き に つれて 名 を 得 じゃ- 

ああ、  朝 nz 子 も 翁 りなば、 

深き あはれ の 動 かじゃ。 - 

戀 と 名譽 の 二す ぢ に 

わが S  , 分れ 入りて より、 

われ 疑 ひ を いだき 初め、 

、われ 悲み を 感じ 來ぬ。 

(四) 

、われ 初戀 を 知り 


き 血し ほ に 觸れて より. 

も ゆる 思 は あめつち の 

M にも 渡る こ、 地 しつ。 

われに は 餘る 苦み を 

詩 にも 歌に も 歌へ ども、 

胸 に 秘めた る 一た ま の 

. たから 示さん 折 失せつ。 

の 歷 はしき を とめ子 の 

行 ゑ 追 ひつ.^、 幾歲 か、 

嘆く  EE あて の なき ま. 4 に、 

そ は 只 おなじ 箱 なりき。 

苒び めぐり 會ふ 日 さへ、 

悲戀悲 欲 


セ 
五 
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ありし 昔 は 語れ ども、 

わが 齊 こそ 奥深く - 

ひそみて 光 なかり けれ。 

然れ ど、 ひそかに 取り出で- - 

放てば、 簡 も か^ゃき の 

ぜっぺ ま 

風 に 吹れ て、 絕壁 や 

一： E き をと め の 立てる 見 ゆ。 

呼べ ど、 答へ す、 ほ- -ゑ めど、 

かれ 喜び の 色 見えす、 

ああ、 まぼろし か、 足 引 の 

くづ 

山 の ふもと ゆ 崩れつ i。 

ひらめく 袖 は 薄が すみ 


セ 


白 

き 立 
つ 

御み 


あ 力き に 消えて うつり 行き、 

は 靑雲 の 

にかげ も なし • 

ああ、 われ なやむ もの なり， や、 

こ& ろの 平和 絶えて なし。 

ああ、 わが 思 深う して、 

al む は 熱き 夢 ばか. 

われ 名 を 求め そめて よお、 

i4P く 愛に 年 を 經 つ。 

秦 の 始皇 が 英略 も、 

われに は 靴の 塵と 見え， 

悲戀悲 欲 


ffig ゥ 

ふら ォ 
1 

虫 タ 


の 口 


に 

あ 茂 
ぐ 

聽 、 

け 


泡 鳴 令： 築 ^九^ 

三千 is 女 亡びて は、 

野中の 花と いづれ ぞ弋 

莴 里の 城 も くづ ほれて、 

下行く 水と また いづれ Q 

ああ、 アルプス の 高き より 

敵の 平野 を 見お ろして、 

おのが 立ち 場 の霉を 徵っ、 

うち ほ \ ゑみし ナボレ オン。 


英雄、 ひと 日、 雲 晴れて、 

セントへ レナ の 月 如何に • 


消えて 殘るを 『名』 と s へど、 

ありて 實 なき これ 如何 • 

老子 I たび 『無』 を 叫び、 

姿 を 深く つ- - みけ. 

ああ、 功名 に あく がれて、 

われ は 迷 ひし こと も あ 4«v、 

頓 悟の 域に 身 を 入れて、 

さとる と 兒 えし 時 も あ. OS** 

(六) 

ああ、 疑 の なかり せば、 

如何に 樂 しき 世 なり けん • 

ああ、 悲 のかげ なくば、 . 

如何に うれしき われ ならん， 

悲戀 悲歌 


I 
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さばれ、 樂 しと 云 ふ もの X 

亡び 行くべく 定まらば、 

うれしと 見 ゆる その 事 の 

つ ひに 消 ゆべき ものなら ば、 

見よ、 夏草 の 生 ひ 立て ど、 

霄 の もろき に 就く ごとく、 . 

わが 疑と 悲の 

長き を むしろ いのち な 

『•1』 の 池に 石 投げて 

面に ひろがる さ y 浪 の、 

It 1 輪に 亂れ來 て 

『われ』 て ふ もの は 拾 ひ 得す. • 


(七) 

あさひ C 

ああ， 朝日 子 よ、 とこし へに 

若き 姿 ぞ 麗 はしき。 

われ は わが 身 を 求めつ- f ハ 

かく も 心 は うつろ ひぬ。 

うつる 心 ^ 且は又 

『死』 て ふ なやみ の 加 は^つ、 

東西 光 うすらぎて * 

南北 闇に 消えん とす。 

さびしく 立ちて 夕風 の 

そよ ぐ に まかす 墓 ならで、 

戀も 名譽も 疑 も 

悲戀 悲歌 
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やすらに 受 くる 神 なきや" 

(八)  - 

ふるさと 

ああ、 われ、 今や、 故鄕 の 

濱邊 に 立ちて もの 思へば、 

昔ながら の あけぼの に 

わが 魂 は 湯 あみし つ。  - 

をな み  , 

千 重の 男 波 を かき 分けて、 

靜 かに 登る 朝日 子 よ。 

無限 の 亂れ 引き まとめ、 ， 

われ を 回き に 就かし めよ。 


叙情 五篇 

伊吹の 螢 

伊吹山 木々 失せて、 

生 ゆる 草葉 短し、 

夏の 夜風に しめ リ、 

鱸 草 の 火 も 冷たし • 

けむり 直ぐ 消 ゆれ ども、 

消えす 殘る 光 よ。 

時に 後れし ほたる、 

あはれ、 重く 飛ぶ 見よ e 

悲戀 悲歌 


A 
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さかり は 十日 過ぎぬ、 

-名 ある 宇治 に 石山 ノ 

おのが 同士 と 別れ、 

いかで 寒き この 山。 

何に こがれて、 斯る 

こ&ろ 細き さまよ ひ * 

わが 身 はじめて 愛しき 

なれ を 見たり、 この 宵。 

暗き ともし 火 つけて、 

風 に なやむ その 檬、 

ふわり、 ふわり と 靡く、 

ひと だほ > 

L0u^ め. t 人魂： 


八 


恨み ある ものと せば、 

ご しゃう 

後生 の 爲め、 くよくよ、 

こ. に ことづて すと fe..、 

わが 頭上 を 渡る よ。 

r む ん 

さらば、 無言 の 身 こそ、 

われに 寄す る なが 骨。 

あはれ、 露 に は 瘦 せて、 

髙き を 慕 ふ こ X- ろ 根。 

螢を 踏み つぶせる 折に 

風 に 凉 しき 夜な か、 

粟津が 原 のみちへ、 

かげ も 撰ばで とまる ？ 、 

悲戀悲 欲 , 
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ほたる、 何の いけに (ご 

ぎめ る ものなら ば、 右； 

ひだり、 流れ も ある を、 

廣き まなかに 出で よ、 

犬 に 食 はる 生う を。 

小さき その 羽根 折れて、 

飛ぶ に 苦しく ば、 また • 

草葉 に 逃るべき を、 

投げて、 蛇 の 腹 わた。 

S 駄に 亡べ と、 よも や 

祌 も つくり 置か ざらん 

觸 るよ を 避けて、 ともす 


八 
ハ 


その 火、 賴む 爲め ならん。 

それ も 罪な き 蟲に、 ， 

噫、 入らぬ 取 越し 苦勞、 

之 を 憐む 味 かた、 

敵 と なりし を ffi らう。 

髙き わが 下駄 の 齒 に、.， 

松 を 漏れて 生き 死ぬ、 

月の 光 を 踏まで、 

あはれ、 なれ を つぶしぬ。 

雲 翩 々 

ああ、 翩々 として 飛ぶ 雲 ， の 

悲戀悲 欲 


力 


泡 鳴 全 築 第九卷 

妙なる さま を 仰ぎ見て？ 

速き あらし の 袖 漏れし、 

わが 身 の 行 ゑ 思 ふ かな. - 

見よ、 見よ。 

古人 も 歌 ふ 『はたて』 さへ 

ちぎれ、 ちぎれて、 また 別 の 

形 を 浮ぶ その 色 や、 

かざあし 

濃き を 逃れて、 風足 の 

薄き 端に は 光 あり。 

いや 白き その ひかり、 

照らす が まぶに 染 りっ^、 

Is- 1 朶に 入れ か はリ、 

また 立ち か はる、 その かげ Q 


A 


先き を 爭ひ 走れ ども、  一 

I 歩 はづ せば、 幾 萬 里 u  一 

それ 幾 寓虽、 靑き 空。  二 

如何なる 鍵 5 乘る なれば、  一 

かく 安らかに 渡る ぞゃ • 

かおば  ^ 

われ は 片羽 を うち 折りて、  1 

胸に 憩 ひ の かげ も な く  一 

上に 向 ひて あせれ ども、   J 

あせる ほど、 遠ざかる。  一 

ああ、 手 は 亡び、 足 亡び、  一 

からだ は 亡び 失する 時、  丄 

. .  しろた へ 

雲よ、 なが ごと、 白妙 ， の 

のぞみ や われ も 分ち 得ん •  一 

悲戀悲 欺 
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常世の 光 

(グリ ュ ックの 『ダイ アナ S ^欲』 の 曲に 合せて 新たに 作れる) 

あめ 地 初めて 二つ に 分れ、 

み そら 

御 S を 踊りて 照り 出で たる 光。 

とこ 世 の おもて を 饉め たる 闇 は、 

音な く 破れて か i4 やき 渡り、 

四隅 は 新たに くら ゐ を {s^e、 

いのち 

よろ づの物 告 生命 を 浴びぬ 11 

あめ 地 初めて 二つ に 分れ、 

御 空 を 踊りて 照り 出で たる 光 • 

靜 けき とこ 闇 おの づと K れ、 


御 i 企 を 踊りて 照り 出で たる 光、 

み かみ 

御 神の 夢より 漏れた る 笑み Q 

くらき が 中 を や か ^- やき 波る。 

物 皆 新たに 形狀 を 受けて、 

生命 の 流れ は 四隅に 振 ふ — 

あめ 地 初めて 二つ に 分れ、 

御 § を 踊りて 照り 出で たる 光 • 

ねむり は 醒めたり 

ねむり は 醒めたり、 わが 國民 よ， 

千歳 つた はる 御 を 仰げ • 

け はしき 山々、 するどき 流、 

どよめく わ だつ み、 かすめる 野原、 
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皆 呼ぶ、 皆 呼ぶ、 わが 日の 体 を • 

く！ J たみ 

ねむり は 酲 めたり、 わが 國民 よ、 

二 千代 直なる 榮ぇ を 開ら け。 

家 國 の うれ ひ も、 その わ づらひ も * 

われら が X 布 望 も、 はた いき ほひ も. 

0 呼ぶ、 皆 呼ぶ、 わが 日の 本 を „ 

くにた み 

ねむり は 醒めたり、 わが 國民 よ、 

T 二 千と せ 鍛 へし 歷史 を 振へ • 

世界 の 文明 なやめる ひまに、 

われら が 理想 も、 はた 藝術 も、 

皆 呼ぶ • 皆 呼ぶ、 わが 日の 本 を" 

進む は 生命、 拓くは いのち、 


皇祖 の 難 敎へ そのうち に あ. cs。 

I つ の 言葉 に l^sl の I： ぼ、 

國是 の發展 この 民に あり。 

皆 呼ぶ、 皆 呼ぶ、 わが 日の 本 を 0 

われらが 日に 日に 求む る もの は、 

J  、  みな ま 

翻 に あらさる 御靈 の 光。 - 

とこよ 

常世 を 貫く ちから に 依リ て、 

仁義 の 寳 を 細 亞 に If せん。 

皆 呼ぶ、 皆 呼ぶ、 わが 日の 本 を。 

ねむり は 醒めた リ、 わが il^ よ、 

三千と せ 鍛 へし 歷史 を 振へ。 

世界 の 文明 なやめる ひまに、 

われらが 理想 も、 はた 藝銜 も、 

悲戀 悲歌 


九 
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皆 呼ぶ、 呼ぶ、 わが 日の 本 を。 


】 九 四 


短 助 二十 一 篇 

I 海の 響 

0 は おぼろの 花の 如く 

^きて 見 ゆれば、 冬の 床 も、 

ゆ ふべ 寂しき 海 を 出で- 4、 

^  I  t  たま ざ 

龍 の 1 呂居 の 玉座 なりき。 

ねむり、 南に かしら 沈め、 

沈む かしら に 香 ぞ かム る、 

肌 に つめたき 賴 の さわり I . 

これ や 寐 ざめ の  力 をり 遺す。 

びと り あた X か 胸 の うれ ひ、 


九 
五 


s はす、 語らぬ 石 を いだき、 

われ は この 世 を 泣きに 泣きぬ- 

人 の いふなる 戀 に あらす、 

おのが 受けた る 苦 にも あらす- 

苦 にも 戀 にも 更らに 增 して 

胸 の さびしみ あふれ 來 なば、 
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臥して、 聽 ゆる 濱 を たど リ、 

ものに 醉 ひたる 乙女す がた、 

いと も しなやか 浪 を 寄す る。 

あはれ、 かく こそ 死 にも 入らめ — 

海 の ひ き よ、 永劫 の おも ひ。 


一一 一一 口 の 石 


- '- 

六 


も ゆる 思 ひ の 肉 は 燒 けて、 

なみだ ばかり ぞ 熱く 流る。 

われに 神 なく、 且は 死 t 

あり と いふべき この かなしみ、 

のち 

今や 生命 の糧と なりて， 

つきぬ わが 世 は 石と 共ぞ。 

かれは 『無言』， を 絶えす 生めば、 . .、 

われ は なみだ を そ- * ぎ繼 がん。 

三 自然の あゆみ 

岩 を めぐりて 行く は 何ぞハ 

河つ 姬 にや、 河つ 男 にや" * 

悲戀 悲歌  」 九 * 
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音 は 立 つれ ど すがた 见 せす、 

見せぬ すがた の 装 裾 觸れ て、 

こ-. -に .！11 ぎぬ あと を 引く や。 

行けよ、 流れよ、 はやき 水 の 

澄みて 盡 きせぬ 深き を —— 

か み 

^：！然 の あゆみ も 斯くぞ あらん 

われ は 物 も ひ 立ちて れば、 

目 に は 靜 かの かげ も 浮きて、 

身 さへ もろ 共 お を めぐ P, 

隱れ 去る らん こ-. r ち すなり。 

岩 を めぐりて 行く は 何ぞ、 

河つ 姬 にや、 河つ e: 力 にや。 


四 殘る l^i ひ 

われ は 高き 磯邊 の 

岩 に よりて 默せ. ov、 

ほやて 

遠つ 海 の 疾風の 

音 に、 日 さへ かげれお。 

こ X ろ こそ は この 胸 

まほぶ ね 

深く 照らす 眞 帆船。 

鼠け る 道に I すお 

殘る うれ ひ 悲み、 

白く 曳 いて、 消え 行く 

天靈 の跡ぞ 身に 入み、 

われの 顫ひ おの- 1 く 

悲戀 悲歌 


九 
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肉 を 破る 寂しみ。 

たま 

あはれ、 立てよ 3 わが 魂、 

なれの ぞ この 濱。 

S 細き 指輪 

ほそき 指輪 のぬ し は あらん， 

君 は 御 \lh をば 固く まも リ、 

大理石 もて 成れる 如く、 

人の 觸 る- T を い 避け 給 ふ。 

うべ や、 ゆかしく 歌 ふ 譜 に は、 

高き しらべ の 籠る 見えて、 

海 の 四方 より 渡る 風 も 

が， しゃう  がく ざ 

こ X に 合唱 の あまつ 樂座。 


fci 豳 

0 


君よ、 御 空 に戀は すと も、 

しばし SM 砂 の 上に 坐 はれ。 

舂 の かげろ ふ は ゆく 燃えて、 

白き 砂 にも 熱 は ある を — 

いづれ 卷 かる \ 身 にし あらば、 一 

來 たれ、 ひとしく あっき 胸 に。 

六 夢の 子 

あはれ、 わが 身 の 戀を云 は r、 

色 は 紫紺の とばり 深く、 

し そく 

奥 は 紙燭の 火 かげ 嗜く、 

胸の ほのほの 燃 ゆる 上 を 

すぐる 夢の 子 —— あと を 向きて、 

悲 戀 悲 馱 


3 
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『來 たれ、 いまし』 と、 ひそか 聲 の 

を ぐら 

なほ も 小暗く、 深き 奥に、 

身 をば 糸 もて 引く に 似た リ。 

され ど、 覺 むれば、 朝 の ひかり 

窓 に わが 身 の ねむり 吸 ひて、 

いと も 樂 しき 夜 g の おも ひ 

まュ は かわけ る 世 こそ わ ぶれ.。 —— 

,  さだめ 

0 に あかるき 化 命 ありて、 

われ は こ を しも うつし 得 じな。 

七 薰 ゆる 火 かげ 

ともし 火 もてる は 如何なる 子 ぞ や。 

闇夜 の あらし に ゆらぎて 立て ど、 


1 


なほ 且 その 影 大地 に 投げす、 

照らす は 世の 樣 世の 荷樣の 

奥なる ほろび と その かなしみ と、  ， 

沈める いのち の 流れ と 愛 や。. 

常世 を つらぬく 光 の すゑ の、 

瀚れ來 て、 あたりに く ゆるよ、 火 かげ- 

せか  み だう  み だん 

聖 なる 御堂 の 御 擅 に 載れば、 

或は 敎職 キリス マ 焚いて、  - 

十字架 を 導く 脊な にも 照らん。 

さは 云へ、 こ は また 移し も 得 じな。 —— . 

ともし 火 もてる は 如何なる 子 ぞゃ、 

圈夜 の あらし に ゆらぎて 立て リ。 

A ビ はの 寂しみ 

悲戀 悲歌  二 〇づ1 
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夢に 地獄 を 深く 探り、 一 

奇 しき ともし 火 われ は 得たり、 ； 

ほのほ、 うれ ひ. の 色に 照リ て、 一 

あ をき 光 は 死をぞ 招く。 一 

*J よみや ま 

聖き 御山の 堂に 燃えて、 一 

世々 に 傳 はる それ の 如く、 ； 

永劫 の さびしみ こ \ に 引きて ハー 

晤く その かげ ゆる. A の みぞ。 一 

す r ろ 運びて、 此世 に 取れば、 一 

活ける そよ風 照り を 增 しつ、 一 

^龕 の 御佛 いのち 映えて、 ^ 

われ は おの づと 合掌 なしぬ。 一 


き m 

m 


三歲 f 夭 

千 、 台 

衝 
寺 、 敎 

坊 別 3 理 


夢 は さめたり —— され ど、 いまだ 

君 は わが 身 にいの ち 投げす. * 

九 樓の木 

傳敎 大師 が 印度の 地より 

得來 てし 樫の 木、 根 を 一 もと の 

枝 薬 は 高き に繁 りて あれ ど、 

その 幹 なかば も、 その 根 の もと も- 

寂し や、 分身 の 若芽 を 斷 ちて、 

たと へば 英雄 子な きが 如く、 

を 絕 する 如し。 

KL、 四敎 の うちに . 

のかげ さへ 消えて、 

今 はた いづく に 昔 を 訪 はん。 

悲 戀 悲 歌 


■  I 攀 

五 
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大師が 入淨 以来の をし へ、 

高き を ga して、 利 機 をば 生ます。 

r み やま 

あはれ や、 樫の 木、 御山 に ひと リ、 

は、 ど つ 

法燈 晤き を 護る に 似た： os。 

十 小暗き 道 

われ は ^  1:5^ ぬ —— ^ と ふた. 0,、 

つらき is の裘を いだき、 

胸 の 奥なる 熱 に 鶴れ て、 

ま $ ら 

深き 腐 洞 の 底に 落ちつ。 

-  ともし かげ 

うすく ほのめく 燈火 Js^ に 

is の 御 かほ ぞ 11 いかに、 あはれ  


六 


レ とも 由 けて、 ねむる いき も 

既に 絕 えたる 身 ざま、 死 ざま。 

膝 に つめたき むくろ 一つ、 

重き 呼吸 は 身に も 迫る、 

上 を 仰げば、 黑き石 の、 

S と 叫びて、 お ほひ 下 だる。 

さなり、 わが 魂、 これ を 避けて、 

を ぐら 

なほ も 小暗き 道 を 戀 ふる。 

十一 ま、、」 ふ 怖れ 

われ は 夢晃ぬ 11 海の 上 を 

翁と 二人し 蛇に 卷 かれ、 

悲戀悲 敬  § 
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舟 と もろ 共 深み S の 

も なか 

あ をき - 最中 に 存 まれ 行く よ。 

力 ある 胸浪と どよ み、 

熱き こ \ ろ は 雲 と 振 ふ、 

われに 君 こそ 斯くて あらば、 

まと ふ おそれ の 何 か あらん 0 

舟 や かたむけ、 潮よ 來 たれ、 

なほ も 海へ び かたく 卷 けよ。 

おなじ 燃え立つ 焰 あげて、 

荐 めよ、 下せよ、 沈む 身 等 を 11 

あはれ、 安 かれ、 君の かげ は 

われ ぞ 死 まで も 送り 行かん。 


〜'• 

八 


.H 一  うれ ひ 一 す^ 

鐵 の うるし を 練りし 壁 と 

固く とぢ たる、 圈 を 破. CN 

曉の 光の 照らす 如く、 

わが 身 胸 より つらぬかれて、 

のぞみ 

いだく 希望 は け ふ も 亡び、 

うれ ひ 一 すぢ 流れ 去りぬ。 

ながれ 去りに し うれ ひ なれ ど、 

またも 覺 むれば、 またも 來 たり、 

沈む こ i ろ の 目 に は 見えて、 

ちへい 

遠く 地平の 線に 渡る。 I . 

君 は かく こそ われ を 引きて、 

ひろき この 世 の 野邊 に 住む や。 

悲 戀悲默 


〇 
九 
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われ に 流れて 入る か、 去る か！ I 

うれ ひ 一 すぢ、 今 は いのち。 

十三 時 劫の 森 かげ 

時 劫 の 森 かげ 露 は しと ど、 

わが お ほ御祌 の 足. を 受け や、 

雷 一なる の 下行く 水 は、 

岩 をば めぐりて 人 を 刻む。 

を ぐら 

小暗き うちより かしら 見えて， 

無言 は その 世 を つ、 む 時 し、 

重なる ザが 葉 の ゆらぎ と 共に 

延びたり 大 なる 右手 と 左手。 


■  I き 

〇 


身づ から その 乎 を 樹 に は かけて、 

見よ、 立ち上れり 石 の すがた、 

あら くれ m;; の 胸 いと 廣く、 

とこよ 

常世 の 風 をば こ \ に 吸 ひぬ。 

ああ、 かれ、 戀 なく、 苦み なくに、 

はじめて この 世に 出 でん と する か- 

is 圆 いさ、 聲 

重く 垂れた る おのが 髮 を 

取れば、 『母よ』 と いさ- 4 聲 の 

脊な を めぐりて、 膝 に 下 だお、 

つら 

S き こ \ ろ の ほ に は 見えて、 

悲 S 悲歌 


■  » 
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兒等 の うす 影 胸 を 纒ふ。 

打て ど、 狒 へど、 數 を 知らす、 

いなご 

祌 の アバ ドン、 蝗 率ゐ、 

爐 なる けむり に 涌く が 如く、 

宿世 来世の 風に 乘 りて、 

つぎへ つぎへ と 群る- - 影 に、 

おそれ おの \ く、 寂し ゆ ふべ。 

かれは をみ な と 生れ 出で X、 

產 ます、 生れぬ 刹那 追へ ど、 

なほ も 等しく 海の 苦 ぁリ。 

十五 鍵を與 へ よ 


鍵を與 へよ、 陰 府の鍵 を。 

いづれ 死ぬべき もの \ 身 もて、 

われ は あめなる 門 を 戀 ひす。 

あめに 空しく 君 を 入れて、 

淸き 天使 を 見なん よりも、 

あめに {41 しく 君 に 連れて、 

清き 天使 と ならん よりも、 

われら 諸共 身 をば 投げて、  ， 

ま ほら 

暗き 眞洞 に 沈み 行かん。 

鍵を與 へよ、 陰 府の鍵 を。 

われら いち 度 も 二度 も 死にて、 

胸 の うれ ひ を 深う しなば、  > 

雲 の 消えて は 見 ゆる 如く、 

悲戀 悲歌  、 
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戀 の 記 臆 ぞ 朽ちす あらん。 

十六 鏡を碎 けよ 

鏡 を 碎 けよ、 わが 姉、 妹、 

映れる すがた は 皆 猿れ たり。 

世に 戀 ありと は 心 の まよ ひ、 

振り袖 重き を 左手 に 取りて、 

その 身 の 機れ を 飽くまで 泣け や- 

なが 夫、  なが 戀、 なが 依る はしら、 

いづれ も 右手 に は 遠き を 引いて- 

近き は 夜る の 戶、 {til しき むくろ、 


仇なる 小 夢 に 醉 ひたる この 世、 

i ま 

誰れ を か 恨みん、 をみ な の 魂よ 


am 一 


^の 禾" 高き に 口 づけ すと も、 

醒 むれば あした の むくろ と むくろ 

鏡 を 碎 けよ、 わが 姉、 妹、 

映れる すがた は 皆 猿れ たり。 

十七 蛇の 河姥 

むかし この 石 天 を 落ちて、 

此 世の 小春に 目 をば 覺 めぬ、 

か はう ば 

へびの 河姥 之 を 慕 ひ、 

うろこ 輝く 腕 に 卷 きぬ。 

石 は 泣く 泣く 羽が ひ 折りて、 

水 に 投 ぐれば、 右の 羽极は ， 

瀨 をば のぼりて 經 と ，浮び、 
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折れし 左 は 鱒と 下 だリ、 

落つ る なみだ は I っ每に 

ち さき 尾 ひれ の數を 產 みつ。 

やから 

年に いち 度 は、 眷屬 すべて 

こ&に 過ぎ行く 世 をぞ のろ ふ。 

秋の 月夜 を 深く 覺 めて、 

ナ ぐせ 

聽 けよ、 宿世 の 『われ』. や 如何に。 

十 A 熱き 眞砂 

熱き 眞 砂の 上 を 撫で \ 

われ は 獨り し 物 を， 思へば、 

遠き 深みの 波浪 は 打ちて、 

芋なる 下より ひ^-き來たる。 - 


おのが 小 胸 も 爲 めに 振 ひ、 

千々 の亂れ は濱の 小 砂 1:" 

なれよ 小 砂利 よ a ひろき 海 に 

幾 代 打 たれて、 斯 くや 圆き。 

なれ を 讀 みつ & ひろ ひ 行けば、 

ひとつ びと つ に 光 添へ て、 

經 にし 代 を こそ われに 語れ。 

あはれ、 海遶 の 熱き 砂利 よ、 

此世 は 萬 年 永く 繼 げば、 

われ も いまし の 年に 添 はん • 

十九 酒 輿 


づ 


注げ や、 わが 愛、 今 一 ちょく を" 

悲戀 悲歌 


ユブャ 
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明日 は 酒興 の 来べき か 知らす。 

ふたり この 日 を、 手に 手 を 取りて、 

こ&に 歡樂 滿 つれば 滿 つる。 

誰れ か 酒の 香 あまし と いふ や、 

なれが いろ 香 も 礎す 時 ある を。 

さなり、 け ふ のみ、 た^ この 刹那、 

われ は 心 に 自由 を 得たり。 

夭 を 呼ぶ 君、 地 を 摩つ わが 身、 

しばし 短き いのちに 醉 はん。 

明日 は、 醍 むれば、 また この 愛 の 

おなじ 味 は ひ 得べ しゃ、 君よ、 

時 劫、 見えざる 鎖 を 曳 いて、 

われ は 悲哀 に 鬚が る 身 なリ。 


養 


二十 悲哀の 俘 

酒に 向へ ど 憂愁 は 去らす、 

取れる 1^ なみだ を 港 ふ。 

こ X に 醉 へる は わが 肉 の みぞ、 

いづこ 如何なる 心 の 糧 よ II . 

遠き 奥 より かなしみ 曳 いて、  、 

君よ、 わが 身 は 悲哀 の 俘。 

失せし 戀 とな かまへ て 問 ひそ、 .， 

胸の 苦悶 を 刻む は 久し。 

この 世 なつかし、 この 世 は 憎し、 

これ や われ のみ 醒めた る こ \ ろ。 

いづれ 亡ぶ る この. 胸、 この 身、 

私愁 私憤 に 敵 あるべし や 1 . 

0 戀 悲歌  . .= 一九 
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遠き 奥 より かなしみ 曳 いて、 

君よ、 わが 身 は 悲哀 の 俘。 

二十 一 苦悶の 鎖 

(故お ロ寧齋 君に) 

ああ、 君、 苦悶 を いだいて 逝きぬ、 

わが 身 は なほ そ を 胸に し 生く る、 

生く る と 死ぬ る は、 例へば 影 の 

その 身 に 添へ ると 添 はぬ に 似た タ J 

父母 より 受けた る この 世 の もだえ、 

1 息 每 にも いのち を 刻み、 

その 音 天 地 の 間に 落ちて、 

久遠 の さ y 波 その 輪 を ひろ 


ま 

0 


ああ、 君、 その 輪 の ひろがる なべに- 

底な き 記 臆の 淵に や 沈む、 一 

わが 手 を、 延ばして 救 ふと すれば、 一 

錢るは まぼろし i 苦悶 の 鎖。 一 

延び 行く その 端、 君、 今 陰^ に、 一 

われ 他の 端 をば こなた に 握る。 一 


悲 戀悲歜 
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ニニ 四 


樂座 (合唱) 


(本 舞 3、 中央に ァ —— チ形を 構へ、 その 內は 凡て 凄 S たる 墓 1^、 

月夜の 景。 下手 ァ 11 チ 形の 側に 樂 座の 設け あるべし。) 


さよ ふ 

小 多 吹 

な らく 

奈良 の 


鼠 も ねむり に 入 bv て、 

じ や,、 

ェ叔 を 招く 頃、 

並み 立つ 石塔 荒れに し 庭 を 

照らす は 月 かげ —— 


かげ 

人の 影 一 


:K 營兵、 お づぉづ 登場。) 


脫營兵 (獨 由) 


からお 一 


ああ、 營所 をこ& まで 逃げて は來 たが、 心 はわし とい ふ 身體を 逃げる 


こと は 出来ない。 （I 今日、 國 元から 手紙が 來て、 開けて 見れば、 女 

, 房が 二人の 兒 遺して 死んで しまったと— その上、 永年 世話になつ 

た、 蕭 I 母 Q 大病。 二人の 兒 はどうして 居る。 村の ものと 云って 

は、 いづれ も、 揃 ひも 揃って 薄な 人ば かリ。 不斷 から、 わしの 家 を 

穢多 S に 取り扱 ひ、 I とても、 世話 is れ やう 喾は なし。 

II これ は、 御 國の爲 めに は惡ぃ 事と 知って は 居る が、 兎や角の 、い 配 

から、 透を兒 て、 營所を 逃げて 來 たもの あと はわし が 鼻して 

出る とも、 また、 百 萬の 豪で も 歳な ぃ奇功 を、 わし I 人で やって 

死なう とも、 それ はわし の 決心 一 つ g るの だ。 111、 それにし 

て も、 胸が どき まぎして、 もう、 今から 鍵に でも 落ちて 居る、 い 持が 

する。 この 物凄ぃ墓場 は、 たぶ 言で、 わし を 笑って居 I うだ。 も 

う、 かうな つて は、 賴る もの は 神、 佛、 ばかり。 I ぎ か、 神 さ 

ま、 f  I、 暫く わたしが 自き 許して 下さ I せ。 塞の 檨子 さへ 

見て、 ai こ sfl 膽 にな？ もよ ろしう 

厶ぃ 升。 蒙 升、 額み 升。 1-1、 何だか ま 苦しい. i それ ま 

厥醤兵 

ニニ 五 
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さう と、 この 邊に 尋ねて 來た 墓の ある 辔。 - 1 おお、 之が 女房の a つ 

て 吾る ところ か。 11 お 民、 もう、 會 ふこと は 出来ない のか。 子供 を 

殘 して 死んだ 上に、 今、 お袋の 大病。 ゎしは御國へ^^して濟まぬこと 

だが、 營所を 逃げて、 こ、 まで 歸 つて 來た わい。 情けない ことにな つ 

て吳れ たな ァ。 —— おお、 向 ふ を 來るは 何者。 — 

樂座 i) 

その 影 あり と は 知る や 否や、 

あおと 

足音 ぞ ひそみて 進み 來る 11 

罪 ある 者 をば からめ 取る と、 

ちく ま  >と て 

•i の 一 隊 か、 はた 追 ひ 手。 

馨 兵 (き 

ゃァ、 こ は 不思議の 怪物 ども。 一1 どこかに 隠れて、 やり 過して 吳れ 


7^. 膳れ る o) 

樂座 (合唱) 

死 を さながらの 深き 夜 に、 

出で 來 たりけ り 魔 鬼 の i 11 

これ や 羅刹。 

(どろく にて、 覆面 黑 衣の 怪物、 数名 登檩 0 そのうちの 頭領、 蓮 

命 神 奇なる 杖 を 以て 他 を 差圆し 、 肶螢 兵 の 隱れ 居る を. 示 めす。) 

樂座 (合唱) 

てんもう 

天網 のがれ 難し、 

運命、 人 を のろ ふ。 

(肶膂 丘ハ、 恐れお の \く0 怪物、 無言に て、 之 を 引き S す 0 邋命 

神の 杖、 鬼火 を發 す。 ar 之 を 差し 延ばして、 その 尖 を まわせば 

脱齋兵 くるくる まわる 0) 

m 命 神 (獨唱 ) 

0 螫 兵  ニニ 七 


ss  ^九卷  ニニ 八 

影 よ、 影 よ、  ,.,r 

人 は 影 な リ。  . 

簡 を 食 ふ 

人 は 影な り。 

黑き杖 の 

ちから 結びて、 

われ は こ- -に 

汝 を のろ はん。 —— 

.ご う ふう どくり う > 

劫 風、 靡 龍. • ラル >  . 

(杖 を 以て 印 を 結ぶ。) 

樂座 (合 £?) 

杖 もて 印 を 結べば、 

先づ 露 兵 現 はる。 

(露 兵、 二 名 現出。 遝 命祌、 消 ゆ。) 


露 兵 一 

や ァ、. と は 日本 兵。 

何、 日本 兵が 11 

(雨 兵、 左右より g 謦兵を 蹴る 0) 

露 兵 一 

われら は 日本軍の 爲 めに 殺され、 遂に IIIj へ 送られた が、 

露 兵 1 一 

今、 呼び 戾 されて、 来て 見れば、 こ X に惜き 日本の 兵士。 

露 兵 一 

さい は ひ、 意氣 地の ない 檨子 I 

露 兵 1 1 

こ-が 最も 良い 仕返し 時 I 

一、： 

綱 を 以てしば つてし まへ。 

K  兵  ふ = 二 九 
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(E 鬱兵、 縛 せらる 0) 

樂应 (合 SO 

その 奇 しき 綱 に は * 

千 斤 の 魔力 あり。 

その ffi き 繩ロ に、 

人、 手 さへ すくみたり。 

露 兵 一 、 二 

えい。 

(ミ、 また 蹴り 倒す 0) 

樂座 (合 so 

家なる 妻 に は 舎 はで 別れ- 

恩 ある 老母 は やま ひ 篤し. 

M を のがれて 歸り來 てし 


やさ 

心 は さすがに 優し けれど、 

み そら 

あはれ、 御 空 を 落ちし 鳥、 

胸 に ぎ 持つ 苦し さ よ。 

露 兵 一 

何 を もがく の だ。 

露 兵 二 

そ な。 

(ミ， t た 左右より 蹴る 0) 

脫營兵 

ゃァ、 默 つて 居れば 鬼 や 角と —— 目の 黑ぃ間 は、 この 身 も 日本 帝國の 

軍人 だぞ。 

露 兵  一、 二 

何 だ、 この 死に そこない 奴が。 

(また 蹴る。) 

腚營兵  ー  二三 一 
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§L—  —> 


ち ヱい 


1僵 


(ミ、 立ち行かん ミ すれば、 身 は 後ろ手。 どろく にて、 運 <p. 刺 

また 現 はれ、 結べる 印 を 解けば、 露 兵 消 ゆ。 これより 段々、 月光 

^くなる。) 


樂座 (合唱) 

本意な き 

ひそかに 

月 さへ 

ためら ふ 


繩目 に 引き 翳 がれて、 

ぬぐへ る 淚 の まなこ 

曇りて 小暗き この 場、 

前に は 老母 の 御 かほ 


運命 S  (獨喂 ) 


幼 風、 毒 龍。 ラル rl。 


(また 印 を 結べば、 どろ 

f  0) 


にて、 老母の 幻影、 現出、 運命 神 _ 


脫營兵 (.HD 


おお、 母上 — 

老母 幻影 (獨唱 ) 

ちんじゅ 

あけ 慕れ 鎭守 の 神に 詣で、 

祈りし 願 ひ は いまし 故ぞ。 

としなみ  ， 

わが 身 は 年波 安く 越えて、 

この 世 を 今 こそ 渡り 來 ぬれ。 

先祖 の 家の 名 をば 

かまへ て 穢す 勿れ。 

脫營兵 (白) 

それで は、 母上 は、 もう、 あの世へ 一 I 申し、 申し、 母上. 

(どろく にて、 運命 神、 また 現 はる 0) 

運命 祌 (獨唱 ) 

ラル！ 1。 


脫晋兵 (獨 唱) 

おお、 お K か 11 子等 を 如何に。 

妻の 幻影 (獨 SO 

朝 ゆ ふ 食 察の 席に 坐 はり、 

いのりし 言葉 は 君が 爲め。 

二人 S. 子等 をば 夜る の 火 かげ 

寂しき 孤獨 を まもりたり。 

御國 の 爲 めに 盡し、 

^鼸 を 示め し 給へ。 


樂座 (合 so 

見る 见る 變 りて、 妻 の すがた。 

r どろく にて、 老母の 幻影、 妻の 姿 >J なる。 運命 神、 消 ゆ。 > 


脫營兵 (i 

さはれ、 二人 の 子等 は 如何. に。 

樂座 (合唱) 

ああ、 わが 妻 よ と 近づ： t &、 

うん <o*-*\ し 

また 現 はれし 運命 神。 

(どろく にて、 速 命 神 現出、 妻の 幻影、 あ W ず さりして、 消 

ゆ。) 

邇命祌 (獨唱 ) 

天網 のがれ 雞し、 

運命、 なれ を のろ ふ。 

(神、 また 杖 を まわせば、 g 營兵、 くるく まわる。 月光、 明く 

なる 0) 

脫營兵 (獨唱 ) 

脫齋兵  § 
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あはれ、 老いた る 母 に 別れ、  ふく 

なほ も 妻 に は あざけらる X。 

Ar 朝 の たより を 一 やけす あらば、 

もとの 心 は 繽 くべき を  

敵 は 滿洲 に あらす、 

妻子 ぞ ほ だし。 . I 

あはれ、 如何なる 魔 入りて、 

斯 くや わが 身 を 迷 はしむ る。 

運命 神 (獨唱 ) 

そこに 無言 の 敎へ あり、 

そこに 無形 の つるぎ ぁリ. - 

切れ や、 こ-^ ろ を 繁ぐ 綱 を J 

解け や、 その 朐 照らす 文字 


ャ 


脫營兵 (獨唱 )  一 

われ は 營所 を のがれ來た.^、  一 

ああ、 神 にも、 佛 にも、 

この 胸、 この 身 は、 兒 捨てられ しか。  一 

樂座 (合唱) 

解け や、 その 胸 照らす 文字 を。 

切れ や、 心 を 藥ぐ 綱 を。  一 

脫 震獨唱〉.  . 一 

こ の 胸 I i こ の 綱 —— こ の 身 —— この 手。 

(怪物、 すべて 出で 來た リ、 K 營 兵の 上に うち 群がり、 運命 祌の 一 

杖に つれて 大く まわる。 大 どろく にて、 舞臺を a 暗にし、 更らー 

に蒈 所の 門前 を 現 はす 0) 

番兵 (獨 白) 

^  & 兵  二三 セ . 
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今の は 夢で あつたか。 11 け ふ來た 手紙 を 心配して、 ついう とくし 

たので あつたか。 11 こんな 弱い ことで は 駄目 だな ァ。 

樂座 (合唱) 

身 を もて 國 を 護る、 

死す とも おそるべし や。 

(夜屮 行&の 一隊 號 令に 從 つて 歸り來 たる。 恭兵赵 立、 之 を 

迎 ふ。 喇 机の 音に ザ、^。) 


泡 ％4 令； 第 九^  二 四 〇 


To し 力き 

こ は、 世の 所謂 悲劇に あらす、 容 劇に あらす、 さりと て、 叉 在来の 夢幻 劇に 

も あらす。 その 主人公の 其 想、 ー贯 して、 之に 始り、 之に 終る の 故 を 以て、 こ 

こ に 之 を H ハ想 劇と 稱 したり。 

われ、 口語 を 以て、 一種の 詩劇 を 作らん と 欲する こと 久し。 この 著 は、 乃ち、 

その 手始めな り。 され ど、 ，請 者よ、 之が 辭句 中に、 たまく、 文語 法を揷 入せ 

し 所 ある を兒 て、 直に 之 を 笑 ふこと 勿れ。 作. 教、 多少の ffl 意な きに あらす。 乃 

ち、 平旦 なる 筋 を 渡る 時 は、 その せりふ は 全く 口語に 從 ひたれ ど、 感情の 激し 

たる 所、 嚴 格なる 想念の 顯 はる &所、 獨白 等に 於て は、 時に 或は 口語に 近き 文 

語體 を用ゐ たり。 蓋し、 か \ る 場合 は、 その 言葉の 主が 殆ど 俗界 を脫 したる 心 

持ち あり、 觀 者に 一時、 この 人物の 外 境 を 忘れし むべき 必要 ある を 以てな り。 

この 劇 を 場に 上す もの あり や、 否や を 知らす と雞 も、 われ はこの 體を 以て、 

是 より 更らに 一歩 を 進めん と 欲する ものな り。 


堡 
技 
師 


四 


登 福 人物 


技師 長 星 野玄道 

お 杉 

名主 吉次 

おなじく 妻お 高 

おなじく 娘お 花 

僕 右 作  . 

潜水夫 重 助 ： 

B 刀 女 土方 多勢 

船頭 數名 

技師 下役 數名 

士官、 官吏、 多勢 

陸 恵 大臣 


知事 

代議士 數名 

縣會 議員 數名 ， 

赤觸王 (日本 代表) 

鎚奴 (希 臓 代表) 

珊瑚 姬 (印度 代表) 

K; 珠星 (南洋 代表) 

百合 子 (希 伯來 代表) 

浪の靈 金む く 

おなじく 銀む く 

おなじく 瑠璃 兒 


sir  f  ，  .  ,  ：  li  (  ,  ； . ：; 一  1?^) 一 


、序の 慕 


第一 名主 宅燒 香の 場 

(本 舞秦、 中央、 名主の 座敷、 お 花の 死骸 を 置き、 そ 

の 枕 もとに m 香な どの ffl 意 あるべし。 下手に 入口、 

枳殼の 垣极を あしら ふ。) 

吉次 (登場しながら) 

ぉ髙、 玄道 さま は まだ 


1:5?.^ ぬか。 

ぶ 高 (線香 を 焚，^ tJ 扇へ ながら) 

はい、 まだ 見え ませぬ。 

せんこく  つか 

先氣 人 を 遣 はして 

お知らせ したで、 もう、 やがて I . 

舎 次 

さらば、 御 鹿ろ が、 この 變事 —— 

お 高、 困った ことじ や な あ。 

お 高  、 

されば で ムん す、 良き 緣で、 

玄道 さま と わが 娘 

こんぎ 

婚^ を あす の け ふ 一 と 日、 

俄 いに 病みて この 様 は、 

まさしく 戀 の ねたみ ゆ ゑ 

杉が 齊毒 11 

海 ほ-技^ 


四 


ss  ^九卷 

告次 

や あ、 おろか 1 

1 も ない に 人の子 を 

恨む は —— 

お 高 

それ は、 今 醫者 の 

お 言 にても 知り 給へ。 

玄道 さま の お宅 まで 

きの ふ あがった 晝 のこと、 

さんご じゅ 

そこに 名高い 现瑚樹 の 

し まつ 

0 を 飮 ませた が この 終末- 

吉次 

さあ、 その 如く 疑へば、 

疑 ふ 筋 は ある なれ ど、 

まさかに それ は —— 


いや、 確か 11 

(お 杉、 生 a の 藤に て 立ち 聽き、 恐れ を 

のの く。 この 時、 玄道、 花道より 登場。) 

お 杉 

おお、 玄道 さま。 

玄道 

お 杉さん。 

お 杉 

わたし は 人 を 殺し ャ せぬ。 

玄道 

物 を 以て は 殺さね ど、 

お茶 に は 毒 を 入れて！ 


泡鳴<^^^ 筋九卷 

玄道 

ひとまへ" 

さ、 それ は どうで も， 人前 を 

け ふ は 知らぬ と 云 ひ 張れよ。 

お 杉 

はい、 存ぜぬ と 申し 升。  - 

よく、 まあ、 來ては 下さった、 

わたし ャ 獨 りで この 家 の 

御門 を 這 入り かねて 居て。 • 

どうぞ、 お 先き へ。 

玄道 

さあ、 行かう。 

(1i 人、 門 を 入る。 お 杉、 下に 顫 へて 居る。 

お 高 

玄道 さま か。 


これ は 良く  

玄進  ノ 

さらば， 御免 を 被りて ——  一 

(先づ 線香 を 焚きて、 悲 みのこな し。) 一 

さて この度の 御！ i 事 は、  一 

詳しく 聽 けば、 不思議 よな、  一 

のぞみ 盛り の 若い 身 を、  1 

よくも 緣 なき 死に 分れ。 

され ど、 わが 身 は その 初め  一 

江 州 比 歡 の 山 ごも 一 

十二 ケ年 の 業 さへ も  一 

丄 

つ ひに しき 尾な が 鳥 •  ^ 

森 の ふる 根 を 飛び出 だし， 

まよ ひ 苦む その 栗 に、  一 

こ \ に まゐ つて 侘び 住 ひ、  パ 一 

海堡 技 ^  一 


四 
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計らす 國 の 大計 を 

いのち 

思 ひ 付い. たが わが 生命、 

たのし 

しばし の 世 をば 樂み の 

友 と 定まる その 人 は、 

ああ、 今 は 早 や かげ ばかり I - 

お 高 

そんなら、 末 は お観り で —— 

玄ゅ 3 

されば、 獨り を 忍びつ X 

もとの 坊主 が する 事業、 

ま なか 

海の a; 中に 海堡の 

島根 を 築く たくらみ も、 

こ-^ に わが 身 を 引き止めて 

慰む る もの あれば こそ。 

乃ち、 死人 が S ひ 出 も 


四 
八 


わが 家 の 珊瑚 ふる 樹 かげ 11 

お 高 

さあ、 その 珊瑚 毒 あれば、 

濃い 紫 の 實が gM。 

お 杉 

ぉ髙 

その 胸 に 答へ て は、 

白狀 せす に 居られまい。 

吉次 

お 高、 そり ャ また 何 云 やる、 

rl  ,  こうぐ わい 

證據 も なしに 口外 は 

却て そちの 咎 じャぞ や。 

お 高 

それ じャ と 云 ふて —— 

海堡 技師 


11 四.？^， 


抱 鳴 <4 集 ^九 翁 

君 次 

だまり 居れ- 

い  や、  なに、 玄道 先生 よ、 

娘 は 死んでも 怨 むまい、 

君が 事業 ひ 護り 神。 

さで は、 獨り を 之が 爲め 

送り 給 ふ の 御 決心、 

却て さい 先き よしと て 

こ i に 一献 祝 ひたい。 


玄道 


いや、 先づ それ は 置き 給へ 

われ、 全國を 托鉢 ひ 

巡 » こ&に 十 餘 年、、 

&戒の 僭の よるべな き 

その 半生の 苦み を 


お、 \ 


.リ -so 

* 身ぶ 


こ s l-I とせ に 1 り 返し、 

1^ 路ひ人 を 說き 職め 

や 9 やく  3 來た、 糸ぐ ち は —— 

とれ ぞ 光 ゃ！一^^？^の^ に 

わが 身 の^  誘^て、 

錄る まど ひ の か ぼ も. なぐ、 

死に 行く 人 の たまし ひ と、 

, . »  t なか 

淸き心 を 末長く 

くらべ 見る のが 何より ぞ a 

さは さりながら、 この お 杉 

招き 耠ふ は —— 

お 高 

さあ、 それ は II I 

吉次 

お 高 の 獨 り合點 以て、 

海潘 技師 
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何 か 問 ひたき こと あり と 一 . 

4>丄 道 

きちじ . » 

それ は 無駄 事、 吉次 どの 

われ も お 杉に 用 あれば、 

これより つれて 歸り 升。 I , 

なげき 給 ふな、 お 花 子 は、 

親 の ゆるし の あるから は、 

われに 取っての 家の 妻。 

庭の 珊瑚の 根 を 堀り て、 

をし やう 

そこに 最後 の 和尙 ぶリ、 

妻と 僭と を 众て、 . 

海堡 技師 の 世に 入らん。 

吉次 

あつ ばれ、 めでたき 御覺悟 や 

めいど ， 

お 花 も さぞ や 冥途 にて. I 


お 高 

よろこぶ ことで ムん しょう。 

主 道 (また、 線香 を 焚きて) 

咋夜 居たなら、 死に のぞみ、 

云 ふべき こと もあった のに — 

ああ、 殘 念な 別れ かた。 

あすより は、 かの 樹 かげ にて、 

わが 爲す わざ を 看て 吳れ よ。 

(お 杉に 向 ひて) 

これ、 お 杉さん、 そなた にも、 

花 子 は 長い お 友 だち、 

線香 ！ つも 手 向け して、 

死人の 靈 に 分れて は  、 

どうじ ャな。 

お 杉 左様 致し 升。 

海堡 技師 
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(お 杉、 ぉづく 上って、 線香 を 焚き、 

ゎッと 泣き出せ しが、 何 言 も 云 はす、 

またもとの 坐に 下りる。 この間、 お 高、 

吉次、 玄 道の 思 入れ、 それ，， ^あり。) 

他行 の 爲 めに 死に目 にも 

あはで 別れた かなしみ は、 

ああ、 吉次 どの、 お 高 どの、 

推 了しても 下されい。， I 

それで は け ふの 葬式 は 

ffi 後 の に 致したい。 -, - 

今 は これにて お ま 

さあ、 お 杉さん。 

お 高 (たまり て) 

これ、 お 杉。 


お 杉 (身 をす くめて) 

わたし は 何も 知り ませぬ。 

まあ、 け ふ は 行け。 

(玄 道、 庭に 下りて、 お 杉の 前 を 過ぐ る。) 

道 

さあ、 來 やれ。 

第二 珊瑚 樹下舟 出の 揚 

(永 舞臺、 中程より 上手、 石垣の 上な 

る 1S1 鉛 家 极の小 庵。 緣が はの 隅 近く、 

二 抱へ 程の 珊瑚 樹の 古木、 ハ資 はい ま 

だ 半ば 赤し、 极に は、 新しき 墓標 を 立 

てる。 庭に、 熟して 落つ る 黑き寶 を 散 

らす。 下手 並に 正面、 ぐ 海の 體。 ) 
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右 作 (庭に ありて) 

乙れ にて いやな 墓 掘り も 

やう やう 方が 附 いた わえ。 

こんな を かしな 葬式 は 

三界 初めて 見た もの だ。 

旦那 が 長い 袖 を 着て、 

あたま 傲 切り 和尙 と は、 

これ も け ふ 見た 話し だね。 ， 

珊瑚 の かげ は、 こよ ひ から- 

ち ひさい  寺 と 成り 居った。 

お 杉 (奥より 出で 来りて) 

ラ さく 

右 作さん、 まあ、 腰かけて、 

お茶 でも や。 

右 作 こ， 1/ お 杉さん. 《 

お前 は うまい こと を した.、 


ひよ つくり ひょっと、 いろ 戀 の 

かたき が 死んで かう 成れば、 

この 家の人の あと 签 は 

お前 の 外に 誰れ あらう e 

ぉ钐 

むだぐち 

そんな 無駄口  S うた とて、 

わしに は わしの 胸 が ある、 

どん 百姓 の 土く さい、 

お前 の 知った ことじ ャ ない e 

右 作  * 

うは さ を すれば 影 と やら、 

旦那 は 風呂 の ぉ歸タ じ ャ* 

お茶 でも 飲んで I— 

お 杉 

きりょ。 

海堡 技師 
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n 第九卷  二 五八 

(玄 道、 登場、 手拭 を 下げて、 風呂よ 

り 歸れる 體。) 

お 杉、 右 作 

ぉ歸 りなさい ませ。 

玄道 

おお、 お 杉さん、 來てか e 

お 杉 

はい、 

こよ ひ 來 いと の 御 言 M に、 

わたし ャ、 時刻 を 待ち かねて • 

玄道 (椽が はに g を かけて) 

それ は よくこ そ 0 —— これ、 ^s、 

あの 無作法な 掃き 方 よ。 

もっと 奇 龍に して、 

0 の ま はり を こわすまい • 


5  m 旦 
ま m 那 


右 作 

はい、 はい、 それで は 直し 升 • n 

ああ、 人間 も かう 竭 つて、 

死んで しまへば まづ いもの。 

は 長う 生き延びて、 

と やら いふ 物 を 

く 出かして 下されい。 

玄道 

わし も、 務めて 爲 るから は、 

お前 も 無事に ながらへ て、 、 

わしの 仕事 を In^. て くれよ。 

右 作 

右 作 はこれ で なし、 

た X かれ やうが、 ぶたれ うが、 

死ぬ る いのち は 持たぬ わえ。 

S 堡 技師 
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お 杉 

わたし も、 それ じャ、 右!： さん © 

からだ を 分けて もら ひたい， 

玄道 

然し、 杉さん、 人の 身 は 

いつ 死ぬ る かも 計られぬ • 

たと へば、 旅に 出た 人 の 

つま 子 に 會 はす 倒れたり、 

をん な に して は、 また、 腹 0 

子供 を 見やに しまった リ、 

富！？ は 慾に 死ぬ あれば、 

貧しき 者 は 飢 ゑて 又、 

ほかに うち 死に、 狂 ひ 死に、 

戀 の ほむら に 燒け 死に も、 

雷 に 打 たれて 死ぬ も 死 ぞ， 一 


また、 他の 人 を 殺したら、 一 

おのれ も 死ぬ る 罰 を 受け、 一 

がう もん  1 

火責め、 水責め。 栲問 の  一 

背責 は旣に 地獄 ざた。 一 

しかし、 杉さん、 人間 は、 一 

どうせ 死ぬなら、 國 の 爲め 一 

人 の 爲め にも 成って 死に、 一 

誰れ しも いやの 犬死に は 一 

すまい もの じャ ぞ。  一 

お 杉  ^ 

それ は、 皆 " 

おなじ、 勺 で 厶ん しょう。  一 

右 作  一 

をし やう  丄 

さすが 旦那 は 和尙 さん、 

死の 講釋は うまい もの。 
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わし も これから 心して、 

犬死に ャ すまい。 

玄逍 

は、 -^、 は、 は、 は。  

右 作 も け ふ は 疲れたら う、 

鑤 つて 休め。 さりながら、 

あす は いよいよ わが 仕褰 

仕 初める から、 早く  い。 

右 作 

では、 旦那 11 お 杉さん、 

あと は お前 に 賴み 升。 

お 杉 

しよ ラち 

承知し ました。 あす、 お前、 

早く 來 てあげ 成さん せよ。 

右 作、 退場) 


お 杉さん、 この 手拭 を 

あちら へ 懇 けて 11 

お 杉 

あげましょう。 

(お 杉、 手拭 を 受け取りて 退場) 

玄道 (庭に 下りて) 

ああ、 珊瑚の 樹 ぞ わが 救 ひ 主、 

いまし は 水底の 玉 枝 を 離れ、、 

水ぎ は に 吹き 來る 大氣 を 吸 ひて t 

かく もや 育つ か 古木 の すがた。 

若し こ を 見 ざれば、 この 拾餘 年、 

《41 しき さまよ ひ 尙 踏みと めす、 

わが 身 を 蔽 はん 陰 だに 無 けん。 

心 は あらし と 狂 ひに 狂 ひ、 

海堡 技師 
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わが 追 ふ 道 に はつ ぐらの 坂路、 

せう き 

本來 小規 を 畫 する 織 ひ、 

われから 進んで 難事 に 営る 11 

ああ、 その 難事 も 目 あて は なくに、 

ili! 想 のみ こそ 燃え立ちに しか。 

四十と せ 孤獨 の 熱 をば 保ち、 

この 靜 開けし 田戶海 見れば、 

わが 4i のい のち も おの づと 融けて 

自由に 流る i うしほ の 極み、 

途 ぐべき のぞみ は 輝き 出で \、 

はびこる この 樹の 樹 かげ を 住家、 

わが^ の 胸に も 光 は 滿 ちて、 

戀 こそ うづ もれ、. その 奥 まで も、 

身づ から 信す る 心 ぞ 照らん。 

わが 妻、 わが 戀、 若し 靈 あらば、 


わが 爲す 事業 を 樹 かげ に 護れ。 

(お 杉、 茶 を 入れて、 再び 登場。) 

お 杉 

お茶 召し あがれ、 玄道 さま。  . 

玄道 (橡に 上りて) 

いや、 濟 みませぬ。 

お 杉 (あまへ る體 にて) 

玄道 さま、 

あなたが こよ ひ 疾く 來 いと 

わたし を 呼んだ その 事 は I 

玄道 

ほかで も 無 S が、 た 1 つ II 

先づ 見せたい は この 急須。 

(玄 道、 立って 奥に 入り、 急須 を 持ち出 づ る。) 

とれ は どうした 急須 じ やな。 

海堡 技師  二 六 五 
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お 杉 (兑 て 驚き) 

これ は 昨日 二の 棚 に 

置き忘れ たが 11 

玄道 

その 證據、 

中に 這 入った 黑ぃ資 は I - 

お 杉 

紫 すんだ 色 見れば、 

あの 珊瑚 樹 の實の やうで I , 

玄道 

誰れ が 入れた か。 

お 杉 

わし ャ 知らぬ。 

玄道 

い &ゃ、 何程 隱 しても、 


b ま 

六 


で、 知らぬ は 云 はされ ぬ.^ 

如何に 毒 と は 云 ひながら、 

この K ばかり じャ 殺せまい、 

ほかに 入れた は 何ぐ すり 11 

この 茶 は そちに 飮 める かや。 

お 杉 

ええ、 それ は —— 

玄道 

さあ、 飮 める かや。 

お 杉 (煩悶の こなし、 遂に 決心して) 

あの、 玄道 さま、 わたし ャ 今 

ちま 

尼 に 成りた う ムり 升。 

裏 

その 決心 は 御 もっとも、 

然し、 髮を 剃らう が、 剃るまい が、 

海堡 技 W 


セ 


泡嗚佥 a 第九卷 

人 を 殺して その 罪 を  ， 

のがれう こと は 六ケ しい。 

急須 の なかの 11. 藥 を 

1 緒に 粲 てに 行きが てら、 

そち を 招いた その 譯 は 

海の 上 にて 話したい。 

さい は ひ、 こよ ひ 月 は 雲、 

暗き を しほに、 これ、 お 杉。 

(と、 玄道、 うながす こなし。) 

お 杉 はい。 

玄道 

,  わが 舟 に 乘 つて 吳れ. - 

お 杉 

あなた の 御座る ところ なら、 

}K 竺 まで も 御 一 緒に 11 


攀 毫 

八 


玄道 

それで は、 海の 上 に 出て —— 

舟の 用意 は して あれば、 

あれ へ 11 

それで は、 まゐり 升.. 

(兩 人、 用意の 舟へ 下りて 行く 心。) , 

第 =1 富津の 海人 柱の 場 

(本 舞臺、 すべて 闇夜の 浪 間の 體、 逡く伊 ST 房總 

の 山々 を黑 める。) 

金む く (金色の 着附 けにて) 

銀む く 出た か。 

釵 むく (銀色の 藩附 けにて) 

海堡 技師  U 六 九 
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金む く  W たか..， 

瑠璃 兒 (瑶璃 色の 着附 けにて) 

璃镏兒 も 出た ぞ。 

金む く 

ま 近 かに 寄れ や • 


ニセ 0 


く 


ま やみ 

KM の 海 は： 


璃兒 

われら の 領ぞ •， 


金む く 

歌 ひて 共に. 


銀む く、 瑶璃兒 

なみま 

浪間 を 踊れ • 


三者 (合唱、 踊る。) 

われら 三人 は 


浪間 に 浮きて、 

浪 の うねく 

その 夜 を 踊る。 

遠き ひ ^- き は 

われら の —— 

金む く 

舟 が 來た。 

銀む く 

資に 舟が 一 I 

璃璃兒 

舟 が 來 たなら、 

三者 

逃げ込まう.' 

(三者、 引き込む と、 玄道、 身づ から 舟 を 纏し、 お 杉 

と共に 登場。) 
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お 杉 

玄道 さま や、 この 闇に 

さ？ S 

寂しい 海の 浪 分けて、 

どこまで 舟 を  

玄道 

進む とや， 

こ i まで 來 たが おも はくで — 

五 拾四尋 の 底 深み、 

石 を 築いて ill の 

第 一 工事 初める は、 

乃ち、 こ \ ぞ。  - 

お 杉 それならば、 、 

かねて お話し した. 通り、 

ふつつ 

富 津の海 で ムん すか。 

玄道 


それ ぞ —— 初めて そちに 聽 き、 

思ひ當 つた この ェせ？ -、 

をん な 

そち を 女 と 云 ひながら、 

さかし い 智養 は 玄道 が 

身に あり 難く 受け 韆 ぎて、 

あす より 多勢 乎 を 下 だし 

われ は 世 外 の 監# 者。 

世に も 人に も のぞみ 無く、 

た e 1 心 を この 海 に 

さ-.^げまっ-.^た 國 の贅。 

十と せ、 二十と せ、 その 宋 は、 

第二 第三 工事 を も 

自然の 島と 築き あげ、 

そち が 願 ひ は、 敵國 の 

あだ に 備 ふる 砲 として、 

海堡 技師 


七 


It  ^九卷 

その 數 あまた 据わるべし。 

その 時 こそ は お ほ 君 の 

§ も 安き m 京灣、 

觀： 崎 の こなた に は 

塵 も 非 禮 は 受けさせぬ。 

き 

それで、 わたしが、 この 日顷、 

人に は 馬鹿 と 歌 はれて、 

語り 慕した おも はく も 

ひ 鰹し う かな ひ 升 わい な。 

玄道 

それ は もっとも、 さりながら、 

深き 底 より つき 上げて 

• 浪 の おもて に 島 三つ は 

た^i^^ にて は 出來 まい ぞ。 


七 
四 


わたし ャ 、.5> で II 

(この 時、 いなま あ リ。) 

玄道 

い-の 

祈る i や、 

た ^ それ のみで かな ふまい。 

そち を こ X まで つれ 來た ま、 

ほかに 大事 を 頼む 爲め。 

お 杉 

ぉ爲め に 成らう ことな >fea、 

そり ャ 何 ごと も.！ 

玄道 してやる、 と。 

そち も よく 知る やまと 武、 

その 尊 に は 妻 ぁリ て、 


泡 鳴 仝 集 第九卷 

お 杉 

た S! な ひめ 

立 i とや &、 

をつ との 難 機 救 ふ 爲め、 

ちゃう ど 

丁度 この 海、 この あたり、 

おん 身 を 投げて 11 

(また、 稻妻窗 の 昔。) 

玄道 

失せ 給 ふ —— 

されば、 そのこと、 そち にして、 

左程 わが 身 を 思 ふなら 11 

お 杉 

免 免！ 

玄道 , 

また、 死んで 晃れ まい か 

から S ふ 人ば しら、 


二 拾、 三 拾、 年 を 經て、 

かい ほうじま 

海燈島 と 浮き あがり —— 

お 杉 

いや じャ、 わし ャ いや、 死んだなら、 

ぉ顏 兑られ う 辔は ない。 

死ぬ る 代りに、 わたくし を 

尼 に して、 のう。 

玄道 

これ、 お 杉、 

そち は この 世に 返っても、 

生きて 居られう もの か。 そ も、 

賢い だけに、 そち は 叉 

もうし ふ 

戀 の 妄執 深ければ、 

海 に 沈みて、 わが 爲 めに 


泡 鳴. 集 第. 九卷 

護って 犬れ よ。 

(斷 行の， 機 迫る こなし。 また 稻妻、 大 雷の 音。) 

4 お 杉 

二 n 

いや じ ャ、 いや じャ。 一 I 

ああ、 その お 顔、 その お n よ。 —— 

請れ ぞ 助けて 下さん せ。 

(また、 稻 妻。)  . 

稻妻 までが あの 通り 

わたし を 責めて おどす のか。 

(また、 大 雷。) 

ああ、 かみ 鳴り も また わし を II . 

たと ひ 稻妻、 かみ 鳴り が 

责 めに 責めても 厥 はね ど、 

あなた と いち 度 死に別れ、 

住む 世 遠へば、 またと 又 


ton* 

セ 


なんで わたしが 浮ばれう。 

生きて さへ 居ば —— 

玄道 (にじり 寄りて) 

これ、 お 杉 11 

(稻 妻、 大 雷。) 

お 杉 

あれ、 また、 雷が 鳴る わい な 11 

(玄 道の 手に すがり 付きて。) 

わたし ャ 千年 舎 はいでも、 

あなた と 同じ 掀 に 住んで 

居た う ムん す。 

玄道 これ、 お 杉、 

いなづま 

こ乂で 稻妻、 大霄 に 

打 たれて 死なば、 どうす るぞ。 

(玄 道、 お 杉 を 振り 拂 ふ。) 

海堡 技 W 
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泡 鳴 全 第 第九卷 

お 杉 (身 を 避けて) 

ああ、 その こわい お 額つ き 1 - 

こんな 難 機と 知る ならば、 

來は せぬ もの を 11 

玄道 

ノ これ、 お 杉、 

ええ、 聽き 分け は W 來 ないか や 

(玄 道、 お 杉 を 捕へ る。) 

お 杉 

どうぞ 助けて T さんせ。 

わし ャ 死にた うは 11 

(お 杉、 泣き伏す。) 

玄遨 

ええ！ ない と- 

かう  しばっても、 まだ、 無い か。 


•    I  • 

八 

0 


(玄 道、 お を鞞 す。) 

お 杉 (縛られし ま \淚 をぬ ぐ ひ) 

ええ！ 玄道 さま、 もう、 今 は 

覺悟 致して ムり 升。 

どうと も 思 ふ 存分 に 

ほん まう 

される が わしの 本望 ぞ。 

人 の はかない 身の上 を、 

あの、 ^刻 の 御 講釋、 

思ひ當 つて ムり 升。 

せめて 犬死に せぬ やうに、 

ぉ爲 めに 成って 11 

玄道 

ああ、 お 杉、 

そう 聽き 分けて 吳れる なら、  . ； 

そちが 罪き うすらいで、 

海 技 ®  二八 I 


泡 嗚佥集 JbVS 卷 

(毒藥 入りの 急須 を 出す。) 

こ-の 毒藥に 殺された 

お 花 も さぞ や 害ば う。 

急須 の 毒と もろ 共に 

この ひろ 海 に 沈むなら、 

罪と なやみ は 無くなって、 

まよ 

そちが 心 も 淸ぃ ぞゃ。 

(急須 を 投げ込む。) 

それで は、 かわい さう なれ ど、 

この お ほ 石 に 從 つて、 

みそ こ 

水底の 祌に 成って？：？ < れ。 

(石 をお 杉の 身に 結びつける。) 

お 杉 

ああ、 情け無い 11 

S 道 これ、 お 杉。 


八 


お 杉 (手 を 合 はして) 

何ん にも 云 はぬ、 玄道 さま、 

どうぞ、 末と も この わし を 

おぼえて 居って 下され や。 

玄道 

わし も b;; じャ、 この 上 は 

そちが 願 ひ を 無に は せぬ。 

お 杉 (全く 覺 悟して) 

さらば、 わたし は 水底 にて —— 

玄道 (石 を 手 離さん として) 

きっと 護って 畏れよ、 杉。 

お 杉 

南無 11 玄道 さま。 

皇 

杉、 さらば。 

海堡 技 W 


泡 鳴 < ギ； 第 第九卷 

お 杉 

南無 阿彌 陀佛！ (お 杉、 沈む。) 

玄道 

ああ、 これが 11 

(分れ かと、 玄道、 暫く 歎息、 やがて 

舟 中に 立ち上る。) 

玄道 

南無 11 復 浮ばね 11 南無 阿彌 陀佛！ 

ああ、 H<、 ひそみて わが この 秘密、 

1 心不亂 の つとめ に 照れよ。 - 

わが 世 は、 乃ち、 海 その物 ぞ、 

わが 身 は!： 木の 響に 燃えて、 

燒け 死ぬ 罰 を も 辭 する に あらす。 

(玄 道、 また 舟を艤 して 退場。 あとに 

月、 雲 を出づ る。) 

金む く 


八 

四 


銀む く 出た か。 

銀む く 

金む く 出た か。 

瑠璃 兒 

瓒 ^ 兒 も 出た ぞ。 

金む く ま 近 かに 寄れ や。 

鈸 むく 

ま やみ  ： 

眞閽 の 海 は 11 

gf 璃兒 われら の 領ぞ。 

金む く 

歌 ひて 共に 11 

鈒 むく、  璃兒 

浪問 を 踊れ。 

三者 (合唱、 踊る) 

われら 三人 は 

海堡 技師 
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li 第九卷 

浪間 に 浮きて、 

.浪 の うねく 

その 夜 を 踊る。 

逡き ひざき は 

われら の 母ぞ、 

いづこ 如何なる 

住ま ひ に ありて、 

身 をば 生みし か 

知る よし なし も。 


八 


中 o 幕 

第一 第一 海堡 懷舊の 爆 

(本 舞臺、 すべて 海上 新築の 石 a 島、 土手 樣の ところ 

に、 短き 松な ど 植わる。 所々 に 靑草を あしら ふ。 男 

女の 土方、 大勢 喪 飯を贫 ふ體。 ) 

男 1 (下手より、 を擔 ぎて) 

早く 成りた や 

沖べ の 浪 に、 

め を しら も 

女 男 の a 裳 S 

もつれ 合 ひ。  * 

• 男 一 一 (上手より、 おなじく) 

ぬし は 梅 なり ャ、 

海 g 技 肺  一，】 八 七 
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泡 泡 仝 雄 ^九卷  二八 八 

わし ャ、 うぐ ひす よ、 

それと、 かをり を 

探り 寄る。 

(いづれ も 、賽 飯の 仲 問に 加 はる。 皆 皆、 無言に て 

箬を邀 び 居る 時、 一 人の 若き 女 土方、 奥の 方よ リ、 

土 を 盛りた る 恭を撸 ぎて、 登場。) 

女 一 

あらし ャ 吹くなら、 

Ml まで 吹け よ、 

あす は おぬし と 

朝 ごも bs。 

男 一 同 

やん や、 やん や。 

女數名 やん や、 やん や- 

女 二 


姉さん、 うまくな つたのう。 

女 一 . 

何んだ いな、 お前た ちゃ ァ、 もう、 終 ま 

ひかけ か。 

男 三 

そうよ、 贩 でも 食 ふの が極樂 だ。 毎日、 

朝の 四時 頃から、 晚は晴 くなる まで も、 

働く ばかり じゃァ たまった もので ねい。 

男 四 

金 は 取れる としても、 そう 働け る もの じ 

ゃァ ねい。 

女 二 

まァ、 考 へて 見る と 長い もの じャ。 每日 

- 毎日、 富津 から 來て、 かう やって 土ば か 

-り 運んで 居る が、 おんな じ 事で 面白く も 

海堡 技 肺 
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泡 鳴 仝 築 ^九 卷，  二 九 0 

ない。 

うまく 云って 居ら ァ。 お まやこの 觀 蟹の 

S でよ 11 

男 三 

そうよ、 ef- も m 来たし、 子供 も 四 五 人。 

女 二 

お前 も 色が 出来た. 擗 にさ。 

男 五 

ひねい。 そうして、 見り ゃァ、 つまら 

ねいな ァ おれ 達ば かりよ。 

女 三 

なァ に、 い \ の を 持へ る さ。 

そうだ、 そうだ。. III  I 


Is  (辨當 を 提げながら) 

ぉ杉ャ かわい や、 

^0 の 底で • 

思 ふ 男 の 

人ば しら。 

男 一 

いよう、 W の 伯母さん、 何も 厶 いませぬ 一 

が、 どうぞお 茶 づけで も ——  一 

, 女 四，  . 一 

おや、 どこの 兄さん かと 思ったら、 八 

衛ぢ ^いかい。  一 

き  一 

かわい さうな こと S ふな。 —— それ はさ 一 

うと、 お 杉と いや ァ、 i§ 曰、 毎日、 歌 は 一 

れて ni" るの だが、 技師の 親方が 止めない ^ 


泡 鳴 全集 ^九卷 

なァ どうしたの だら う。 

男 二 

1 

そり ゃァ、 もう、 一と 昔 も 先き のこ も だ 

からさ。 

女 四 

_M ん とう 

然し ^銃の ことなら、 棄て& も 置け ない 

だら うによ。 

I 

そこに 不思議な ことが ある、 

えん ビっ 

どれ、 今、 おれが 演說 を 11 

(§、 立ち上る。) 

女 ヒャ く。 

男 辯士 賴 むぞ。 

惹？ (樣子 をつ くろ ひて) 

そもそも、 諸君、 乙の 島が 


出來 はじまり に 於き まして、 

底に 沈めた その 石 を 

ぢ ゆうすけ 

直しに 行った、 重 助 が 

女の 死骸 を 见 つけ 出し、 

？ゃ うてん 

びっくり、 ぎょっと 仰天の 

急に あがって 來 ましたが、 

『かまう もの か』 と、 技師 長 は 

どし く 石 を 投げ込ませ、 

二度と- 再び その 人 の 

影 は 見えな く 成りました。 

とれが お 杉で あったらう、 

お 杉に 違 ひない もの と、 

世間で 『お 杉ャ かわい や』 の 

唄が 出來た は、 わたくしが 

十 か 十 一 の あばれ 時。 

海堡 技師  f 


泡 鳴 令： 第 第九卷 

今では、 人 は 技師 長 の 11 

f だ —— 自分 のき を さ 

殺して まで も、 海堡 の - 

工事 に 盡す 熱心 を 

讃 めて 居る ので ムぃ 升。 

男 ヒャ く。 

女 

ほんと- ヮ 

本統 にえら いお 方 だな ァ， 

s;( 一  しほ 樣子 をつ くろ ひて) 

ところが、 こ \ に 不思議な は 

わたくし 共 の 盛り上げた 

土に 生えます、 草の葉 を 

透かして 兑 ると、 うつくしい 

をん な 姿 が 见 える とか、 

技師 長 どの は、 あさゆ ふ に、 

■113  ;  -,  i  一  ，111 j. -1 - L 


は ごと 

これ を 薬 毎に すかし 見て、 

見當る 時に 限って は 

口の 內 にて 獨り言 。 

これ は 諸君 も、 つね 日頃、 

御覽に 成った ことでしょう。 

I 同 

ヒャ く。 

男 三 

諸君 はよ くわ かりました。 

女 一 

ほんとう 

虎 ちゃんの 演說 は本統 にうまい もの だ。 

*L ラ. Mi 一 

然し、 この 草の葉 はお 杉さん の 幽靂が 見 

える のか 知らん。 

男 四 

なァ に、 そ. ゃァ、 寺の 和尙 さんな どの. 

海堡 技 肺 
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泡 鳴 仝 第 第 九 

S ふ 心の 迷 ひで は あるめい か。 

(二人 また 三人、 技師 長の 爲る體 を 摸 似て" 

草の 紫 を 透かし 見る。 この 時玄道 皆々 の不 

意に 登場。) 

玄道 

さあ、 お前 達、 もう、 繫飯も すんで、 休息 

も出來 たらう。 また 一 いき 働いて もら はう。 

(皆々 が やくと 退場。 玄道、 靜 かに 之 を 見 

る。) 

ああ、 人間 と いふ もの は、 

鬼 角、 異性 を ちから 草、 

なんに よ 

かう して 男女 もろ 共に 

働か すれば ER み 立ち、 

たと へば、 管 みどり 野 の 

露 に 群れ 跳ぶ 女 男 鹿 や、 

あまた 分れて また つど ひ、 


お 


疲れて 歸る ゆ ふぐれ に 

山 ノ の けしき を 戴く 如、 

わが いとなみ も おの づ から 

早 や 第一 を 成し 就げ て 11 

思へば、 あはれ、 之が 爲め 

に へ  すぎ ぢょ 

贅 と 成った る お 杉 女 よ。 

この 海堡の 島根 に は、 

萠 ゆる 草葉 も なつかしく、 

手に 取って 見る 薬す ゑ に は、 

南無 阿 彌陀怫 と 沈み 行く 

そちが 姿 ぞ 忍ばる i。 

(葉 を 取て 透し 見る 時、 狠聽 ゆ。 玄道、 ぞっ 

とする こなし。) 

喷 (かげに て) 

ぉ杉ャ かわい や？ 

海堡 技師 
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泡^ 仝 集 第 九 5^ 

海堡 の 底で、 

. まふ 男 の 

人ば しら。 

玄道 (感に 迫って) 

ゆる 

許して "4<れ よ、 ああ、 お 杉、 

今と なって は、 む ざむ ざと • 

殺す にャ 及ばなかった に。 ， 

, (r^ 役、 登場。) 

下役 

技師 長、 船が まゐ りました。 

玄道 

それで は、 今から 第二 工事 を 見 まわらう。 

第二 第一 一 海堡 潜水夫の 場 


(本 舞 裏、 すべて 海面、 中央に、 工事の 番ー 

船 やどる。) 

船 唄  一 

伊豆 にャ 伊豆 石、  . 一 

男に ャ 船頭、  一 

あつい むな 板  ； 

、 深み に 浮け て、  一 

船 は 五百石 

あら 海 渡る。  一 

案じ 召さるな、  一 

お案じ 召すな、  一 

乘 せた こ \ ろ は  一 

石 より ャ かたい、  j 

お まや 風 なら、  一 

わし ャ また 浪ょ、  一 

海堡 技師  一 


:S 鳴 仝 築 ^九卷 

戀 に もまれて 

勇み は 增 さる。 

待 たれ、 待た し ャれ、 

け ふ も 亦 酒で、 

歸りャ お前 の 

膝 まくら か、 よう。 

船頭 一 

さァ、 來 たぞ。 ひかへ た。 

船頭 二 

よし 來た。 

(縢 を控 へて、 石 船、 下手に 止まる。) 

下役 (鞒 ぶね の 上に て) 

太平の 船 だな。 

船頭 一 

左 樣でム い 升。 


0 
0 


卞役 

それで は、 石 はこの 邊に 投げ込む の だ。 

. 船頭 一 

さァ、 こ- - ださう じャ、 投げ込め- (.0 

(石 を 投げ込む 錢 中に、 玄 道の 船、 上手よ tov 

来たる。) 

卞役 

技師 長、 これで、 石ぶ ね は 

十三 杯で 厶り 升。 

これから、 底 を と \ のへに、 

もぐり を またも 入れます が  

,ナ 丄道 

そうか。 11 工事 も はかどつ >J、 

一 

第 一 は もう 來 上リ、 

との 第二 さへ やがて 又 

海堡 技師 
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要 ％ ま： iri- 

き懲年 
mi  M 


泡 鳴 仝 a  ^九卷 

かしら を 出す で あらう から、 

しゅび 

これで 首尾よく 第三が 

出来れば、 われ も 御用す み。 

先き に、 この 三つ の 

と 猿 島に 

が 据わる なら、 

MM は 無事な もの。 

m 戶 の 海邊 の 靜 けさ は、 

乃ち、 これが 前表 だ。 

まあ、 出して 君達 に 

やって 貰ら はう。 

下役 

それ こそ は 

わたくし 共 が 口々 に 

望む ところで ムり 升。 


〇 


との 大工 事 は、 初めから、 

技師 長 どの が お 骨折、 

た ふとい 山 のお 位 を 

見 粟て \ まで も 成さる とか • 

受け 給 はれば、 塵ひぢ も 

また おろそかに 成り ませぬ。 

主 道 

いや、 御 苦勞な こと だ わい。 1 

や あ、 重 助 よ、 お前 にも 

日ごろ 大機 を 掛けて 居る。 

重 助 (悉 船の 中に て) 

これが 河童 の ^目 だよ、 

もぐり も こ \ に 長い こと 0 

海の 底 での 石な ぶり、 

まだ その 石 にャ 飽かね ども、 

海堡 技師  H10 三 


泡 佥集 ^九卷  nlo 四 

, めづ らしかった お ほ 魚 の 

-左 右に 泳ぐ、 行列 も 

今 は 普通の こと-. f 成り、 

あかだ ひ 

たまに 攻め 來る 赤鰂 を 

& わい、 こわい の 氣も 失せて、 

ひとり 思へば、 わが 身 にも 

尾 ひれ つかぬ が 不思議 だよ。 

やがて、 旦那 の からだ にも 

右が ほれ やう。 

は、 は、 は、 は、 は • 

いつも、 .^-前は 面白い、 

お前に 會ふ は、 わが! - の 

樂 しい ことの I つ だぞ。 

との いとなみ の ある 限. tts、 


變らす やって 貰 ひまい。 

水底 の 石と もろ 共に 

われら 試驗 を 猜ん だから、 

第二 工事 は さすがに も 

最初 の やうに 難で ない。 

重 助 

いや、 もう、 ロー gj.- 御 もっとも、 

この 勢 で 行く 時 は、 

あとの 海堡、 第三 を 

水に もぐらす 致す やう 

成りたい もの だ。 

玄道 

は、 は、 それ は 

丄タ 仞に 成らう か  さ りながら- 

お前 の 役 を たと ふれば、 

海 ©1 技 節 
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泡 鳴 仝 築 第九卷  ， .ぷ 

高き 御 空 を 揚げ雲雀 

歌 ひ あがって、 人の 目 に 

見えぬ 光 を 浴びる 如、 

深き に 入りて、 若し、 お前、 

心の 眼 開ら き 得ば、 

あまつ 御寳、 金む く の 

落ち 穩 を 拾 ふ こと も あろ。 

高き 深き は、 人の 世 を， 

く^って 後に わかる の だ。 

(この 時、 石 船、 § に 成り たれば、 歸り行 

く。 船頭、 また 唄 を 歌 ふ、 文句 は 先き のよ 

り拔 きたる ものにして、 節 も 亦 同じ。) 

船頭 (船 を艤 して、 歸 りながら) 

待 たれ、 待た し ャれ、 

け ふ も 亦 酒で ハ 


〇 
六 


、おもさ: ま 


歸りャ お前 の 

膝 まくら か、 よう。 

下役 

石が かた 付きました から、 

さあ、 重 助 を 支度して 

はい 

； , ：  道 入らせましょう。 

玄道 

S  それが よい • 

ぎ.  重 助 (潜水の 用意 をしながら) 

これから またも 底へ 行て、 

をと ひ. Q じ やう  が， } 

乙姬城 の そと 圍ひ、 

石 を なぶって 来ましょうかと 

仰せ の 通り、 金む く の 

落ち 穗 が 落ちて 居たならば、 

なかま 

仲間 に 割って 分け ま ー よう。 

海 壁 技 師 
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然し、 むかしの 土左衛門、 

をん な で あった やうな の は、 

ま ぴら 

もう、 a; つ 平 だ。 

玄道 は、 は、 は、 は、 は。 

下役 (重 助 を 沈めん として) 

ffil 助、 よい か。 

重 助 (潜水器の 巾より) 

おお。 

下役 さらば。 

(重 助、 綱に つれて 沈む。) 

i 道 (じっと見て 居た るが) 

ああ、 沈んでも、 また 無審に 

浮ぶ もの さへ あるに —— 

下役 ええ。 


なに、 重 助 が 浮き沈み、 

まことに 活 きた 世の 手本 — 

面白い な あ。 

下役 

は、 いかさま。 

第三 第三 海堡 水底の 場 

(本 舞臺、 すべて 海底の 體、 中央に 大小 の 伊 

豆 石、 あまた ころがる。 當場、 特に、 紅、 

白、 靑の電 氣を使 ひ 分く る こと。 赤 鯛 王 は 

その 頭に 鯛の 形 を、 鎚 やっこ は 背に かな 鎚 

を、 眞珠 ffi、 珊瑚 姬、 並に 百合 子 は、 又 か 

しら に 各々 その 名の 形 を 戴く。) 

卵 鯛 王 (あとの もの を §1: き來 りて) 

さあ、 君が た は こちら にて 

しばし 休息 致されよ。 

海堡 技師 
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ii 第九卷  三 一 o 

鎚奴 

まことに け ふ は 結構な、 

まれ 

世に も 稀なる あるじ 振お. 1 . 

珠星  ， r 

われく 共 は、 曰の 本の 

さか 

いと 新ら しき 酒 ほぎ に、 

醉 ひも さながら 風ぐ る ま — 

目 も 亦 共に くるくると — 

百合 子 

めぐる こ&地 で — 

四 者 

ムり 升。 

(四 者、 石 を 座に 腰かける。) 

鎚扠 


赤 鯛 王 の 御馳走 を 

この 鎚 やっこ 11 

眞珠星 

しんじゅぼし 

i 星 —— 

珊瑚 姬 

百合 子 

百 A 口 も もろ 共に  

鎚奴 

ぉ禮 を 申し —— 

四 者 

上げます る 0 

赤 鯛 王 (また、 腰かけて) 

それ は 重々 ありがたい、  , 

君が た 諸氏 の おん 仰せ、 

海堡 技師  三  一 ！ 
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あまり 體 よき もてなし を 

致し かねた が、 身に 取りて 

不本意ながら I さて、 諸君、 

孰れ も 遠い 國々 の 

海 から お出で 下されて、  . 

さぞ 面白い お 話が 

II かれる ことに 相違ない. - 

身の上ば なし も、 いち 場 の 

ざキ i よう 

座興 に ならう。 さあ、 諸君、 

今から ぉ聽き 申したい。 

鎚扠 

それで は こ X な 鎚 やっこ、 

先づ お話し を 初めよう I . 

(立ち上って、 こなしを爲ながら^> 

?^«中 に 負うた この 鎚 の 


由來 を S はビ、 その 昔、 

しんじん 

ギリシャ の 古代- 神人 の 

御代 に へ ー ファイス トス 神、 

父、 お ほ 神 に 棄 てられて、 

海 の テチス の 宫す まひ。 

假 りの 御 母 の ふところ に 

渠、 其 想 の 熱 を 受け、 

あめ 

天 をば 戀 ふる 悲み を 

この 黑 かね と 鍛ひ 上げ、 

形 が 出来た 鎚を 以て 

W び 毅ひ 上げた の は、 

ァガ メムノ ー ン の かな 杖 と 

また ァヒ レウス の ちから 榍 

二つ は 時 の おも ひ 出 に 

のこりて 今 も 輝け ど、 

海堡 技師 
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その もと ゐ なる くろ ^は、 

乃ち、 僕 の この 脊な に。 

(座に 着く。) 

さらば、 珊糊 も、 その 昔、 

死なぬ いのち を 給 はった 

その 故よ し の あらまし を  

(立ち上る。) 

印度の 國 に 大敎 主、 

釋尊 生れ ましまして、 

諸方の 民 を 救 ひ 上げ、 

< ど< 

S を ひろめ 給 ふ うち、 

南の 海 に 龍王 の 

むすめ、 龍 女 も これ を 聽き • 

華 は 開く 浪の間 に 


玉 を さ i げて 湧き出 だし、 

^  らい 3 ん 

怫 の み 前に 禮讃 の 

偈 を 說き 申す その 時ぞ、 

不滅 の 救 ひ 給 はって、 

しゃか ら sy-c ぐ 

：姿竭 羅龍宫 の 玉 a を 

歡喜 の 光 さしめ ぐり、 

王 も、 しもべ も、 その 家 も 

じ やうぶ つ くわ 

成怫の 與-を 得ました が、 

今や かの 國 亡びて は、 

その 栗 を 示め す もの も 無く、 

ほとけ の 御手 に 一 たび は 

觸れ て、 宵った 赤え だ を 

保つ 腐 玉 は わたし のみ。 

(座に 着く。) 

鐘 星 

海 壁 技師  三 iiff 
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次ぎに は こ  > な 露珠 星、 

僕 は 野 そだち 悔 そだち、 

いふべき よし も ムらね ど、 

綸 1 ならば 止む を 得す。 

(立ち上る。) 

すぐせ 

そ も わが もとの 宿世 と は 

水 を 離れた あ を 穴. 一 の 

野 もせ に 散ら ふ 露の 玉。 

n の 入る 顷 に n を 覺 めて 

*5 ら 

きらり 煌めく ま， なさし も、 

日の出 と 共に 眠りて は 

仰ぎ 见る もの K らに なく、 

あかるき 簡 に とざ &れて 

晝 を 送る が 不興 さ に、 

そと を 或 m ぞ すべり 蒋ち、 


^«7^  まえ： ゆ. ^  ！  1  - 

木曜 島 の 海屮 に、 

嗜き を 追 ひて しろ 眞珠*  . 

含む 靑、 赤、 濃い 綠、 

黄い ろ もし ほに 磨かれて 

巍 きぬ 光 を 放て ども、 

人 は —— おろかの ^さぐり II 

薄い あこ やの 貝 に のみ 

まよ ひ 居れば ぞ、 今、 こ- -に 

かしこき 友 を 求め 5^ て、 

僕が よろこ * み 如何ば か リ* 

(座に 驚く。) 

,百 合 子 (立ち上りて) 

いと ふつ 乂 かな この 百合 子、 

わたし は 皆と かけ 離れ、 

海 a 技師  nil 七 
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スリャ の 陸 は、 ガリ ラャ の 

やま を ゆ ， . 

湖水 の ふちの 山 小^合、 ： 

祌 のま- - なる ころ Tip や i5 て、 

あす を 勞 めす 績 がね ど、 

また、 け ふ ^かす 花し ベ を 

ゆ ふべ の 爐火 に 入れる とも、 

あまつ 御 ご \ ろ 斯 くと こそ 

. 信ぜば、 如何で、 歎 かれう。 

飲み 食 ひ の 爲め 死なん より、 

いのち の 糧を 身に 占めよ • 

曾て キリスト、 わが そば を 

通り 給 ひて、 『見よ や、 人、 

ソロモン さへ も その 榮華 

斯くは 極めし ことなし』 と、 


I 


. . 潸らに ，1^ く、 水の面 を 

深く も 忍ぶ わが 影 は、 

光 と 凝りて この ^fi。 

あとに 棄て 置く から 燊 を 

人 は 頻りに 讃 むれ ども、 

まことの 道 を 受けつ ぐ は、 

乃ち、 この 身、 この わたし。 

(座に 着く。) 

赤 觸王 

諸君 の つぎは この あるじ、 

赤 鯛 も また 日の 本 の 

立ち 場 を 申し 上げましょうと 

(立ち上る。) 

御子 に ふた リ の みこと あ 

海堡 技師 
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姉 は その 名 を お ほひる 女、 

宇內 を 照らす 御 光 に .. 

山河 草木 くら ゐ を 得、 

おと は す さの 男、 す ざまし く 

怒れば、 山 を 泣き 枯らし、 

海 を 泣き 乾す お ほ あらし。 

女 男 の 御 はしら、 あめ 地 を 

一つに 治め 立ちて より、 

人に 生々 活動 の 

力 は 湧いて、 滾々 と 

瘦 くる ことなき うまし 國、 

み す.^ 

神の 1: 末 を いた^いて I - 

ながれ 亂れぬ 文運 よ —— 

いまだ われら が これ を 繼ぎ、 

他 S! に 走る 機 を 生ます。 


ュ 
0 


されば、 鎚 どの、 珊瑚 姬、 

眞珠御 星 と 百合 どの の 

よたり を お招き 申した は、 

諸氏 が 齎らす 冥想 と、 

不滅 と、 自然、 信仰 を 

わが 活動 に 搗き まぜて、 

と X に 天下に 雄飛す る 

に ひよ 

薪 代の 浪を 揚げる 爲め • 

諸君よ • 如何に。 (座に 着く。) 

鎚扠 

お 言葉 は 

至極 同意で —— 

四 者 

厶り 升。 

眞珠星  "： 
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た e 聽 きたい は、 先刻 も 

U. やう 

異樣な 音 の 坐に ひ き、 

われら の 胸 を ゆすった は  

4^ 鯛 王 

それ は、 乃ち、 われら 今 

0 を かけ 居る、 お ほ 石 の 

うへ より 落ちて 來た ひ 丈き き 

珊瑚 姬 

して、 この 石 は 何の 爲め 一 I 

き 鯛 王 

W 'やう そん 

これ は、 その かみ、 兩尊 の 

お ほや しま 

奇 しき 力 に 大 八洲 

生ませ 給 ふた 例に 依リ、 

人の 心 の 1 を 以て 

0 を 生み出す たくみ 事 • 


早 や 第 I と 第二と は I 

只今 御覽 の 通り —— よく 

作り 終って、 第三 の 

工事 に 專ら か-. f り 居リ — 

西 合 子 

成程、 骨 Q 折れる こと • 

珊瑚 姬 

人間 も 亦 神 わざ を 

つとむる やうに 成って 來て  

鎚奴 

かう いふ 物が 出來る の も、 

この 日の 本 の 人々 に 

絡えぬ 歷史 が あれば こそ • 

眞珠星 

且は、 世界の 國々 の 

ぉ& 技師  三 ニミ 
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大勢、 こ \ に 迫り 来て、 - 

これが うへ 越す 骨折り 0 

始まり なる か。 

鎚奴 

さも あらう • 

赤 鯛 王 

されば、 次ぎに は、 二 はしら 

女 男 の 兄弟 あれし 如、 

潜む 力 の 延び 行かば、 

世に 歌 ふべき 人物 も 

生れる ことで あらう。 

珊瑚 姬 

さあ 

そう 成って —— 

百合 子 


Its 

m 


貰ら うのが. 

s、  i 

われら の 望み I 

(この 時、 重 助の 潜水器、 下 だ" 來る b 

百合、 珊瑚 

あの 影 は I  , 

.li 鯛 王 

は、 は、 は、 あれ こそ この 石 を 

直しに まゐる 潜" 水夫。 

S 奴 

人 の さまたげ 致す の は 

不本意。 

眞珠星 

されば、 珊瑚. どの o」  . / 
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しの じゅば し  i 

眞珠星 どの。  •  一 

鏹奴 , 

百合 子 どの。  一 

百合 子  . 一 

さあ、 鎺 どの も もろ 共に。  一 

赤鲷王  一 

どうか、 あちらへ 移られよ。  一 

(孰れ も 退場。 こ i に、 潜水 の 仕事 を见  一 

せる こと、 三色 電氣の 光に、 種. の 遊 魚 を  一 

走らすべし。)  .  一 


詰 の 慕 

第 1 玄道 退隱祝 ひの 場 (夢の 1) 

(本 舞 裏、 すべて 某會 場の 庭園。 後ろ 一 面に 幕 を 張 

リ、 幕の 前に テ ー ブル、 掎 子等の 備へ あり。 技師 長 

退隱祝 ひの 席。 陸 5^ 大臣、 參謀總 長、 衆議院 議長、 

神奈川 知事、 代議士、 縣會 議員、 士官. 官吏 等、 玄 

道と 重 助と を 取り 卷 いて、 立つ あり、 坐す る あ. 《s。 

かげなる 軍 隐の洋 々たる 奏 樂聲襄 に、 酒宴、 酷なる 

體。 そこへ 下手より、 發起 人の 一 人、 登場。) 

發起人 

今 曰 は、 先刻、 發起 人の 一 人が 申し 上ました 通り. 參謀本 

部の 計畫 にか \ る 海堡 工事が 完成 致しました ので、 こ&に 

厶る 技師 長 星 野玄道 君が、 そのお 役 を 御 退隱に 成られます 

るに 付き、 われわれ は 之 を 祝す る爲 め、 同 君 並に 潜水夫 重 
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助 君と 共に、 諸君 をお 招き 申しました ところ • 遠方のと こ 

ろ を、 お出 下さった 陸軍大臣、 參 謀總- お、 並に 衆議院 議長 

閣下 を 初め、 祌 奈川縣 知事 閣下、 軍人 官吏の かたがた、 代 

議士、 縣會 議員、 その他 諸君の 御來 臨を恭 うし、 われわれ 

發起人 等の 面目に ムり 升。 これから、 また、 工事に 關係致 

しました 土方 どもが、 祝 ひの 餘與 として、 土方 踊りと 中す 

を 御覽に 入れる さう でムぃ 升。 

(役員 * 目く ばせ すると、 下手より、 男女 大勢の 土 

方 登場、 舞臺の 中央に 輪 を 作り、 音頭 取り、 その M 

中に 入り、 唄 を 歌 ひつ \ 大鼓 を 打つ と、 一 節 毎に、 

踊り子、 疊句を 和す。) 

土方 踊の 唄  . 


を とこ 欲し や の 

つ f つ こかつ 

土卷擔 ぎ。 

(こら、 さッ さい 


ぬし は . 何處 行く、 

海堡 の うへ で、 

をな ご 欲し や の 

働き 振 .CS よ。 

(こら、 さッ さい。) 

鬼 角、 浮き世 は 

をと こ と をな ご、 

ぬし と お前 の 

あ ひも じょたい 

相持ち 所帶。 

(こら、 さヅ さい 0;} 
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戀 も 出来たり ャ、 

海燈 も 出来て、 

國 は 泰平、 

あんらく 

家 に は 安樂。 

(こら、 さッ さい。) 


H 三 0 


めでた、 めでた の 

わが 日の 本 よ。 

あす は、 朝 口 も 

光 を 增 さう。 

(こら、 さッ さい 0) 

(土方 一 同、 踊り 終って 退場。) 

陸軍 大ほ (立ち上って) 

いや、 どうも、 面 in い 踊りであった。 —— これより、 ^s^-.- 


共に、 星 野 君の 萬歲を 祝し ましょう。  1 

( 一 同、 立ち上る。) 

海堡 工事 擔當 技師 長、 星 野 玄道君 萬歲。 

一同 寓歲。 (一同、 坐 わる。) 

睦 軍 大臣 (進み出で &) ， 

野 君、 あなた もこれ で御滿 足で あらう。 工事 も あの 通り 

立派に 出來 上れば、 たと へ 御退隱 になっても あなたの 御 乎 

柄 は いつまでも 亡び ま せんぞ。 この 陸軍大臣 も、 嬉し さの 

餘り、 充分の 歡を盡 しました。 今日は これで お別れ 中し 

ヺ 

(大臣、 二三の 軍人と 共に 退場。) 

參謀總 長 進み出で \) 

星 野 君. わたし も 隨分醉 つたわい。 これで、 御免 を 被ら 

う。 11 然し、 觀音崎 要塞の 秘密 を 成し 途げて 畏れた あな 

ただから、 昔なら、 sili どころではない —— 打ち首 だ わ。 
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は、 は、 は、 は。 それだけ、 あなた は 大切な お 方 だ。 この 

ご めん 

參謀總 長、 實 にあり 難い。 11 これで、 御免。 

(參 謀總 長、 二三の 軍人と 共に 返 場。) 

衆議院 議長 

星 野 君、 あなたが $ のお 骨折 は、 つ ひに 大事 業の 成功 を 

見た のです。 この 衆議院 議長、 國 民の 代表者と して、 この 

席に 列る こと を 〔$ ましたの は、 ^^だ光榮の次第。 どうか、 

御 退 隠の 後 も、 御 老體を 御大 切に I <r 日 は、 これで 御免 

を 被り 升。 

神 奈川縣 知事 

との 祌奈 川縣 知事 も、 一 言、 お別れ を 申し上げ 升。 承はリ 

ますれば、 この 後 とても、 矢張り、 この ffl 戸の 海邊 にお 住 

ひ爲 さるる 由。 あなたの 如？ < 物が この 縣 下に 住 はれる の 

は、 縣民 すべての 喜ぶ とろで ムぃ 升。 

SBIr 神奈川 f 齊 退場。 それよ. あ 


との $ 車 人、 官吏、 代議士、 縣直員 等、 各々 玄 道に 

默禮 して 退場。 あとに、 今まで 無言に て i しつ- 1 

ありし 玄道、 夢心地に て、 重 助と 殘 る。) 

公衆の 聲 (諸方より、 舞臺 のかげ にて) 

S 道 君 萬 歳。 

(玄 道、 重 助- 驚く こなし。 いつしか、 後ろの 幔幕、 

おの づ から 外れ 落ち、 テ ー ブル、 椅子 等、 煙に 包ま 

る。 この 時、 大浪の 音き こえて、 上手より、 一 人の 

土方 • あわた^しく 登場。) 

土方 

且那、 大變 でムぃ 升。 只今、 お ほ 律浪が 打って 來て、 ii 

は皆碎 けて しま ひました ぞ。 

玄道 

え、 こり ャ 夢 では 無い か 11 ああ、 

三 拾 年來、 お ほ 勢 の 

人手 に 掛けて、 やうく に 

海堡 技師  竺三！ II 
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#3 り 上った i 堡 は、 

つなみ 

t の 爲 めに 碎 かれて、 

われら すべて の 骨折 も 

また 海底 に 沈んだ か。 

重 助 11 

fi 助 

旦那 -— 

玄道 

早く 来い。 

(玄 道、 上手へ 行き かける と、 その 身體、 意の 如くな 

らぬ こなし、 やがて、 重 助 並に 土方と 共に、 煙の 中 

に 消える。 あと、 浪幕 をお ろし、 浪に 因め る 48 に 

てつ どける。) 


第二 茫漠たる 海底の 平原 (夢の 二) 

(浪縣 を 切って 落す と、 本 舞臺、 花道に かけて I 面の 

野原、 電氣の 光に て、 海底なる こと を 示め す。 金む 

く、 銀む く 並に 瑠璃 兒の 着附け 以前の 如し。) 

金む く 

おい、 銀む くよ、 この頃 は 

富 津の海 も かわり 來て、 

浪 の おもてに ャ、 いそがしく 

照る 月 かげ を 踏み破り、 

くろ 船、 あまた 行き か へ ば、 

うかく うへ にャ 浮ばれぬ。 

銀む く 

そり ャ、 金む く の いふ 通 リ、 

海堡 技師  ni 三 }3 
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殊に 速くて こわい の は、 

水雷 と やら いふ 船ぞ。 

T ら 

きの ふ も 鯛 と お ほ 離 は 

これと 競爭 して：3^た が、 

日頃 自慢の 速力 は 

とても 話しに ャ ならぬ わえ • 

^璃兒 

人間 の 子 も なかなかに 

S? 璃兒 が 思 ふ 程じャ ない、 

馬鹿に ャ なるまい、 さまざまの 

ま もの 

H 風 を 凝らす 魔物 ぞゃ。 

船 は まだし も、 この 底に 

石 を 築きて、 三つ まで も 

海堡 とやら いふ 島が 

出来た わ。 


金む く 

それ も よい けれど、 

えう さ, ち 

要塞 地 だと 布れ 込みて、 

分 ばか. =v が 主人が ほ • 

銀む く 

から、 他の 人 を 許さねば 

われら が 磨く 勵 を 

維に さへ 作る もの は ない • 

瑠璃 兒 

4 かう やって、 夜もすがら 

潜み 居る の も 返 屈で —— 

金む く 

たまに うち 出す 大砲 の 

音 七 ， ^むり が 11 

銀む く  ； 、 

海堡 技： 帥 
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き さん 

氣散じ よ 0 

かわった W 界 ！ 

1? 璃兒 

あらたの 世 I - 

金む く 

曉の光 が 目 を 覺 まし 一 I 

銀む く 

山から のぞく 度 毎に  

^璃兒 

どんな 心で —— 

三者 

見る だら う • 

金む く 

して、 また 知らぬ 鏹 やっこ I 

銀む く 


また 眞珠 星、 珊瑚 姬 II  ^ 

！兒  ヒ 

百合 子 なんど の 渡り 來て 1 .! 

金む く  一 

かの あたらしい 島々 の —— 一 

銀む く  一 

ま まく  丄 

めぐり を 園む 幔幕 に —— 一 

瑜璃兒  一 

靑 むらさき の しほ 浪 を —— . 

金む く  一 

貯へ 寄す る いそがし さ。  一 

銀む く 

その. しほ 浪 の 高まりて I . 一 

if 璃兒  , 一 

人の 都 を 動かさば I  一 

海堡 技師、  ^ 
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金む く 

如何なる さまに 色めいて I . 

一 ， 

銀む く 

ぶ-? め 5 

世の 文明 は 11 

三者 

定まらう。 

金む く 

かんとく 

何しろ、 これ を 監督 の —— 

銀む く 

赤 鯛 王 が 1^= 折り は 11 

環璃兒 

並み 大底 の 11 

三者 

事じャ ない • 

金む く 


ひ        -ノ. ：、 く 


そら、 また、 あんな —— 

三者 

人間 が 11 

(三者 退場、 花道より、 一 個の 若 作く  bs の佾 形、 悠々 

として 登場。) 

僧形 

ああ、 悠々 の この 天地、 

行く とし 限る もの も なく  

いづこ の 果に 生れた か、 

た^ 1 笠の わが 心。 

親な く、 子な く、 妻 も なき 

/  が  ほう 

身 は あま 驅 ける 鳳の 鳥、 

野 越え、 山 越え、 海 越えて U 

渡る あなた も 冥想 の 

つぼ さ の 下に 輝く よ。 

海堡 技師 
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わが 世の 光、 わが 望み  一 

見 ゆる 限り は、 路 ばた の  一 

樹 かげ に 結ぶ 夢に さへ-  一 

む リ やう  " 

無量の いのち 溢れ 來て、  一 

ほろび の 闇 は いつまでも  " 

忍び入るべき す にぞ なき。 

ああ、 われ ながら こ \ 地 良 の  一 

旅路 では ある。  一 

(段々、 本 舞 臺に來 たる。 - 下手よ リ 一 女、 登場。： 

1 女、 お 花〕 おも 影)  バ 

ご そう  一 

のう、 御 僧、  ： 

わし を も つれて 行って たも。  一 

珊瑚 の 樹下 に、 わが 靈 は  一 

どうして 獨り 忍ばれう。  一 

二十 餘年 の とし 月 を  一 


無言で 居た は お前 ゆ ゑ、 

お前 が そばに 住む 爲 めぞ。 

僭 形 

如何なる 人の子 なれば か、 

われ を 追ひ來 て、 浙 くまで も 

み そこ 

深き 水底の 花と ^く。 

と- -は 世び と の 力 以て 

いき する 道 は 絡え たるに —— 

とくとく 歸り給 はれよ、 

ヒら 

死て ふ おそれ に 捉 はれう。 

1 女 

いや、 いや、 お前が 住める なら、 

たまよ 

わし も 靈世 に 沾 きられう。 

(この 時、 上手より 二 女、 狂亂の すがたに て 登場。) 

二 女： お 杉のお も 影) 

海堡 技師  HraH 
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のう、 のう、 御^、 なつかし や、  ... 

わし ャ、 これまで も お前 ゆ ゑ 

待って 居ました。 

儕 形 

また、 しても、 

そち は 何もの。 

二 女 

. なさけな や、 

もう、 見 わすれて ムる と は。 

わし ャ お前 ゆ ゑ 三人 の 

こさ 

子 まで 持へ た 仲じャ のに 11 

^形 

これ は 怪し かる をん な かな、 

穢れし こと 槊 云 ひかけ て、 

i 修業 に 勵む身 を 11 


二 女 

いや、 いや、 そうは 云 はされぬ。 

第一、 第二、 第三 の 

I 堡 は わしが 生んだ 子ぞ。 

一女 

憎い 女 よ、 わが 良人 に 

人の 繼子を 生ま さう か。 

二 女 

そり ャ こちら から 云 ふ こと ぞ、 • 

お まや からだ も 痛めす に — 

I 女 

そんなら お まや 賨女 かや。 

二 女 

お前 こそ その 钍君 の 

わざ を 仕掛けて、 この 人 を I - 

海燈 技師  ， 
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1 女 

い X や、 わたしの —— 

二 女 

いや、 わしが II 

(これより、 樂 座の 喷。 二人、 舞 ふ。 

樂座  ； 

1 人に、 をん な は 二人、 f 

思 ひ 合 ふたが 敵 味 かた、， 

昔、 つれ 立ち、 寺小屋 行き の. 

とも 1? 

若い 友垣、 その 時 破れ、 

戀の ほむら は 胸 を 燒き 1 ： 

二 女 (ことば) 

わたし ャ お前 を 殺し もした が I . 

1 女 (ことば) 

わたし ャ お前に 殺された ろが I 


•Si 

B 

お 


樂座 

忍ぶ 心 は か はり ャ せぬ。 

(この 時、 大砲 一 發。 舞臺、 眞 暗に 成る。) 

第三 珊瑚 樹下 冥想の 場 ， 

(舞臺 、序の 慕 第二の 體に 返る、 たど 異なる は、 三 拾. 

年 來@ 古び かた、 且、 萬標を 石に 替 へて、 青き 苔 を 

生ぜし む。 珊瑚の 實、 全く 熟して、 黑 きを 特に 目立 

つ 程 散らすべし。 低き 浪の 音。) 

玄< 道 (夢より 覺め しこなし) 

ああ、 うと/ \ と して 見たら、 

二重 の 夢で あった のか。 

いま、 退隱 の S 會 を、 . 

あった 通りに、 ありあり と 

見た の は よいが、 大切 の 

海堡 技師  11 一四 卞 
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海堡 が 波に 碎 けた は、  」 

一 

どう 思 ふても、 夢 は 夢 — .  一 

また、 うな Ig の みな 底 に、  一 

ふたり 出て 來た 若い 子 は、  一 

まさしく お 花 また お 杉、  一 

しゅげ ふそう  一 

なかに 立った る 修業 僻、  一 

それ は わが 身 で あった わい。  一 

思へば、 お い ことながら、  一 

これまでに 爲た わが わざ に  一 

結びて、 今の 心 にも  一 

若き 血し ほ の 浦く 爲 めか。  一 

(立ち上って、 なつか しげに 海の 方 を 望む。 右 作、 登 一 

場 0)  一 

右 作  一 

4 那、 もう、 早 や、 ぉ目覺 めで 11  .  i 


玄道 

おおさ、 うと，/ \ して 見たら、 

早 や ゆ ふぐれ に 成った のか • 

右 作 

左様です かえ 11 け ふ は 又 

近頃 に ない 御实 會。 

4> 丄道 

Hi^^ も 全く  3 來 上り、 

やくめ 

こ. に 役目 も 濟ん だもの。 

わし も 年 ゆ ゑ け ふ から は 

いよいよ ； i 隱 する からと、  • 

恃が 招いて ^れた 席、 

これまで あった 出来 市 J が 

胸に 一 杯 浮び 來て 11 

老い の なみだ か 11 ほろほろと 

® 堡 技師  Ills 
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十 わった 膝 を ぬらした が、 - 

今、 また、 夢 に、 その 席 で 一 

あった 通り を ありあり と 

の は よいが、 大切 Q 

が 波に 碎 けたで、 一 

驚き うなされて  一 

鏺 めか & つたが、 また、 廣ぃ ^ 

靑 うな 原 が 見えて 來て、 ， 一 

浪の靈 寄る その 底 の  一 

まな，^-  一 

55^ 中 に 见 たは、 若い 時  一 

死んで 別れた 花と 杉、 一 

ふたり が 迷 ふ さまながら I ^ 

(大砲 一 發。)  . 

島より 響く 大砲の  一 

普に CEg 化め た S の 夢。  ； 


五 
0 


右 作、 昔と 今と では、 

田戶 の 沖べ も かわった^。 

(また、 すわる。) 

右 作 

かわりました ぞ、 島 だとて、 

かしこに 見える 猿 島 の、 

うへの み 照った 太陽 も、 

今 は ， 1 あし、 1 1 あし と 

，よい 踏み石 が 出來 まして、 

その 日、 その 曰 の 海づら を 

暮れ行く 道が 安から う。 

とれと 申す も、 旦那 さま、 

二つに は 又 お ふたり の 

死靈 が させた お 手 がら で I 


泡 鳴 八 ft- 第 九 翁  111 五 二 

右 作 は わしの 身の上 を 

よく 承知して 居る 笞だ。 1-1. • 

わしが 秘密 を 知る もの は 

お前 の 外に ない 如く、 

あの ^^堡 の 底 まで も 

國の 秘密 を 知る わし は、 

昔なら、 早 や 事濟み の 

うち 窗 と でも ならう もの  

參謀 本部 の 持て 爲し を、 

け ふ は、 つくづく 感じた ぞ， 

右 作 

ねつ しん 

それ も 且那 の 熱心 に 

感服 して V ムり ましよ。 —— 

お茶 でも 召した その上 で、 

わし は 御飯 の 支度 でも 


@L ましょう か 

玄道 

さう 額む。 

右 作 (茶 を 出して 來て) 

それで は、 旦那、 今 暫く、 

いつも の 深い S  y 

耽って 居って 下されい。 

(右 作、 退場。 玄道、 また 立ち上って 椽 先き に 出で、 

海 づらを 見渡して 沈思。) マ 揭.. S きに a! て 

道 (な. r ば 郎吟の 調に て) 

駿 河の 御 富士 は、 琵琶湖 を拔 けて、 

ひと 夜 出で し と 昔し 語り、 

かの i 堡 こそ、 伊 S なる 山 を 

二つ 碎 きて、 生れに しか。 

三 拾 年来、 每曰 行きて、 

海堡 技 蹄 
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.SR て 上げた る いとし 子ら よ 

兄なる 一 郞、 中なる 一 一郎、 

末 は 三郞、 その 名 さへ も 

0  ；には 似つ かぬ ， 愛情 鋒め て、 

..i の 光 」， に ゑみ を 堵 せば、 

さる じ ま 

かたへ に 浮べる この 猿 島 の 

古き 繁り も あれよ かし と、 

あらたの 眞 つね に 松 杉 植えて、 

なかに ，紀 念 の 珊潮樹 の 實。 

み そら 

芽ば へ を 出 だして、 御 {.u に 延びて、 

早く、 わが 子ら、 かし.. ら 蔽ひ、 

然 の 御 神の しら 露 吸 ひて、 

活ける 浪 かぜ 凌ぎ 立てよ。 

まことの 母 とも 云 ふべき もの \、 

は よどめる 海の 底 に、 


また、 その ひとつ は この 木の 根 もと、 

共に 無言 の と はの 眠り。 

ゆ ふぐれ 靜 かに 死の 影 寄せて 

われ を 寂しく 包む 時ぞ、 

落ち 來る 木の 實も 靈 ある 如く 

家 根 の 亞鉛を た X  く 音 は、 

ひ e き も 紫 血し ほ を 聽 かせ、 

黑み 行くべき たま を 招く。 

ああ、 わが 五體 の 消え去る のち は、 

田戶 の 沖邊 よ、 なれ を 護リ、 

生れし 島根 の その 數 三つに、 

三つの 震 火 は 夜ごと 燃えん。 

(珊瑚の 實、 ^1|极と庭とに落っる。 また、 5 き 良 Q 
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はし 力き 

、、の 築に * めた る もの は、 明治 ミ 十八 年 六月 

S 版の わが 第 三 詩集、 r 悲戀悲 欲」 SS 後の 作な 

i この間に わが 思想 ミ 情調 に變邀 ありた 

0  れ^、： ミ E に 之 區刖ぜ ざ リき。 紙数の 制 

限 あるに ょリ、 に * め 得， さる も 多く あれ 

ど、 そ は 次第 出版の 節に ゆ づリ、 兎に角、 S 

短 六十 篇之 fs- わが 第 四 詩集 >j して 公に する： 

ミ W なしぬ 0 


三 五八 


短 曲 三十 五篇 

春 曉 

またも 思 ひ に なやむ 日 こそ 

來 ぬれ、 板戶の ひま を 漏れて • 

白む 臥所に 夢の かをり 

殘る 暖み つつむ われ や • 

寧ろ このまま 眠り 入らば、 


死 を も 知らす に 世 こそ 變 はれ、 

覺 むる 心 は 苦 を も 招き、 

：  をと こな 

苦 をば いだきて 泣き す a 

人 の 知らざる 憂 ひ 多し、 

身 をば 起さん 力 失せつ、 

白む， 臥所 に 夢 の かをり、 

ゆらむ 節々 花 を 開く。 

春 の. あした の ねむり ご. こち、 

一つ ま 

いまだ 生れぬ 身 にも あれ や。 

行 く 春. 

春 の 行きに し 跡， を 追び て， 

闇 Q 盃與，  m^^.^. 
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われ は 出で 來ぬ 森 の 樹 かげ、 

朝日 寂しく 光 投げて、 

陰府 に 結べる 夢 の 世界。 

靑薬 顫 ひて 息 を 凝らし、 

こ みち 

小徑 をのの く 露 は 繁し。 

あはれ、 その 露 色 も 淸ら、 

昨夜 まみえ し 戀 の まなこ。 

ランプ 綠 りの 部 fej も 浮きて、 

中に 見え透く 罪 の ふお り。 

それと 一 人 を いだき 寄せば、 

影 よ、 まぼろし —— 胸 に わが 手。 

春 ぞ 行きけ る、 露 ぞ 繁き、 

草 菜 踏み かね、 われ は 覺 めぬ。 


0 


黃 がね くちな は 

月 は 更けたり、 眠る 草 を 

靜に 鏠ひ來 て 光る 君よ、 

黄が ねく ちな は かげ に ばかり 

音 を は 曳 きつつ 夢 に 入りぬ 

床 は ぬく める 闇 の 樂丄、 

花 は 頻 りて、 花 は 降りて、 

痿 えし わが 身 は 痿 えし 腕 に 

痿 えし 長物 捲き て ある を —— 

せめて このまま 土 に 籠り、 

土 に 隠れて 行かば 如何に、 

閽の盃 整 
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r  _J ひぢ 

斯る 戀路 の 君. と われ, と， 

^ は くちな は —— され ど ゆかし. 

あく 

と 消え 行く 翌る 朝. は、 

人 に か しづく 人の 妻 よ。 

黑き花 

(嬖を 失へ る 老人に) 

黑き流 は. みなぎりて、 

黑き影 をば 浮， ベたり、 

浮ぶ 姿 は 兑 えね ども、 

まなこ つぶれば ぁリ あ. OS と  

ありし 昔 の おも ひ 出 や、 

うれ ひ に 映る 愛の 花。 


若き か iv:ubN, に 返る ほど、 

f に 沈む その 花 や、 

底な き 淵 の 闇， ぬけて、 

隠れ 行きし か、 しほれ し か。 

殘る ひと，^. の 胸 は、 ただ、 

うつろ と なりて みなぎりぬ — 

黑き かをり の 黑き 影、 

さらに 黑き を 增 す ばか リ。 

寧ろ 夜 なれ や 

ぁサ 

『肉. を 洗へ』 と 曉の波 の 

とほ 

遠き 響 を 近く、 聽 けば、 

たま 

みどり 淀みて 解けし 魂 の 

かをり ゆかしく われ を 打ちて、 

閽の盃 盤.  11M ハ H 
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眠り 心 の 目 こそ 覺 むれ、 

九 里 の 海岸 いまだ 狭霧 

かすむ 中より、 白き 七五三 や 一 1 . 

これ ぞ、 ねぢれ も 荒く 延びて、 

御讜 『深み』 の 秘義を 園む。 

斯 くも 夜 あけ は つらき もの か、 

われと 海と を 二つ 分けて、 

われ を 小さく 目覺 めしむ る。 

寧ろ 夜 なれ や、 とこし なへ に 

夢 を われ 等 は 一 に なさん。 

闇 を 例 へ ば 

i を 例へば、 海の 主 の 


さなり、 わが 世 は それの 下に 

^きて に ほへ る 夢 の 園 生、 

むしろ 覺 めざれ、 戀も 花 も 

と はの かをり に 笑みて あらん • 

光 照りな ば、 花の 露 も 

いのち 

戀 の 生命 も しほれ 行きて、 

あはれ、 短き 榮ぇ を 見 じ や。 

夜る ぞ わが 身 を い f  il% 

くら 

肉 の まなこ を 暗ましむ る。 

簡の 1^ 盤 


浦き て 夜ぞら の 星 を 

足 は 大地の かげ を 踏め ど、 

その 手 二つ は i 企に 延びて、 

來 たる もの をば 待てる 如し。 


§$ 第九卷 

闇 め 

あまつ 鏡 の i41 を 落ちて 

千々 に 碎 けし 缺 けら 一 つ、 . 

われ ほ ちいさく 闇 に 照りて 

- 映す 御影 を、 神よ、 知る や。 

,• 北 . に 住 ひて 磨く 星 の ， 

凄き また \ き、 それに あらす、 

逮き 冲ら の 磯 K  . 燃えて 

みづは 

罔 象 かかぐ る 火 かも、 あらす- 

いと、. も . 寂た る 海 の sii. り、 

ほ， J 

われの 光 は 鋒： を IM し、 

砂 め 奥なる ， 熱 t 追 ひて、 


'一 v« 

皋ヽ 


過ぎし 百世 の 跡 を 戀 ふる。 

生きて ヌ死 ぬる に 何の 恨み、 

『今』 を ： 映せ や 闇の 閿 に。 

簡 なる 岡 

目 をば 閉ぢて 思 へげ 

あはれ、.. 親し この 闇。 

肉 を さそ ふ 物 みな 

くち ほみ 

こ- -に 云 はに ロ痕、 

時 ffi 晴れし 靑野 を 

ぬめり 行きて、 ああ、 神、 

われに 殘る た , これ 

あわな み 

遠く 響く 薩。 

闇の 盃盤 
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それ か、 あらす —— £： えて 

胸 に 滿 つる 靈の 1^、 

K は 深く  ii りて、 

足場 髙き この 岡、 

光 若しも 涌き 來て 

照らば、 やがて 世の 外 • 

君 は 暗き を 

くら 

君 は 喑き を おそれ 給 ひ、 

まなる 光 に 出づと すれ ど、 

おもへ、 手に 手 を こ- -に 飾る 

戀 の 花束、 糸 は 切れて、 

乾れ し 地のへ に しぼむ 時ぞ。 


1;? が 御 口 を 漏る \ 笑み の 

ひ なか 

日中 ^きな ば、 やがて 移る 

弱き をみ な の 末 も 見えて、 

をと こ 心 は鐵と 冷えん — - 

闇 は 晝 より、 肉 は 靈に、 

勝る 秘密 の なから まし や。 

と はも 新く こ そ —— 愛しき 君よ、 

それと かをり を 探り 寄リ て、 

今 を 燃え立つ 熱と 熱と。 

- 浪の 戯れ 

濱は 拾. 里の 床 を 延べて、 

こよ ひ 迎 ふる 客 も なきや。 

闇の 盃盤  三 六 九 


すくと 髙 まる うね の 上に 

. む く  らぎ やう 

S を 刻める 裸 形 をの こ、 

さっと 落ち 來る おもに 浮きて 

おど ゥ 

玉 を 磨け る 亂髮 をと め、 

ほく そ 笑みつ- - 見えて 消えぬ。 

こ k ろ 寂しき われ も、 今 は、 

み たま 

海の 御 魂に 透きて 立つ や、 

またも かれ 等 は 出で て ぉぢす _ 
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^ もと しらなみ 

波 元， H 浪 潢に 長く、 

銀の 細聲 消えて 起り、 

瑠璃 と 散り ぼ ふ 海の 子等 は 

おめす、 臆せす、 むつれ 遊ぶ。 
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冷たき 砂 

ゆ ふべ 冷たき 砂 に わ. 9、 

IK を 仰げば、 いまだ 星 の 

ゑめ る 姿 は 一 も 見えす、 

靑き色 のみ 上に 下に 

なやむ わが 身 を つ.. -む 世界。 

昔し 失せに し 人 の戀の 

恨み、 歎き か、 海の 響、 

S の 奧 にも 絕 えす 繼 ぎて、 

廣き 濱缝 ぞ 身 をば 責 むる。 1 . 

われ は 十 年 罪 を 悔いて、 

こ X に 初めて 君に 詫ぶ る。 

個の 盃盤 


セ 
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骨 は 種す とも、 心 のみ は、 

0S 陰府 を 出で て、 

淸き ほ- - ゑみ われに 示せ。 

よみ 返り 

夢 の まくら に 闇 を g, く 

波よ、 亡者 の よみ 返リ か。 

祌は ii の 軸に 觸れ て、 

の 柱 は 根より ゆるぎ 

底つ！：^ 棺 蓋 は 開きて、 < 

而も 歡咨 の 叫び ばかり — 

Mi き ころもに 鍵 を 包み、 

今 か、 光明 仰ぎ のぼる。 


七 


あはれ、 その かげ 聲 と 共に. 

II の に 進み 行く や、 

遠き わら ひ の 核く ひまに、 

またも 眞 近き 鯨波 ぞ 起る。 

肉 の 小 部屋 に 籠り 聽 けば、 

魂 は 幾 萬 海 を 振 ふ。 

御 靈 うぶ や 

うごめく は これ 何者 ぞ、 

牢獄 に 等しき 闇 を 11 

ひとつ かと まなこ 据 うれば • 

その 數 は 增 して 行く なリ、 

まとへ る ぞ みな 墨 ごろ も —— 

闇の 盃盤 
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黑 法師 11 無爲 の 行列。 

嗜き より 嗜き に 入りて、 

かへ り 見る 光 だに なし。 

うぶ iL 

わが 靆 の なやむ 產屋 か。 

相 向 ふ か^み の 法師、 

相 映り、 幾多 生まる、 

代の かげの 並ぶ その 脊 よ。 

その 脊 をば いくつ 趁ゅ とも、 

この 無言、 つ ひに 死 ぞ なき • 

過ぐ るぬ くみ 

君 は わが 手 を い 避け 給 ふ、 

まこと 戀 に は ぁリゃ えらび。 


こ 世 の すがた を 受 くる 先し、 

知る や、 眞 やみ ぞ 世界 な. き。 

魂 は 11 こ \ ろ を 狹く 限る 

窒 の なければ ！ 觸る& ところ、 

そこに 乃ち もの を いだき、 

過ぐ る ぬくみ を たどり .^ロ ひぬ。 

その子、 その子 は や X に 分れ、 

か&る 光 の もとに 來 たり、 

じう 

木 とも、 獸 とも、 身 とも 見えて、 * 

かほ は 互 ひに 知らぬ ばかり。 

君 も、 さあれば、 かたち 攀ぢ て、 

もとの ぬくみ を 共に 得ば や • 

闇の 盃盤  三 七 五 
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二の 無言 

ああ、 君、 まなこ の 光 を 去れよ、 

きらめく 世界 は 死の おもて のみ、 

相 見し おも ひ 出 かたち を 燒 けば、 

飛び かふ 言葉 の 羽 を さへ 借ら じ。 

魂 もて 相戀ふ 11 これ、 二 の 無 ffll 

おもへば、 眞 やみ の 定め を あゆむ。 

まこと の 戀 —— ああ、 いまし と われと 

異なる 耳 あり —— その 足 昔 を 

攻め入る 魔と しも 互 ひに 聽く か。 

こ-. -ろ の おそれ は 肉 を も 扳ひ、 

暗き を 直ちに 手と 手 を ひとつ。 


ああ、 君、 刹那 ぞ、 この 刹那 ぞゃ。 

.  じ 5  とこよ 

無言 に 住する 常世の 蜜 は 

斯く こそ 過ぐ なれ、 ふたり の 胸 を。 

黑き素 船 

黑き 素 船 を 透かし HA れば、 

砂 に しゃがめる 影 と まが ひ、 

冲の 小島の 薄き 兑れ ば、 

人 の 思 ひに 沈む け は ひ、 

空に 住へ る 月 を 仰ぎ、 

-,4 びし わが 身 の 魂と 兄た リ。 

われ は そのまま まなこ 閉ぢ て、 

消 ゆる 世界 を 今ぞ いだく。 

鬧の^ 盤  . 


ム 
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浮け よ、 沈めよ、 千々 の なやみ、 

千々 の 悲み、 身 をば 乘 せて。 

苦なる いのち は ！ 繁き矢 なリ I ^ 

積みて 重なる 夢 の 小船。 

さして 行く へ を こ. に 問 はじ、 

この 夜、 この 時 われ は 活 きん。 

渦 卷く心 

闇の 烏 に 聲も あらば、 

暗き 地獄の 窓 を 開けん、 

斯 くも 思 ひに 沈む 『今』 を 

われに はん もの は あり や。 

馕 の うるし に 固く 閉ぢ て、 


七 

IS 


水み 嗜 

m^ さ 


閿 
の 

盃 
盤 


地なる 響 

1 を たどり 來 たリ、 

眞 近く 砂 を 握る。 


神 の 嘉 せし 光 さへ も、 

見よ や、 こ X に は 影 も なくて、 

たま 

靈 ぞ ェ，. 'テル かをり 高き。 

胸のう ち こそ 元の 世界、 

日 を も 星 を も 生まば 生まん、 

燃えて うづ 卷く 心 ありて、 

物 を 形取る ひ き 包む。 

»r?  たま 

燃えよ、 わが 鍵、 戀 の 如く、 

われ を 燒 きても われ は ある を。 


さ 七 九、 
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握る 露 砂 の もろき うちに 

闇の 力 は その 尾 振 ひ、 

手 をば つた ひて 胸に 響く。 

君よ、 の 星 を 說 きて、 

地なる ひ^き を 忘る 勿れ、 

遠き 深み の は 寄せて、 

1 打ちて は 疊む 砂 ぞ 

たと へ もろく ぞ 碎け 去りて、 

手 に は 殘れる 形 なく も、 

き の 憂 ひ を 布く は 如何に 

暗き 濱邊に 砂 を 握リ、 

君に S ふべき 事 ぞ 多き。 


八 

Q 


野 や 苦 病 
望" ぼ i 


千 W せの 重み 

ああ、 この 楠の木、 眞 直ぐに 延びて、 

あめ 

IK をば 錢 きし その 罪 ゆ ゑ か、 

断く まで 曲り て、 斯 くまで くづれ  

の さま なり —— 肌へ の 笞も 

の 血 あせ に にじみて 朽ちぬ。 

に 生 ひ 立つ、 その 活く斡 の 

飽くまで もたげし かしら は 折れて、 

千と せ の 重み や いち 時 に 受けし. - 

.ご ふく わ  は ,cv: 

MM の 破壊 11 こ は、 わが 世 の 苦 をば 

却って 全く ぬぐ はん も のぞ ——  ， 

かれ、 こ を 拒みて 身づ から 忍び、 

闇の 否 盤  一一 一八 一 
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t: サタン か) 死力の 限り を 盡し、 

なほ 且 はびこる ふと 枝 を われ は 

仰ぎて、 新たの 力 を 得た リ。 

あけぼの 

いとね むげ の 浪は 先づ g  化め て、 

陸と 海と こ&に 分れ 初め、 

海と 空と 冲べ に 連る、 

遠く 近く 浮ぶ 帆 かけ 船、 

MW を 揚げて さ 走る 進み の 

いと ゆるやか、 夜 こそ あけ 離れ、 

i  >  あさ つ^ひ 

海 の つばめ 11 こ は 朝の 使 1 1 

輕く 飛びて、 世の 目 覺め 鬼て ぬ。 
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砂山なる 砂 を 萠ぇ 

露 を 帶 ベる 小 草 薄み どり、 

深み 淵 の 色に 照り 添 ひて、 

わが 心 の、 これ や、 苦な き 時。 

亡びん にも 亡ぶ 影 見えす、 

活 くるに また 活 くる 惱み なし 

ゆ ふぐれ 

人げ もな き濱の ゅふ暮 は 

死 かげ の 谷、 陰府 に 似た る • 

雲 は 幾重、 横に また 縦に、 

わう えんま ら ぬ ぼ こ  しキな 

主閻 摩羅、 瓊矛 の 頻 投げ、 

靑き {41 に そりた る 細 太刀、 

脊 なる 山 は 低く 棚引きて 
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寂び し i の 逃げ去る を 0 み、 

目 を あぐれば これ 淀める 淵 《 - 

飛び 行く にも 光の 羽根 なく、 

きひ 行く に つながる 島 なし、 

風 は 靜か 浪の德 を 搖 りて、 

, わが 装 叩 の 末 を 示す のみ。 

今 か ぎ 1! はたと へ 消 ゆると も、 

この 寂び こそ 活 くる 道 あらめ。 


むかし ^^の^を 受けて 

を 領ぜ し、 あまつ 彥 の 

： それの 如く や、 御座 は 落ちて、 ^ 


S 
八 

m 


闇 

の 

盤 


11 一八 五 


こ がね 

光 まば ゆき iBj 金ぶ すま、 

じゃラ 

. 雲 は 靜 かに 淨 を 圍み、 

殘る 衆生 の のぞみ 吸 ひて、 

銀の 鏡 の 音 も なくに、 

あはれ、 世の 曰 は 舞 ひて 沈む 0 

斯 くも 赫耀 淨 に 人る 日.、 

放つ その 矢 の 一 つ だに も 

焦れ 渡らん 影 は 失せて、 

有る は 親しき 闇 の . 深み、 

喑き 中より 浪 を 聽 けば、 

純の 黄金 の 榮ぇ ぞ は ゆき。 

樂 の 昔 
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高き より 落つ る 樂 のね、 

君 ゃ搖る むらさき の 幕 I . 

きざ はし  ： ヶ- 

ねぢれ 立つ 段階 の もと、 

われ は た^ ちいさき 虫 か。 

戀 のみに こ \ ろ 引かれて、 

を ぐら 

ゴス式 の 窓 も 小晴 く、 

色 がらす 赤 また 靑 に、 

わが 胸 は うたれ て なやむ。 

その なやむ ち さき 胸 こそ、 

•  み だう 

今 にして、 嚴 たる 御 iLi^. —— 

『ハレルヤ』 の 聲に、 わが 戀ふ 

御す がた よ、 祌と 浮べ ど、 

かの 御手 に きらめく 指輪、 

持ちぬ し は 旣に ありけ り。 


凝りし 淚 

海 の おもて を 渡り 来たる、 

白き 男 波 の 音ぞ 愛しき。 

をと め  r 

われに 乙女の 腕 も あらば 

堅く 擁 きて、 共に 共に 

消えて 千尋 を 忍ぶべき を。 

われ は 磯邊 に うづく まりて、 

北 を 受けた る 岩 に 似たり ^ 

右 も 左も此 世の 風の 

吹く が まに まに 心 荒れて、 

憂き が 上に も 憂き を 重ね、 

凝りし 淚 ぞ 斯くは 髙き。 

W  . の 1^ 盤.  』 
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を ©こ 

あはれ、 男浪 よ、 われ は 男、 

なれ を 友と しこ \ に 立てば、 

す さぶ 胸に も 愛 は 涌き 來。 

胸の しぶき  r 

きみ 

君と 暗き に つれ 立ち 行かば、 

なほ も この 手 を 避け 給 はん や I 

神の 光 は 御 冬の 濱 か、 

すく 

われら ふたり を 砂上に 竦め、 

さむ かげ はふし 

黑く 並べる 塞 影法師。 

た に その 影 隔 つる 晝 は、 

戀を呪 ひの jofi の 巢 な リ_ 


ち 
八 


われ は、 君 なる 羽が ひ ® の もとに L 

み たま  一 

寧ろ 御靈 の ぬくみ を 得ば や。 一 

君 は、 然れ ども、 定め の あり と A 

ぉぞ や、 御 ご&ろ お 陽 に 憚りて • 一 

岩 に 繁吹 ける 波 にも 似たり。 一 

夜 の ひ^-き に 沸き立つ 潮 ぞ丄 

胸 の しぶき は 火焰 と 燃 ゆる。 一 

光の ゆ ふだち  一 

はっし ま  一 

ああ、 初 島、 南 向ける 島、  一 

今 か その 目 覺め たる ありさま- 

黑き潮 に かしら を もたげて、 一 

俄き 身 にも 罪 を や 拂 へる。 一 

闇の 盃盤  ぷ 
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いまだ 戶 ざす 灰色 濃 || は ， 

旣に 高き 日 かげ を 見せね ど" 

雲間 より ぞ 降り 來る 金 じき ノ 

時に あらす 光 の ゆ ふだち。 

此世 は 塞き 御 冬 の よそ ほひ、 

波の 穗 を も 雪 か と まがへ ど、 

ああ、 初 島、 南 向ける 島" ， 

か k る あした 覺 むる 子 さち あれ. 

胖 照り そ- r ぐ 朝日 の EE あし、 

含よ 

これ や 聖き 救 ひ の かんむり。 


若き 光 を髮に 0^. 

つち  まなか 

市の 舞 中に われ を 呼びて、 

『來 たれ、 いまし を 母と 共に 

尋ね わびぬ』 と、 熱き 淚。 

われに 冷えた る 胸 は 踊り、 

もと、 の 情け の 火 こそ 燃 ゆ. rs 

引く が まに まに 追 ひて 行けば、 

-  か ぶき 

古き 冠木の 門 は あらす、 

家 に 坐 われば、 知らぬ 床 に 

知らぬ いろ 香 の 花 を 活けて、 

母 も その 娘 も すがた 消えぬ。 

あはれ、 夢な リ 11 古き 愛 よ、 

十と せ その 身 を 今 は 如何に。 

M の盃盤 


あ 
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永劫の 力 

み そら 

あはれ、 御 空 の 一 つ 星、 

戀 しの 君 は いづこ ぞゃ。 

, な もと 

共に 波 元 に 手. を 取リ て、  ノ 

なれに 誓 ひし 樂 しみ も、 

今 は 覺め たる 夢うつつ。 

その 初猜 の おも ひ 出 は、 

夕べ の 波と もろ 共に、 

なれに 響きて のぼれ ども、 

胸 に 答へ の なければ か、 

Z をと； お 

われ は あまたの 愛 乙女 に、 

または 稀なる 人妻 に、 


の 
ろ 
ひ 


閽に 手 あり、 幾多 の 

生 を もとめ、 偶々 

君が 胸に やどりぬ、 

むゐ  たま 

無爲 に 飽 ける その 魂。 

狹き 獄^ に ありて、 

斯 くや もがく その 身 を、 

『世 にも を どり 出で なば" 

闇の！^ 盤 


おも ひ を. 寄せて なやむ 身ぞ。 

戀 に は 二つ あるべし や、 - 

なやむ は 永劫 の ちから なり。 
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さらに 延 さん いのち 緖。』 

され ど、 來 なば. 光 に 

こ- -ろ 先づは 縮まん、 

斯くて、 かしら もたげて、 

み そら 

明き 御 S のろ はん。 

呪 ひ に こそ、 あこがれ、 

閽の ちから 活く なれ。 

のろ ひの 岩 

北に 黑雲 涌きて ， 出でば、 

海 の あらし と 漁夫 は 免る、 

君 を 見初めて こムに 三と せ、 


y し 
1^ 


戀 の うれ ひ は 廣き胸 の 

浪 を 無言 に 荒れて 渡る" 

断くて 死ぬべき 身 にし あらば * 

むしろ この 世 の 苦 を も 燒 きて、 

殘る思 は冲 のお もに 

C おか  . 

1 つ 小〕. cr.  く 深み 拔 けて、 

靑き 寂しみ 君 を 招き、 

君 を 呪 ひて 岩 と 爲 さん。 

され ど、 人妻、 近く  a て は、 

三と せ 言葉 を 知らぬ 風 に 

われ は 吹かれて、 深く ぽ きん。 


闇 の盃盤 
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0 と ふたり し、 濱の ゆ ふべ、 

波 に 卷 かれて 海 に 入りぬ、 

そこ も 波 あり、 濱 も ありて、 

靡く 破 M —— 戀 の いぶき —— 

かしら 渡りつ、 袖 を 拂ひ、 

深く 染み 入る 靈の かをり。 

靑き 光に 靑き ながめ、 

われら 藻の ごと 石に 立ちて、 

二つ 並べる 影 は 無言 II 

近く 神秘の 岸 は 開ら け、 

さらに か靑き を 迎ふ。 

君と われと は 永劫に 斯 くや、 

即 かす 離れぬ 二つ 花 藻、 


つねに 沈思 の 底に 醒 むる • 

沖の テ 十ス 

夕べ 綾ぎ ぬ に 藍 を 溶きて、 

遠く 延べた る 海 の 眞中、 

1 め  と だか 

天に 小高く かしら 上げて、 

ひとり 暮れ行く 烏帽子 よ • 

白き 泡浪 裾 を めぐり、 

音 も ゆるがぬ し ま 住 ひ。 

なれ を 遙 かに ！ つ 星 の 

靑ざ またたき、 それ も サめ ちす、 

草 の つゆ なく、 花の香 なく、 

寂し 心 の —— これ や、 いのち。 

閽の盃 盤 


十 


石 
を 

い 

だ 

い 

て 


石 を いだいて、 われ は 眠る。 

とほな み 

夢 に 遠 波 遠く  ^せて、 

白き 眞 砂のう へ を 洗 ひ、 

靑き 草葉の 道 を 濡らし、 

みやま  し 

高き 深山の 裾に 入み て、 

木々 の 樹 すゑ は 朱に 染ま to/ 

谷と 谷と の も だし 合 ひて、 
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夢 は 深み の 底に 入りて、 

育て 來 たらん 玉 は 何ぞ。 

冲のテ チスは 月 を 孕み、 

深き 眞 やみ に 沈み 行く よ。 


深き 秘密 はかげ を 照らす。 

それよ、 しぐれ の 過き し 跡ぞ、 

冷えて 覺め たる 旅 の ひと 夜。 

あさ n 寂び 照る 石 の うへ に 

落つ る なみだ も 血し ほ 爲 して、 

秋 は 身 を 切る 亂れ燒 き 双、 

盡 きぬ いのち を 痛ましむ る。 

細き 水の 緖 

會て、 君 >  あた &か なりし 

おもかげ よ、 秋 野 の すゑ か。 

ぎ は ^り、 す X き は 立ちて、 

悲しみ の 風 ぞ 西 北、 

闇の 盃盤 
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1 もと の 樹 より そよ ぎて、 

その 藤 の うら 寂ぶ 野路、 

枝 を 分け、 枯れ 薬 踏み 行き、 

われ は 今 胸の 思 ひ 出。 

野 は 盡 きて おも ひ は 盡 きす、 

戀 は また 速き 流れ か。 

近 ひ 丈く 琴の ね 止みて、  . 

>  みづ を- 

§ の ほそき 水の 緖 1 . 

石のへ に 見る 夢の ごと、 

わが 秋 は 暮れて 行く なり， 

眞 白男浪 . 

( 寒き 濱邊 に 立ちて 来 野 口  _k， の 南 遊 を 思 ふ ) 


〇 
〇 


友よ、 旅路 は 椰子の 樹 かげ、 

暑き 葉ぶ き のむ ろ を 出で \ー 

幾 代 寂 びれ し 1 つ 島 の 

磯 に しば 打つ 眞 白男浪 I 

君 や、 身づ から 詩 とぞ 碎け、 

C さむ 

こなた 小寒の 濱に 通 ふ Q 

遠く 南の 風 は ぬるみ、. 

あはれ、 島 かげ いと も 無言、 

夢 の まなこ を 過ぐ る 如く、 

うすら 綠 の すそ を 引きて。 

君 力 こ-. r ろ は 胸に 導く。 

これ ぞ まぼろし、 うつ \ ながら、 

友よ、 互 ひ の 聲 を 離れ、 

閿の. 盤 


四 
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しばし 自然 の 寂び に 飽かん 


四 

〇 


.0 の 樹の間 を 漏る 月 の 

影 は、 ふる ひて、 座に 落ちぬ。 

翁が ゑみ まけし 魂 ひ の 

かた 碎け ぞと、 そ も 小猫 I . 

白き 小猫 は 走り 來て、 

ただ つくねん と 見守りぬ。 

泡と つぶ 立ち、 玉と 散り、 

闇の 1^ 盤 
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散りて は つど ふ その 碎け。 

おき 小猫 は ざれば みて、 

<\ かむ と すれば 手 を 照りぬ。 

と 猫 と は、 その 夜 ょジ、 

わが 座 を 和す 靈 なりき。 

わが ゆらぎ ノ 

晤き日 と 明き 夜 は、 今、 

きぬ ごろ も 受けつ ぐ け は ひ 

一日 の 物 もひづ かれ、 

ノ  むな 

さし 引き は S しき 袖 か。 


1 の ■ 祜葉 やなぎ の 

ちからなく さやぐ ゆ" ぐれ * 

その さやぎ 胸に 渡りて、 

わが 心 いづれ の 影ぞ。 

. ^そら を さへ ぎる 枝 か、 

水の面 に 黑 める き，^。 

暗き ぼ と 明き 夜 は、 べフ、 

目 まど ひ や 胸の くるめき。 

たそがれ は 迫り 來 りて、 

われ のみ の ゆらぎ ぞ 殘 弋 

闇の 盃盤  .，：； 四 0 五 
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苦しき ま-.! に 

ふと わが 目 を さます — 

小 ぐらき 寐間 の 

小 ランプ くるめき て、」 

その いき ざし も 

今 はた 迫り 來っ 

た i.- じり/ \ と 

あぶら を 煑る息 は、 

油煙 に むせび、 

燃えさす その 光。 

くらむ と 見れば、 


四 

0 


I 咳 胸 を 突き。 

のど 

喉 もと まで も 

いのち は こみ 上り、 

血 は くつ 返る 

せつな 

刹那 ぞ なつかしき 11 

わが 世 は さめて、 

わが 世 を いだく 時。 

夢 は 失せに し 玉 の 如く、 

覺 めて 摑む と すれ ど、 あはれ。 

艷も光 も 跡 を 絕 ちて、 

闇の 盃盤  ，f  、 . 


四 
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闇に のべた る 片手 ばかり。 

ゆるむ 節々 ちから 添 はす.、 

戀 も のぞみ も なかば うつ 乂 

まなこ 開ら けば、 暗き かも ゐ、 

あやし まぼろし これ を めぐる。 

鬼 よ、 羅刹 よ、 夜叉 の 首 よ、 

われ を 夜伽 の 靈 の 影 か。 

死 はも わが 身 を獄に つなぎ 

たま 

は 魂 とも 燃えて のぼる。 

見えぬ 火の 中、 水の 中 の 


四 
〇 
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長， と 威嚇 は. S り ： 來れど * 一 

一 

滔 の かをり に 泡の いのち、； 

甘き 歡樂 ねむり 誘 ふ。  一 

一 

闇の 盃盤闇 を 盛りて、 一 

われ は 底な き 闇 に 沈む。 一 

かくて 夢より 夢 を 浮び、 

とこし なへ にも 生に 醉 はん Q 一 

草  一 

おも ひ惱み の 夜 を 過ぎて、 ： 

呼ぶ 聲 あり と まよ ひ 出つ。 一 

::.k  .^  m  .0  _  . ；.」 


〇 
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ほそ づ *, 

(かしら に 細 月 の 

た 消え 殘る 雲の 影。) 

そら 

われ や S なる あこがれ の 

もぬけ の 門 を 見張^人。 

み てら 

(ゆん 手 の 御寺 より、 

うち 出す 鐘 も 夢の 聲。) 

胸の 5^ 垣 透 通り、 

見 ゆる は l^f めの すがた のみ 

,  みちくさ 

(濱邊 の路 草に 

いとた ゆげなる 露 の 目 見。) 

われ は 疲れぬ、 け ふ も、 亦、 

S しき 戀 を いだきつ 


四 10 


ラみ JO 

(踏み 行く 梅路 より、 ，、 

日 ぞ きら-. - かに 登りけ る。) 

ノ 

重き この 身 を * 君 ならで、 

やすむ る 御手 の あるべし や。 

(ああ、 また、 松原 に 

わが 世 を 歎く 朝 は 來 ぬ。) 

葉卷 のく ゆり香 

ひそかに f んが 

つけたる 卷 煙草、 

葉卷 の く ゆり 

この 身に 染めて よ^,」 

かさねて 飽かぬ  ， ：： セ： ' 

闇の 1^ 盤  りむ ^0.  ヒ 1 
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出會ひ の 苦し さ よ 

よそ 目 を 避けて 

會ふ 度 毎に、 君、 

あつ 

る& 胸 

うた 

ほむら を 訴ふ とも， 

別れし 跡 よ、 

思へば、 人の 妻。 

獨り し あれば、 

いよいよ なつかし や、 

くゆらす 煙 の 

中より 見え 來 なる I 

くちびる 燃えて、 

ひとみ を 凝らす 人 


眉, の 色香 

まう しふ 

拂 へど、 妄執 か 一 I 

知力 を 卷 きて 

覺む ば、 且、 凍リ、 

ぐ れん 

紅蓮 の 熱 は 

身 を燒く 阿 鼻 地獄 

罪 呼ぶ 聲 は 

底より 響く とも、 

はだへ は 裂けて、 

血し ほ ぞ 踊る われ、 

0 もて 遊ぶ、 . 

君，， われ もて 遊ぶ。 

闇の 盃盤 


四 
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互 ひ の いのち 

.  をし 

今更ら 惜 まれて、 

苦しむ ひま を 

樂 しき 夢の 世 ぞ。 

戀 こそ 籠れ， 

は まき 

葉卷 の く ゆり香 や • 

醉 中吟 

凶疊 半、 酒の 香 こもり、 

蠟燭の 光 は 暗く 

また X きて、 ねむり を 誘 ふ • 

黑擅 の 艷 11 を 

忽 ばす か 11 潤み 帶 ぶる は、 


ト te 


ほそ？ 

1 二の 絲 切れし 細 棹。 

そ を 執らん 力 も 添 はす、 

歌 ひ 女 は 柱に 倚りて、 

じ やう 

醉中 の淨 にや 入れる。 

いそがしく めぐる 眸 も， 

今 は ただ 伏し目 に 隱れ、 

ほとけ 

さながら や 安 坐 の 佛。 

およく 

手 向けた る 金ぶ ち 猪口 の 

底 にして、 照らす 名文 字 ぞ 

酌ぎ 足せし 酒 に ゆらげる。 . 

奇 しき は 猪口 か、 その 名 か。 

闇の 盃盤 


四 
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黄が ねな す あまき しづく を- 

飲み ほせば、 花 降り 來 たる。 

降る 花 は 白き 曼陀羅 Ihl に. 一 

その 毒 に 染みて や、 わが 目 

くれな ゐ の 燃 ゆる 色 ぁリ。 

その 色 の 消え去る 闇 に、 

芥子 粒 の 圓き たまし ひ 

きょれい 

あつまりて、 E 靈 と IK えき" 

その 跡 に つづく は 黑き 

ころも 數 ！ これ、 『悲 み』 ぞ I . 

手 を 垂れて、 よよと 泣き 行く」 


四 

» ま 


嗜 やみ ぞ I また、 その 跡 を 

音 も なく 追 ひ來る 菩薩、 

a  れんげ 

『ほ X ゑみ』 の 蓮華 に 乘れリ 0 

『これ なり』 と、 われ は 叫びて、 

高 飛ぶ や 餓.^ たる f 平 

『救へ よ』 と、 身 もて すがりぬ。 

『君 も 亦 醉 へり』 と、 1^?,, 11  、 

なが むれば、 かをり ゆかしき 

ひ 女 の 膝に あ. P け .cs。 

捿、、 J る 君 

棲と る， 君 の 

閿の 一 ^盤  四 一七 


si 第九卷 

40 おと 

足音 は、 深山 邊 の 

奥なる 杉 の 

林に 闇 を 俯せ、 

黑 がね とざす 

めぐり を 赞 屈みて、 

落ち 紫 の 上 を 

拔き 差す 狼 の 11 

それ かも、 嗜き 

髙樹 の 樹 すゑ よ 

した \ り 落つ る 

夜つ ゆ も をの \ きて  

た さへ、 か-^ る 

折 に は、 身 に 入む を 一 I 

と 絶えて、 跡 の 


八 


ときめく 胸 の 寂び。 

棲 とる ^；; の 

しのび は、 墨染め の 

死 と こそ 響け、 

され ども、 しめ やぎて II ^ 

まさ 夢く る \ 

. 軋れば、 醉 ひご \ ち。 . 

手に 手に、 森 の 

香 を こそ さぐり 寄れ- 

一一 

褸 とる 君の 、 

別れ は、 燭臺 の 

火 は 燃え 行きて、 
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み つらぶ 

流る 蜜毈 の 

名殘 は i ゆり、 

その かみ、 水 1 に 

油の 玉の 

水溃き を おも ひ W の 1^ 


それ かも、 胸 の 

秘密 を あばかれて 

かば ひ も ^せす、 

こ.. -ろ は 引かれつ \ 

再び 會 はん 

たより の 無き が 如、 

まな 

わが 身 は 全く 

冷えた る うるし 闇。 


m 

0 


棲と る Sf5 の 

足音 は 野 狐の 

逃ぐ る， と 聽ゅ、 

リふ 

され ども、 慕 はしく —— 

おも ひ の くる X 

閉づれ ば、 きぬぎ ぬ の 

痛まし。 ふたり、 

世 を こそ 隔 つらめ。 

ゆ ふ 立ち 晴れ 5> 

御 空 の おもて をば、 

靑み は 重く 

電絲 に たるみ ぁリ。 

閻の盃 盤 


四 


み 中 ま る 
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すぢ 

その 線 づたひ 

は 露 ひとつ、 

に とまり、 

の 機 を 待たん。』 

ちいさき 胸 の 

きらめき 散らぬ gi を、 

『やよ、 待て、 しばし』 

と、 露の また 一 つ、 

『一 なる 女 魂、 

ひ K\ から 

なが 身 の 秘め 力 

許せよ、 共に 

短き ながめ ぞ や。』 u 

に たま  せ 

『二の 魂、 わが 脊、 


四 


君、 若し そ を 知らば、 

われら の 望み 

今 こそ 滿ち 足らめ。』 

渠等 は 、断くて、 _ 

ひとつに 煌めきぬ、 

落ちし は 二つ、 

消え 行く 元の 露。 

闇 中 悲歌 

ああ、 闇の 矢 よ、 

うつろ の 胸 を 射て、 

その 數 あまた、 

拔 きさす 餘地 も なし. * 

われ、 針ね すみ、 

闘の 盃 . 盤 


泡 第 九 卷- 

針 みな 逆 生えて、 

まろべば 深き 

痛手 の 疼く のみ。 

樂 しき 小 

その 影 晝の間 の 

光 と 消えて、 

こ-. -ろ は うるし 室。 

戶ざ せる 窓 の 

しめり は 黑 くして、 

嗜き に 乾く 

み たま 

御 露 の 見 ゆべ し fo^- 

苦しき 肉 の 

瘦ひ目 を しぼ. づる 


四 
5 


淚 や、 實 にも、 

やみ 夜 の 闇 映す。 

神ら は 亡び、 

望み も 失せし 世 ぞ、 

おのれ を 追 ひて 

生き 死ぬ 物 の 呼吸 I 

はじめの 呼びに 

ひそ  し." I 

潜める 獸 動き、 

次ぎなる 吸き に 

むくろ は 開けつ- -。 

ああ、 この 闇 に 

醒めた る われ は あり" 

刹那 に つ 2^  く 

死の 苦 を こそ 思へ：： 

闇の 盤 


五 
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隣り の 水車 

かたこと 絡え チ、 

わが 胸 深く 

悲 5^ を 刻む to 

に ほひ 杉 

大 谷川 行く 水 n  十く 

み そろ 

さそ ふと も、 こ 一尚ら、 

いや 增 しに さか ゆる 杉よ。 

數 數 百の 斡 は 

み やまべ 

御山 逢 の 坂と もろとも 

延び 立ちて、 御 やしろ 深し。 


く みたま 

奇し御 魂、 神秘 の 曲 を 

高ら 枝 の しげみ 蔽 ひて、 

鼻 さき を のぼる いし 段。 

つち 近く 人 は 這 ひつ \、 

いつまで か 嗜き さまよ ひ —— 

而も なほ あゆむ と 兒る や。 

思へ、 この 木々 の 親 さへ 

S 度 に は すでに 倒れて、 

その 影 を 奈落 より 引く。 

あし 

わが 足 の 音 とも 見えす、 

こつこつと 物 か の け は ひ I - 

闇の 1^ 盤 


四 
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た X すむ は 『をの &き』 なりき。 

によ はふ ちん u く 

時 こそ は 如法 闇黑、 

梅の 間 より 漏り： 分る 星 の 

光 とも に ほふ は 何ぞ。 

々や、 われ、 犬なる 人 か。 

ぉぞけ 立ち、 夜つ ゆ を 浴びて、 

だんごく 

暖國 の きざし に 醉 ひぬ。 

男 浪の小 刹那 

物お も ふ 

まなこ に 開ら けつ、 

寄せ 來 たる 


四 
へ 


をな み  こ ビ つな 

男浪 の 小 刹那。 

遠つ 海 の 

奥なる ひ^-き を 

揚 ぐる かや、 

寂しき 目の前。 

いと 白き 

うねり は I 力 ぞ — 

|円 よどむ 

そら を も 乘 せた リ。 

その 道 折れ 来て， 

お ほ 地 の 

闇の 盃盤 


四 
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み むね 

御^ を 打つな bo. 

その 音 は 

虚& を めぐ" て、 

わが 身 はも 

立てる は 釣り 殿。 

この 地球 

つち より 亡ば 5.-、 

なれ、 海 に 

^すらん 秘密 ぞ。 

わが 戀 を、 

はた、 わが 望み を 

はぐ i まん 


禱 

0 


冲べ の ふる 

いにしへ の 

テチス が 住 ひ も- 

寳に 今 は 

む そみ て、 わが 胸。 

吹き 渡た る 

大氣 に ゑぐ. WN て、 

しぐ くラ 

i を 

いだけ る この 生。 

湧き 返る 

いのち を 迎 へて、 

<ir こ- に 

闇の 1^ 盤 
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御靈 に 向へば、 

物 思 ふ 

まなこ に 開ら けつ、 

寄せ 來 たる 

►  ご ぜ つな 

男浪 の 小 刹那 

紅の 星 

闇 を 落ち： 米る 紅の 星 よ、 

枳 なく. 榮ぇ なく、 光 あらす • 

&くゎ ^ 

枯れて しぼみし 世々 の 地 I、 

繁く つ きて 目 をば 橫 ぎる。 


あはれ、 その 道 風 を 起し、 

音 は 遠き を 引いて 叫ぶ。 

畏怖 と 威嚇 は 渦と 殘リ、 

たま 

覺 めし わが 魂 夢 と めぐる。 

われ は 生々、 ここに 振 ひ、 

星 の 行く ゑ に 耳 を 開ら く。 

夢 はめぐ りて 

夢 は めぐりて 花 と ^きぬ、 

川 の つ- -み の 目 ざまし さ よ。 

<g,t5  よばね  . 

0 の 夜 羽根 は 水に 流れ、 

簡 の ^  0  四 三 三 
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錢る かすみ は 枝に ゆらぐ。 

示め せ 姿 を、 鳳の 鳥 よ、 

ゆ ふべ 見えし. は 尾 あ の 玻 ぶれ- 

われ は そのごと 常に 破れて、 

かをる 光の 裾に 迷 ふ。 

あはれ、 この 花 ねむる ままに、 

舂 と 散らば や 戀 も、 魂 も。 

のろ ひ 

君 より 得て し 

愛の 根 ありと せば、 


四 


わが 世 は E ぐに 

のび けん くるま 菊。 

K ある 方 を 

日な た i 向き 直 .cs、 

黄が ね の 花 は 

お ほ 輪 に ^きけん を • 

しのびの 魔 ゆ ゑ 

根 さへ も 拔き 取られ、 

つめたき 闇 は 

わが 世 を 飢 やす のみ。 

なさけ の かた ゐ、 

かたち を かき 消しぬ — 


m 
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氷 と 冷えて、 

のろ ひ は まと ふ， 

今 人妻 の 

苦しみ うべ なれ ど、 

み ごろ 

そ は 見 殺さん 11 

わが 身 の 苦 を 知れ や 

日 比 谷 公園 

あはれ は あれ ど、 

そと だに 近 よれす、 

としま 

年增 の 烕嚴 

噴水 あとに 消 ゆ。 • 


西 

六 


響く は かなた 

くわん がく 

管樂 オペラの 曲、 

いとしめ やぎて 

市中 を 雨に 呼ぶ。 

まつ もとらう 

松本樓 に 

あつ 物 すする 容 

顏 赤く して、 

-? さめ 

秋雨 醉ひ を 帶ぶ。 

日 比 谷 の 秋の 

香に こそ しのば るれ、 

かの まよ はし の 

ゑ まひ の おもかげ や..， 

闇の 整 


1 
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胸 にし 秘めて、 

公園 も あゆまる る 0 

見え 來ば 君 を、 

され ども、 11 に 吐かん。 

病 室 

あざけ. 《\ の 

あくま 

惡魔 ぁリ、 

かしら を 鋭つ と 目 は さめぬ。 

闇夜 なリ、 

しつ 

狭き 窒、 

枕に かよ ふ 息 ばか リ， 


四 

幅 攀 

A 


寢が へれば、 

いち 道 の . 

光 まば ゆく 輝きぬ。 

tV の かげ に、 

*J ひ 

わが 戀 の 

姿 も ちらと 浮びけ る。 

^か i 

束の間 ぞ" 

ただ しばし、 

思 ひ 出 こそ は 親し けれ • 

身 は やがて 

朽ち 行かん、 

ただ 惜 まるる 息の 色。 

闇の 盤  四 11 一九 


泡 ^全集 第九卷 

紫 に 

朱 を 點じ、 

そ はも 沃度 の に ほひ なる。 

, 枯れ葉 

たま  I 

枯れ葉 にも 魂 は ありけ る、 

靜 かなる 《41 を 花 ■ 

とりどりに 舞 ひつ、 纒 ひつ、 

音 をし のぶ 別れの 歎き。 

ti^ の 枝に さかりて、 

沈み 行く  二の 世 や いづこ。 


四 

四 
0 


闇 

の 

盃 
盤 


四 

四 


ひたり、 ひたり と艚に なづむ 

音 さへ おもき わが こ ろ。 

遠く 君 より 離れ 來て、 

さび 

暮れ行く け ふ の 寂し さ よ。 


中禪 寺に て 

黑く よどめる 水 の 

油 を 延べし 海 の 


ひとつ 枝 に またと は まじ を、 

親しみ は 苦の 穗す最 のみ。 


泡 鳴 全集 第九卷  四 四 一】 

舟 の 行く ゑ に 引かれて は、， 

わが 身 も 消えて 入る おも ひ。 

この 無言 

ああ、 もみ ぢ葉 は、 死の 川 

黑き に 染みて、 沈みけ り。 

その 黑 染め の 深淵 を . 

く 丈り 行き けん、 健す がた よ。 

世の 秋風 は 寒く して" 

手に ぼ 殘れる この ,lm。 

孤 寂 


(夫人 を 失へ る 人に 代リ て) 

庭の 青葉の 靜 かげ に 

呼ぶ. お あり と 立ち 出で ぬ。 

じ I- く 

呼ぶ 聲 a えす、 この 孤 寂、 

わが まぼろし は 破れつ > -。 

陰府 まで 嗜く 透き通る、 

ラら 

その 思 ひ 出 の 心な がれ。 

こすが た 

去りに し 花の 小 姿 を 

それ ぞ と 抱く よし もな し。 


闇の 盤 


四 
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海 音獨白 外五篇 

海 音獨白 

父 に は 捨てられ 母 に は 別れ、 

物 乞 ふ 袋 と 共に まろび、 

或 村 はづれ の 山 根 に、 ひとり 

あまち 

甘 乳の 流れ を 呼べ ど 出です、 

な-しま や』 しま 

稚き こ \ ろ は 七 島 八 島、 

伊豆 吹く いなさ の 風 を 痛み、 

を なみ 

どよめる 海邊 の 小浪 に つれて、 

消え 行く 身 なりき 11 今 は 昔。 


伊東 の 山腹、 さくら の 御寺、 

しょうげ. - 

松 月 院主 の めぐみ ゆたか —— 

三界 衆 苦 を敎 へに の みぞ、 

回の 1^ 盤 


こ やな 

べに 貝、 小 砂 の しめれる 道 を、 

かもめ の 足跡 かろく 踏みて、 

たまたま ぎ 行く 托鉢 和尙、 

我愁 と おのれ は 空し 眞袖、 

無 衣 の ひらめく 兩手 を 延べて、 

,  うづが ひ ぺに 

拾 ひし 珍 貝 紅 に あらす、 

つ ビれに まつ はれ その 世 を 叫ぶ、 

ああ わが 身 なりき —— それ も 知らす- 


四 
五 


泡 鳴仝染 第九怨  一 

その 寶 眷 めし は 海の ながめ。 ； 

相 模の灕 さへ 平らに 霞み 1 . 一 

しらほ 

白帆 の 孕みし 兒 かも 11 われ は： 

ど う  一 

あさゆ ふ 續經 の つとめ を 盡し、 一 

樂 しく わが 師 に つかへ たりき。 一 

四 

め. T はふけ *0 やう 

夜ごと に 持ち出す 妙：^ 華經、 一 

柔和 の 御言 葉 序 品 講す。 一 

われ、 その 御 St に 有 結 を 拂ひ、 ： 

諸 漏な き 阿羅漢、 時に 現す。 一 

沈思 の 被 岸 に 至れる 魂 は、 一 

され ども、 断くて ぞ つ かざりき、 一 

或 時、 あはれ や、 悪夢 の 如く 一 

わが 身 の 昔 を 知れば、 無恃 古。 一 


S 


忽ち、 胸 にも ぉほ浪 立ちて —— 

わが 身 は わが 師 の 賜び 名 なリ I . 

海 音、 どよ みて 狂 ふ は 血し ほ、 

ひそかに 念じて これ を 喝 せど， 

たと へば 1 あり、 迷へ る 衆生 

そこば く 百 千 浮ぶ 如く、 

悲痛 の 數々 俄かに 湧きて、 

わが 寂しみ こそ 深く 覺 むれ。 

今年、 殊 なる 彌生 を 迎へ、 

わが 師 の 親しみ さらに 增 しぬ、 

父 とも 思へば、 失せに し 母 の 

簡の 盤 


四 
四 
七 
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じう 

遠き に 住して われ を 呼ぶ か。 

あさ 起き 出づる や、 御 墓 に 詣で. . 

はじめて 名 乘るも なみだ ばかり 一 I - 

ひと- 5^ 

時し も、 かたへ に 瘿の 一枝、 

ぢょ 

わが 名 を 語りて ゑめ る 女 あ. 

渠、 その 初子 を 土中に 呑まれ、 

苦 愛 の 絕糸 に 引かれ 來 たる。 

朝 なり. I あらたの 光 も 添 ひて、 

御手なる 花 に は 露 を 帶 びぬ。 

やさ  く をん 

その 優 言葉 に 久遠 の 慈母 も 

斯 くや と、 わが 脈. 天 鼓. の 如く 

おの づと 打ちて は、 ぬく もる はだへ、 

血し ほ は いつしか 逆に のぼる。 


四 
四 
八 


A 

はう ぺん 

世 尊 の 方便、 藥 も 美味 も、 

この 毒 受けて は ちから 具せ す、 

戀慕 は 乃ち 渴仰 なれ ど、 

かの 女 は 人妻、 われ は 孤 露 ぞ。 

n 々、障子 の かげ より 見れば、 

. 夢路 に ^き 行く 普賢 菩薩 —— 

しづち 

ああ、 その 萨 散る 薄 くれな ゐ の 

ひとよ 

1 瓣 を なリ とも 門 に 追 はん。 

仁王 の 力 i ぶ も、 無形 の 魔 鬼 を 

防ぐ に 山な き 春 の II 舍ォ 

戀 ゆ ゑ ならば ぞ、 わが 撩く鐘 の 

闇の 1^ 盤 


四 

九 
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さか ひ 

ひ^1き は 笑 ひて 照らす 境。 

顰 ゆる 御寺の 柱に 寄りて、 

Mi の 香爐の く ゆり 聽 けば、 

おごそかなる かな、 わが 師 の おもて I 

！^なる 寂しみ 熱く 涌きつ。 

g 曰き に ^ゆる はう っ& か 夢 力、 

だ-つう 

まなこ を 閉ぢて も 開ら く 堂宇、 

左右 の 柱 は 照り 輝きて、 

その 火 は E 龍 の 憫^ つた ひ、 

ほのほ の 舌 もて 謓經 の 9 く.^ 

燒 くよ と 见る n や、 聲 を 擧 げす、 

戀 しの すがた は 眉 ii に 現じ、 

S を さ- -げて われ を 招く。 


四 

五 
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ダ チ ェ ー 獨白 

(シモ 11 デ. I スの 作なる 輓 歌哳篇 

の 面影 を © びて、 新れ に 作れる C; 

父 に 追 はれて、 ダナエ ー が， 

その 隱し兒 と 波のう へ』 

あまつ ゼウス を 箱ぶ ね に 

あこがれ 渡る この 戀 や。 

乾け る 土 を 盛りた る 身、 

沸き立つ 溆 に ひたりな ば、 

解けて 碎 けて、 おの づ から 

抱き 兒 の 寢がほ 見え まじ を I 

閻の盃 盤 


四 
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闇 と あらし の ：s: り來 て、 

安き 。は 所 H< の かたみ のみ • 

あはれ、 不安 と かなしみ の 

火 もて ほてれる わが 目 に は、 

』•  たか 

海 の ちから の 高 どよ み， ， 

遠く 燃 ゆる を 見し こ.^ ろ —— , 

ああ、 神 ゼウス 身に 觸れ て、 

もろき いのち は 見え そめぬ。 

もろき いのち の 見え そめて、 

朽ちぬ 榮ぇ ぞ うらみ なる • 


95： 


ああ、 0a や 天の 座 は 

高き どよ み に 乘り來 たる。 

この 兒 を 受けて" お ほ 御つ ま、 

御座 の ほとり に そだてし め、 

とこき よ 

なが 常聖 の 血す ぢ をば 

ァ ハヤ の 勇者 たらしめ よ 0  . 

朽 つる 宿 i の 身 なれ ども、 

こ \ に せめて の のぞみ あ hso 

聖き 榮ぇ の 照らす 間 ぞ. > 

この まぼろし の 見 ゆる 間 ぞ 
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まこと の 闇よ、 いざ、 さらば、 

その 手 を 延 して 來れ かし。 

うらみ と 歎き、 死と つち を 

この はこ 船 に くつ 返し、 

深き ひ 2- き を つた ひ來 る、 

熱 にぞ われ は 燃え あがり I 

ほのほ と 成りて、 まの あた リ、 

戀 しの 神 に したが はん。 

死 獸 

御 星 の 定め よ、 か 深き 森 の 


四 


樹の間 を 潟り て は、 ああ、 その 死毒、 

聲 なき 雨と や 射 そ X ぐ お.^ の 

1 つ に 當 りて 手 負 ひし 雄猎。 

ひそめる 生の 火 忽ち 燃えて、 

く  だ ま  ほ P ほ 

まろぶ は 奇し魂 11 怒り の 火熔。 

あらゆる 力 を まなこ に 籠め て、 

眞 やみ の 小 洞 を りて や 出で し。 

あま IS: り 立ち けん 火ば しら、 极 ょリ 

折れた る いき ほひ、 いち 時 は 1¥<喪、 

風 切る 響き を 喑 きに 引きて、 

ま 直ぐ に 驅け來 つ 開ら けし 枯野。 

あつ 

草木 の 觸る. - を 熱れ に 燒 きて、 

闇の 盃盤 


m 
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はてなき 大地 を た y 馳 せめぐ 

み そら 

t-s に k く その 星々 の、 

力 L ら に 迫ば まる 苦 を こそ 甚ゅ， 

おのれと おのれ の 苦 SS を 握リ、 

獵師 を 離れて 叫び は 悲し。 

いのち の 驅り輪 次第に 狹く、 

その 身 を かこ ひて つ ひに や 逝け る。 

ゆ ふべ の 戰ひ 破れし 武者 の 

あした や、 死の 床 しら 露 しと ど。 

s> は. 

牙齒 持つ むくろ の 毛 も 逆立ちて、 

見よ その 烕， 喊 は ^1;^ と 冷えぬ。 

人肉 狂寶 


四 

五 


『肉 を 買へ や、 赤き 肉 を、 

むすめ 

われ は 娘の 肉 を 持てり。 . 

肉 を 買へ や、 人の 肉 を、 

われ は 娘の 肉 を 賫 らん。』 

『あはれ、 翁よ、 その 籠 に 

なまち 

盛りた る 肉 は 生血 鐘る。 

いかで、 翁よ そ を 持ちて、 

人 の 子 肉 を 寶 ると いふ。』 

『遠く 放つ 砲の 彈 丸に、 

子等 は 打 たれて 早く 亡び、 

近く 寄せし いくさ 人 に、 

妻 は 犯され、 耻ぢて 死にぬ。 

闇の 盃盤 


PI 
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『淸 の國 に 政治 あらす、 

じラ 

民 は 野に 伏す 獸の 如し、 

ゐ て 

利器 を 夷狄 運び 来たり、 

あはれ、 自在に 狩りて 慕す。』 

『さらば、 そが 爲め、 生き 殘る 

娘 や 切りて 寶 らんす る。』 

『さなり、 家 の うさぎ さへ も、 

擁く その子 の數を 計へ、 

子等 の 日 々に 減る を 見て は、 

殘る 一 つ を 食 ひ 隱 す。』 

ケ も 0 

『それ は 毛 物よ、 人 ならば、 

稱 ふる 道 の あるべき を。』 


四 

五 
八 


『正義 何ぞ、 平和 何ぞ、 

われに 何等の 致す あらす。 

北京， 政府 弱き ばかり、 

かれ 等 おのれの 烕 をば 振 ふ。 

.『 肉 を 買へ や、 赤き 肉 を • 

われ は 娘の 肉 を 寶 らん。 

いまだ 曾て 穢れ なき を、 

われ は 殺して 刻み 持てり。』 

< る 

『なれ は 狂へ り、 いざ、 今 を 

. 行くべき 方に 從 へや。 

こ- -ろ 求む る 物 あらば、 

來 りて 告げよ、 わが 陣 に。』 

闇の 盃盤 
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『旣に 愛しき 妻子 あらす- 

のがれ 行くべき 穴 も 失せぬ、 

！  たこく： b と 

飽くを 知らぬ 他 S 人 に 

之し 與 へぼ われ は. 足らん。 

『肉 を 買へ や、 赤ォ肉 を、 

われ は 娘の 肉 を 持て リ e 

無辜 の 民 を 屠る 上 は、 

人の 肉 を も 來.=^食へ。』 

-firj や- r しゃ 

『來 れ、 狂者 よ、 その 口 を 

つぐみて われに 從 へや。 

いかに 狂 ひて あれば とて、 

わめきて 泣く を 許され じ。』 


四 

Q 


『何ぞ や 11 野邊 を 走る 水 の 

光る つるぎ に 身 を も 召す や 

肉 を 買へ や、 赤き 肉、 を 

さらば この 身 も 共に 行かん- 

凱 旋 兵 

『i^n 子 よ、 あはれ、 八幡、 

無事 に 歸り 来し か』 と、 

母が 熱き なみだ の 

0 は 消えし その 跡 11 

『われ も 母 ぞ、 うらみ や， 

& しき 娘 失せたり、 

淸き 肌 は 裂かれて、 

闇の 一 ^盤 


四 

.1^ 
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耻ぢを 陰府に 寄せた^。 .  一 

かしゃく  . 

『思 ひ 知れ』 と、 苛責 の  一 

杖 は 重し その都度、  ^ 

燃 ゆる まなこ ありあり   一 

これ ぞ , せる 家づ と。  一 

こんび ら  - 

『君よ、 あはれ、 金 比羅、 

つ、 がなくて 斯 くや』 と、  一 

妻が 能む る なさけ の  1 

姿 消えし その 跡 一 I  一 

『われ も 妻ぞ、 うらみ や、 .  一 

ちから なくて この 罪、  一 

戀 ふる 人 を 隔 ちて、  - 


こ\に 陰府 の わび 住み • 

『思 ひ 知れ』 と、 苛賫 の 

と Ij 

聲 は 近し この 褥、 

闇に 滿 つる 密 の 

悔ひ ぞ 深き 胸底。 

むしろ 毛 物 なりせば、 

それ も 常の 快樂、 

なまじ 勝ち に 狂 ひて、 

餓ゑ を滿 てし 罪惡。 

劎 を 拔 かば、 まだし も 

血液 と 朽る 小 あし 手、 

弱き ま \ に ひそめて、 

閻の盃 盤  四 六 三 


バ 


泡泡佥 染 九^  四 六 四 

墓 に 追 ひし おも ひ 出。 

心の 臟 に からみて、 

無辜 の 民 わざ は ひ、 

兩の肺 に すがりて、 

無 ig! の k 等 の 歎げ かひ • 

つ V  くろけ む 

砲の 陣 は、 黑烟 

消 ゆる までの 込み合 ひ、 

これ は、 血の 輪 つぶつぶ、 

刻 を きざむ 戰ひ。 

し V- 

火矢 の なやみ 頻 りて、 

敵 は 胸の 奥 なり、 

かしら 觸 る-. - 枕 に、 


黉 むる 聲 あ tov-- 

ひとり ft  f 

夢 は殘す 人 妻、 

ほてる 目 をば めぐ. CN て、 

正 jg  照らす 胸隈。 

强き 神 を 脊負 ひて、 

われ に 放つ 矢の 數. I 

荒れて 廣き 心 野 に、 

S ほ またも 叫けば す。 

00 毎に わが 身 の、 

苑 を ぼ 受 くる 苦しみ、 

0 を 斷っ に 從ひ， 

0  0  0  a 
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さと 

罪 を 悟る 悲しみ。 

この 身、 粉末 に 碎 くも、 

I つ 毎に 口 あり" 

わが 血、 石 に こ ほる も、 

ひと 輪 毎に 耳 ぁリ。 

ぢょ 

かの 女 逃ぐ る そ > 時、 

お ほひ 得た る 衣 なし、 

斯くぞ われ も 追 はれて、 

隱れ 行かん i4i なし。 

いのち 外 に 拾 ひて 

歸る 道の 萬 歳、 

暗き 窒 に わが 身 を 


四 


今や ^ふ 生涯。 

朱のに じみ 

い ネ みし 

あはれ、 翁 の 入れ墨 師、 

しがめ る 額に 目 は 燃えて II ^ 

闇 に は あらね ども、 

I て 

提に 反く 暗き 窒。 

身投げ 娘 の おもかげ を 

こ ぽリ  さ 

小 針 の 尖に 思 ひ 出で I 

導 面壁の 

せ-  きぬ 

赞な は、 衣な き 玉の 肌。 

衣な き 脊な は、 妹 を 

闇 S- 盃盤 


四 

ハ 
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きざむ に つれて、 痛み 行き I • 

斯くて も、 『わが is^ よ』 の 

戀 しき は 聽ゅ なお。 

失せに し 人 を 追 ふ 罪 の、 

楽しき 胸 を いだきつつ —— 

忍ぶ は 戀の苦 か、 

ぴぢ ごく 

まざ まざ 浮ぶ 阿 鼻 地獄。 

『父よ、 お 房 の 罪業 は、 

斯くて わが 身 に 引き受けつ J — 

翁 は 答へ なし、 

ただ 差す 墨 の 句 ふ のみ。 

靈 ある 針 の 走り 彫り、  , 


八 


成れる 姿 は 活き活 き と I - 

*!> マ-やう  め がみ 

裸 形の 女神 なり、 

じ や- リ 

情 に は 滿 つる 肉付き や。 

ま ぶ- C 

目 紫- g と 17 に 朱 を 入れて、 

さながら 元の 兒 は 生まる —— 

翁 は 脫み 詰め、 

『淫 ®』 と ばかり 篤り ぬ。 

兄 は その 頸 ふり 向けて、 

若き 血し ほ ぞ 亂れ ける 1 . 

口 づけ したる 者、 

"ひと J- 

父の. 眸に 燃えて 見 ゆ。 

あけ は にじみて 脈 に 散^、" 

簡の返 盤  四 六 九 


泡 鳴 全 » 第九卷 

心 ひて 息 經 へぬ I , 

翁 は 怒りつつ、 

のどぶ 《f 

おのが 喉， 成 つき 剌 しぬ。： 


四 

七 

0 


0 黃 金 


鞍馬 山 さか 路 を くらみ、 

耀； あかり 樹の間 を 漏れす _ 

そびえ 立つ 絡 壁 の うへ、 

谷 深き 闇 に 臨みて 

耳 澄ます 六部 の すがた。 

み やま 

草 も 木 も 眠る 深山 や， 

夏の 夜 の 風 は 高 ぞら、 

寂と して、 森 の した、 り、 

滴々 と 落つ る 響き を . 


-ヒ 


0 まで も .s 乂 ちて や #4> る ひ 

ヒ 1 ぶ 

ある は、 又、 遠： K く あら，. i:>、 

お ほ梳 の ほづ梭 に gtes、 

その 枝 と 戰ひ 過ぎて、 

いま H に 共に 語ら ひ、 

や なみ 

山维浪 起す を 聽 くや。 

ある は、 又、 つけ 狼 ひ 

岩が 根 を 傳ふ つま 替 —— 

さりと て は、 こと も いぶかし、 

脊 なる 厨子 下に おろして、 

『人 あ. と ffl を のぞきぬ。 


『ああ、 されば、 この 谷の 底、 

なれ は 今 棄て兒 に 等し、 

年 は まだ 二 七の つぼみ、 

持て 纖す 花 と は 成らで、 

^き 出で し 遣 ^ の やま ひ。』 —— 

『その 病 癒す 爲め なり、 

「しばらく」 と 母が 御言 葉、 

四 五日 の 儘へ 給 ひて、 

十日 こそ 旣に 過ぎ つれ。 

身 は こ- >f に 縛られし ま > -。  , 

やくそく 

『約束 の 迎へ 来らす、 

わが 心 うれ ひ に 堪 へや。 

起たん にも からだ の 繩目、 

闇の 盃^  四 七 111 


ii 第九卷 

た 手 のみ ゆるみ 殘れ ど、 

わが 口 に 邇ぶ糙 なし。 

や レ& 

『われ や、 かの 病める 瘦犬、 

かへ り 見る もの なく も、 なほ 

家 戀し、 山 は おそろし。 

されば こそ、 聲 を 限りに 

R を 叫び、 夜 を 歎き つれ。』 

『うべ や、 なれ、 いづこの 子 ぞ』 と、 

ろく ふ 

ふ 六部、 答 ふる をと め， 

『わが 家 は 11 語る も つらし ，1 

大阪 の 藥師 なれ ども、 

さ. S- う 

今 は 京、 鴨 川 づ\ み ！ー 


ほ 

七 

卯 


f 四條 橋、 人 こそ 通へ、 

うはべ のみ 映る その 様 

.! ^はみ づ 

パ水 と 淸き を きそ ひ、 

S すべて つれな く あれ ど、 

母 のみ は しか ある まじ を —— 』 

『さて、 父 は 如何なる 人』 と 

問 はれて は、 たど 淚 のみ、 

『ああ、 君よ、 父 あ. けれど、 

五六 年 母 に 去られて、 

その 故 を われ は 知ら じな。』 1 1 

『大阪 に 11 もとは 藥師 の I 

その 父 の 里 を 知る や』 と、 

かれ、 今や すま ひ 正せば、 

闇の 1^ 盤 


セ 
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うろこと 

『うは 丈み の 鱗 取り な rts、 

大峯 の 奥に』 と をと め。 

むすめ 

『されば なり、 わが 娘 よ』 と、 

手 を 投げて いだき 締めたり、 

『なが 母 は わが 連れ添 ひ ぞ、 

十 年の 仲 を 棄て、 又 

いまし を も 減 ぼさん とす。 

(を とめ子 は 驚け る Q み。 

『聽 け、 しばし、 かれは つれな し、 

斯 くまで と 知ら ざり ける よ、 

人 の 忌む 因果 の やま ひ、 

おのれ のみ 隱 さんと して。 


四 
七 


is 


『七重、 只 重、 かたき 圍み を 

やすらかに その 柵 の うち、 

なまぐさき 夜風 しのびて. - 

こんじき 

金色 の うろこ I.!;;, 〈る わざ ii , 

樂 しき は、 戀 ゆ ゑ なりき。 

i の藥 なり とて、 

こ を 寶 りに 齎らす 毎に、 

かね よりも、 はた 器具 ょリ も、 

閱の盈 盤  四 七 七 


『その 昔、 われ は 國栖 人、 

さんじよ- ジ 

三 上 の 奥に 笛 吹き、 

うはば み の を 覺 まし、 

の 香に 之 を 招きて、 

黑 がね の 柵 を 卷 かせつ。 


泡 鳴 全集 第 九 3^  一 

なが 母 の 若き すがた を 

うつ  W 

目に 映す、 これ、 さち なリき 0 

『I 二と せ 覺め、 三と せ もだえて 

まちびと 

町人 の 口 にも のぼ リ、 

かな  一 

わが 思 叶 ひて 見れば、 . ？ 

その 藥 服す る もの は  一 

戀ひ 渡る わが 妻 なりき。 一 

『斯くて しも なれ は 生れて、」 

卜 まで は 無事に 育て ど、 ，一 

子に も そ を 飮 まし 置かん と 

われ を また 山に 遣 はし、 一 

その 跡 に かげ を 隱 しぬ。 j 


四 
七 
八 


『無情 とや、 罪 とや 云 はん。 

(子の かほの 壌れ は 搖 りぬ。) 

『され ど、 わが 長の 戀人、 

この 數年、 行く ゑ 尋ねて、 

うじ や 

信 もな き 行者 の よそ ひ。 

『がわ 里 の 深き 森 かげ、 

さ < 

黑 がね の 柵に 寄り 來て、 

味 i« の 香 を 聽く うはば み や、 

ごと  けづ 

それの 如 身 を 削られて、 

なほ、 われ は 戀 を 追 ふなり。 

『ある は、 この 山 を 一と 越え、 

えんじゃ 

あなたなる 緣者 にも や と、 

さか ぢ 

夜 を つぎて 坂路 を 来た. =s、 

闇 © 盃 盤 
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なが 聲 を 聽き 得た る こそ 

望み ある 手づる なり けれ。』 

『ああ.' 父よ、 なつかしき かな。 

この 上 は、 憎まる \ とも、 

母 に 行き、 母 と 住ま はん。』 — 

ば 

『愛しき 兒 よ、 とく 谷 を 出よ、、 

負 ひ 1^ 子 に 入れて 蓮ばん。』 

三 置 ひ 厨子 

『ああ、 など か 見る も 物憂き- 

五と せ を さりし この 厨子。 

古お にし は 五と せ なれ ど、 

之 を 負 ふ 行者 の よそ ひ、 


四 
八 

Q 


四 

A 


戀 に 醉ふ 靈 に は 添 はす。 

『ああ、 など か 見る も 物憂き、 

五と せ を 古り し この 厨子。 

古り にし は 五と せ なれ ど、 

百と せ を 戀 ひも 渡れば、 

とこ 若 の 心 に 添ば す。 

『ああ、 われ は この 厨子 負 ひて 

古り 行かん 身なら ざり けり。 

その 重み いと 1! ら ぎて、 

わが 體 は 血し ほ に 踊り、 

わが 心 いのちに 溢る. り 

r 最早 や われ 六部 に あらす • 

^の盃 盤  . 
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いつはり の 行者 に あらす 1 

信仰 も 爲 さぬ もの に は、 

8 の 一 部 も 何ぞ。 

怫像 の 薰び も 何ぞ。 

『戀 のみに われ は あこがれ 

その 戀 を またも 得ん とす e 

失な ひし もの を 求めて、 

それに また 行きて 會 ひなば 

戴き物 すべて 無 なれ や。 

『闇 照らす 力 も なくに、 

&世音 谷 に ころげよ、 

その 底 に 千と せ を 消えて 

なほ 浪み あり とし S は r 


四 

八 


\ ^しき 兒 の 身が はり と せん。 

『來 たれ、 兒ょ、 すでに、 この 爵子、 

まやう 

經 くさき 箱 に は あらす。 

五と せ を戀の ぬくみ に 

あた 乂 かき 胸の うち なり — , 

なれ を 乘せ、 母 に 運ばん。』 

四絕 望 

鴨 川の 水い と 淸し、 

あさゆ ふ の 夏の ながめ や、 

よしあし の 映る ま-. r なり 0 

され ど、 かれ、 晝 を い 避けて、 

夜 こ \ に 厨子 を おろしつ • 

閽の IS- 盤 


八 
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左右へ の 觀音 びら き、 

出で 來し は 菩薩 に あらす、 

『父上』 と、 西 を ゆび 差し、 

『かしこなる 堤 の ひか p、 

それ ぞ わが 母 の 圓窓。 

『わが 身 先づ 吿げ來 たらん』 と， 

その 庭 の 垣根 を 入りて，、 

をと め はも おどろきに けり  

おのが 身 を 山に 運びし、 

さか 

その 人 は 母と 滔 ほぎ。 

『け ふ を また 醉 ひて つぶしぬ I 

いろ 戀 の 深き を 見ても、 


6 


寶、 に われ は 京 の 染め 屋』 と. 

こん *; 

紺 染め の 手 は かきいだ く 

白玉 の ほそき 腕く び。 

『こよ ひ をば こ-. T に 送りて、 

あす は また よその 花 I 水め I , 

わが 包む 兒 をば 如何に』 と、 

白き 手 を 邪險に もぎて、 

母の 顔 窓に 向 ひぬ。 

力げ なる は かしら 引き込め、 

その 答 ひそかに 聽 けば、 

『世の 戀 に 兒は 付き物 ぞ、 

5 ま  ナ  さ 

生れな ば、 また 棄て 去りて、 

なが 見目 の 若き を めでん o』 

闇の 盃盤 


m 
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を とめ子 は 驚き 怖れ、 

川ば た に 走り 来りつ • 

ちちう へ 

『父上よ、 如何で しのばん， * 

われ は、 かの 谷 に 歸 りて、 

死ぬべし』 と、 泣きく づ ほれぬ。 

『左まで 母、 無慈悲 に あら じ • 

われ、 之 を な ためやらん』 と、 

いけ 垣 を 入れば、 聽 ゆる 

うらみ 聲、 『なれ こそ 憂 けれ， 

遺傳 をば 人に 隱 して。』 II 

『そ は つらし、 よし 隱す とも • 

知ら るれば、 かの 兒 の 如し • 


八 

六 


その 父 の 阈栖の 山人、  • 

むはば み の うろこ 取り を も 

とく 棄て \、 なれ を 戀 ふなお。』 I , 

『その 戀 も、 黄が ね の うろこ 

飮 まざれば % る 日 あらん。』  

『いな、 われ は 飮 みしに 等し、 

たま 

身 も 魂 も 斯く 燃 ゆる を』 と、 

相いだ き、 口 相 吸 ひぬ。 

うろこ 取り、 ただ 怒る のみ、 

之 を 避け、 歸り 来たりつ。 

『愛しき 兒 よ、 われ は 一 一た び 

やまと  み やま 

大和なる 深山 の 住ま ひ、 

森の 香 を 寧ろ しのばん。』 II 

闇の 1^ 盤  四 八 力 


泡ぬ.^ 第九卷 

, *  くわん o ん 

= ^はた の 觀音 びら き、 

また 人の 菩薩 を 閉し、 

その 父 の 脊な に 負 はれて、 

行く 道 の うらみ も 重く、 

み やま 

深山へ と 閬を 消えた リ。 

S 水晶 洞 

大和なる 大臺が 原、 

森の 香 や 深き に 凝りて、 

W 野 川 流れ そめたり。 

その 岸 を のぼり 登れば、 

梵字 以て 手引く 洞 あ 


その 洞 に 入る こと 一 里 


t なか 


水晶 の 眞中 を うがち、 

ち お 

なみ 奧に 流る &  4^ 河、 

くろみ づ 

黑水 の 響き も 高く、 

死の 川 の瀨 にこ そ 似 たれ。 

地心 より 流れ 來 たりて、 

地心へ と またも 歸 るか。 

ぉほ鱺 の せまりた る 底， 

囂々 と 闇 を 振 ひて、 

その 響 逃ぐ る 口 なし。 

この 水 に 手足 ひたせば、 

手の 先 の 痛み も 亡び、 

つま 先 の 傷 も 癒 ゆる と、 

闇 の 1^  0.  ^A^. 
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あはれ、 また、 かた ゐ の 人 は 

からだ を も がび に 來 るな リ。 

く  ぴと 

國栖人 の 娘 も、 こ \ に 

全復 のい のり は 久し、 

され ど、 かれ、 壌れ 增 りぬ、 

兒 を 棄 てし 母 を 棄 てし 兒、 

父に さへ やま ひ 移して。 

く  ま ひと 

あはれ、 わが 國栖 の 山人、 

つ ひに この 御 洞 の あるじ * 

うは f み の體を 振へ ど、 

また ^!1ふる うろこ の 如く、 

< つ 

朽る身 に 戀 のみ 光る。 


m 水 

mt 晶 


その 光 いや 若 やぐ を 

形な き 手 に あつめ 昆 よ _ 


そな 


との 輿 の 闇に 供へ て、 

の 壁に かがやく、 

の 火に こそ 勝れ • 


身 は もとの 六部 に あらす、 

つど ひ來る 人 を 計へ ど、 

皆 共に 顔 は むらさき。 

その 數 に 妻 も まじりて、 

兒 の そばに ある を も 知ら じ 


簡の盃 整  四 九 f 


戀の しゃり かう ベ 


はしがき 

無形 律詩 ミ して 口 SS の 散文詩 .i* 齊き初 めた の 

は 僕であった viK つても いい。 が、 この 意^ 

で 饑のぁ >j ^追って 來た もの は »VJ 無 か つ 

た 0  、、ミ さらに 無形 ん "出さう >J しても 六ケ 

しい 見えて だ。 僕、.^ かかる 散文詩. 曾き 一切 

めた 同時に、 、、の 散 § の 心持ち .，5^ 小 

說に擴 張 出^る ミ考 へて、 剖 作の-方 丽 では ミ 

うく  r:s 界 に别れ る辭」 まで 隶：： いて 專ら小 

說に向 ふやう になって しまった。 憐に 取って 

は、 この 明治 四十】、 二、 三年 Ss;s:fs5 めた 

笫五詩 m は 詩- VJH-yJ のし ゃリ かう ベで もる。 

が、 その 常時 IT かおの づ から！.： 活躍 させた 日 

水 の 無お の 音？ 化に 添って、、 れ., ^請んで 突れ 

る讀 者が 少しで ももら ば、 徵の本 黨 は、、 ： 

過 、ない ので ある。 

大： 止 四 年 二月  泡鳥讖 
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死 外七篇 


一 胸の きしめき 


どラ *9 


時計の ちくた くが 自分の K 悸と なって 響いて 來た。 

すると、 今まで、 どこ だか 知れない 

暗い 海の &^^ぉで、 大きな 輪が たに 漕ぎ ま はされ て ゐた 身が- 

身 と 共に とまって 明るい ところへ つれて 行かれる。 


それ は 廣ぃ 野 邊だ. 


夢に 花が 1  大き、 花に 夢の かをり、 

かんばしい 風に 吹かれて 浮き は ^ij、 

遠く ひろがる 眼路の 末に 

ゆらぐ は 木の葉。 

その きらめく 蔭 から、 跪れ だか 知れない 人の 

みづ く 

水 汲む なつかしい 音が 聽 える。 

あんなに 樂 しい 世 なら、 

く 

？ fC とい ふ もの は なかった だら うに —— 今一度 

あの 井戸 に 行きたい、 

あの 水が 飮 みたい、 

あの 水で 持ら へた 酒が 飲みたい。 

ここへ 來 たの は 間遠 ひで あったら しい。 

かう 思ったら また 急に 闇の 崖 

戀 のし ゃリか うべ  四 九 £ 


n 息5^ 女 

0 子- 房 

0 

の の 
、 聲 聾 
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うつらく の 胸 さきに 迫って 來て、 

息が 詰った の は 底 も 知れない 虚空に 落ちて 行く の だ。 

『あ！』 と、 思 はす 聲を 擧 げたら、 

『あなた、 あなた！』 と 

『しッ かりなさい！』 と 

かしらに 娘、 右に は 

その他 2 人々 も ゐる らしい。 

矢ッ ばし 井戶 端の 窒に 苦しんで ゐ るの だ、 

聲も 出ない この 朐 の きしめき！ 

ちくし *. ラ 

畜生！ 

わが 身の こと を 云って ゐた のか、 

今 聽 えた 葬式 準備 の 話？ 


け ふに 限って はッ き， 聽 える 

f  0 寺の 本|^薦 の t^«。 

どこの 大工 だら う ！ IS おらし い、 

かな 鎚を 使 ふ 手が なかく  I： いて 

あの お 寺の 和 何も 

年来の 素志 を 爲就げ る の だ。 

あたらし いのが 出浓 て、 

tQ いのが 取り こわされたら、 

リ つ 

さぞ 立 澱な 見えに なる だら う 0 

翱尙の 胸の 様に おだやかな , 

il©L ゃリか ラベ 


泡？ 四 カズ 

お .  し，；？ どう 

也で i は ： 家いで る だら う .！ - その 新 堂が 映ったら 

わが 家 の 二階 から も 見える . 

この 世の 外の S 氣櫻！ 

吉公、 しッ かり やって 吳れ。 

トン、 トン、 トン、 トン、 ト トン！ 

トン、 トン、 トン、 トン、 ト トン！ 

かな 鎚 の 音 11 

どうして . け ふ は 聲が 暗い？ 

どうして け ふ は 響き ばかりが 近いの だ？ 

くぎ  k 

わが 耳 に 釘う つ ので は なから うか、 

この トン、 トン、 トト ン 0  

あ！ わが 身 は、 もう、 ^尙 よりも 早く、 

別な 新築に 遺 入って ゐ るの だ。 


わが 棺 の 惹に 釕 うつ ひびき！ 

三 火 葬 

燃える わ 燃える わ、 

石油に 火 を つけた 樣だ ！ 

ぼう/ \ と 燃える 音 ほ  - 

どこから も 逃げる 道が な 5-- 

このまま 立ちはだかったら、 

不動の 神 力 さながら だら うに  今、 

あ ふむ 

狹く、 固く かこんで、 仰向けの 

わが 身 を 燒く 火 は —— 

のし ゃリ かう ベ  Br.^ 九 
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ま わた 

1W める せいか 11 風 を つつむ 赤い 眞綿 だ。 

^に 靈 なる ものが あるなら、 

見えぬ 文字の あぶり 出し 日 記 も 出よう に — 

見えぬ 字 も ない、 感じ も ない、 

熱く も なければ、 痛く も ない レ 

生きたい と もがけば こそ 熱い いのち I . 

ああ、 今や、 宇宙と われ. と が 全く 

燃え 靈 きる 時が 來 たの だ！ 


曰 


二つ 十日 間 は 日夜 父の 看護、 

十日、 十五 日 問 は 父の なくなった 跡の 始末- 


僕 自身 も 早 や 一段 低い 

夢の 世 に 落ちて 行く 氣が して、 

むな 

手 は 空しい 物 を 握り、 

足 は 签 しい 物 を 踏む 樣だ。 

からだが 何となく 輕く なって、 た わい がない々 

ふらりと そとへ 出る と 

. ,  ゑんに も 

お 地藏 さま の 緣日 だ。 

戀 のし ゃリか うべ 


4 


5  r 


僕 は がッ かり 勞れて しまった。 

墓と 死と 死の 國と に 

餘り あたま を っッ 込んで ゐた から、 

陰府 の 臭 ひと 勞れと が 一緒に なって、 

鼻 さきに ちらつく の は うす 13 い 神經 だ。 
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夜 ぞらを 赤く 照らす 露店の ランプ、 

いくつ も いくつ も かさな リ 合って、 

遠い 樣な、 近い 樣な 光が 

數 多く 僕の 目に じて 來る。 

僕 は 足 もとが あぶなく なって、 

その 光 の 範圍へ 踏み 入り かねた。 

およつ と 

鳥渡 踏みと まって， 

からだ の 釣り合 ひ を 取って 見た。 

S.V  , だう 

大道が 僕の 足に こたへ て 來た。 

もう、 大丈夫 と、 歩み 出す。 

あめ 屋 が ある、 きんつ ば屋 が ある。 

おもちゃ 店 が ある、 古本 店 が ある。 

不斷は 氣 にも とめなかった 物が、 皆、 


五 

〇 


不 hh5 議に おもしろく ッて たまらない —— 

丸で 新ら しい 世界 だ。 

いそがしく 働く  m: を 轄 じて、 

並んで ゐる 植木屋 の 前 を 通る と、 

父 在世の 時 は 緣： w の ある. 度 毎に 

ここ いらで、 好きな 植木 を ひやかした 

然し、 もう、 その 人 は ゐな いの だ。 

ぶんと 燒き鳥 の に ほひが して 來た。 

何だか 喧 つて 見た く なった ので、 

その 店 の うしろへ ま はった。 

嗜ぃ 陰 から 

明るい 大道 を 見て ゐる と、 

戀 のし ゃリ かう ベ  五 0 ョ 


出て 來て、 

の だら うと 思 ひ 出した *、 


ぞろぞろと お ほ 歸の 人が || つて 行く。 

その 中に ，まじって、 翻 拔 けて 1^ の 髙ぃ、 

立涯な 白轉 の 老人 の 

いそいで 行く のが 見えた P 

とつ 

『おや、 お父さん！』 

僕 は これ を 口まで 出さない うちに、 

僕の S しかけた よろこび は 

すが ほ 

その ス の うしろ 姿と 共に 消えて しまった 9 

庭木の 刈り込み 

父の ^^に 大攀に された 庭木 を 

僕 は 唐ば さみで 刈り込ま うと した。 


0 

m 


まだ 時期が 早い と 妻 は 云った。 

然し、 僕の 胸の 樣に 

欝々 として 繁 つて 來る 庭木 を 

そのままに して 置けば、 

害裔は うちそと から 陰欝な 聽 だ。 

うす い ま はり. 緣 の 隅に しゃがんで， 

うす 喑ぃ 心の 目 を 放っと、 —— 

： ふ づき 

時 は 文月 だ、 ！！ 

物憂い 梅雨 間 の 晴れ 曰、 11 

梅の 木 ながの 靑葉 は、 

重い 雨に 幾た び も 打 たれた 爲 めだ、 

黑 すんで、 

少しも 冴えた 光が ない。 

戀 のし ゃリ かう ベ 


五 

0 
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目 を つぶって 

考 へて ゐる 樣な その 枝葉の かげに， 

父 は .as  口 ひげ を ひねって、 

つぶだ 

4 母 年、 粒立つ 木の 寳 を 仰ぎ見た の だ。 

僕の 子供の 時 も かれは さう で あった、 

近年 も 亦 さう で あったらう。 

ぼう-つう 

, ^ころが、 僕の 諳 方 を 放浪して ゐる うち、 

いつのまにか 父 は 亡くなった。 

否、 亡くなつ たの では ない、 

僕の 記 臆と なって 拔け 出た の だ。 

最後の 二十日 間、 

朝に 晚に 看護して ゐた の は、 

僕の 疲れた 神經の 一 端に 觸れた 


3£ 


も^け の 土 くれで あつたの だら う。 

どうも、 この 薄暗い 樹 かげに、 

かれは、 見えない が、 

まだ 立って ゐる 檨な 氣が する。 

それ は 死の かげ かも 知れない。 

と 云 ふの は、 僕が 多年 

生活に 疲れ、 奔走に 疲れ、 放浪に 疲れ、 

生の 苦しみ —— それが いのちで あった II 

父の 趣て た 家 を 譲り受けた 氣 持ち は、 

1 肩 おろせた だけに、 

いよいよ 死に 近づいた 様で ある からだ。 

庭の 木 を 刈り込む 樣な こと は 

夢にも 見なかった 初めての 經驗 だ。 

戀 のし ゃリか うべ 


§s  &九卷  五 〇 八， 

はしご を 梅の ぎに 立て かけて 

なかば それに 攀ぢ 登った 時、 

馴れ G 爲 めに 

あたまが ふらふらして、 目 まひが したが、 —— 

元來、 僕 は！^ を 家と する 筆の 人 だ、 —— 

こんな 植木屋 の 眞似を する 樣 になった の は、 ， 

し& -5 こ 

隨分 氣の ゆるんで 來た 詩據だ と おもった。 

費に 僕 は 疲れた 者、 倦 じた 者" 

刹那の でも ぐッ すり 一 安心 したい の は 山々 だが，： 

あん ぢぅ 

然し また 死人の 安住 は 得た く ない。 

睡ぃ 様で 覺 のて ゐる 祌經の 働きが、 

地上 を 離れて は、 1* 

もくぜん 

僕の 目前に ちらついて 見えた。 


ズさ i?c^  Id i ^^r^JA [ !  < Ic 画"  1   L ! 

. 新 らしい 樣な 而も 古く さい 樣な 感じが、  ^ 

黑 すんだ 靑葉 から つたって 来て、  一 

俊の 使 ふ はさみ の 音に 聽 えた。  ： 

一 

ちょきん、 ちょきん！  一 

また ちょきん、 ちょきん！  " 

何だか、 僕が 自分の 身 を 切り 縮めて ゐる樣 だ。  一 

そして、 また、 固い 枝 を はさむ 時、  一 

顎 を 明けて はさみ の 手 ごた へ を 受け、  一 

しッ かりと 宙に 齒を かみ 合 はせ た。  一 

^  一 

亡き 父 が さう いふ 時に いつも さう した の を 思 ひ W し 

僕 は ぞッと した。  二 

ぷ 

死人が 僕の 身に 乘 りうつつ て、  一 

戀の しゃり かう ベ  五 0..？ 
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俟の身 を 刈り込んで ゐ たの では なから うか？ 

ハン モ少 

熱くて 溜らない 日が 

嚼んだ 氷の 様に 身に しみ 込む 頃 だ、 

i なつ 

M 夏の {4! に、 

蝉の 藤が じい じい 

僕の あたま を 资ぇ くり 返す。 

廊下の 柱と 柱と に ゆ はへ て 

低く 釣した ハン モク の 中で、 

僕 は た わい もない からだ を 、 

た わい もな く 横た へた。 

わか 

^分の からだ のか、 何だか 分らない おもみが 


左右に 榣れ て、 * 

あり も しない 風 を 待って ゐる。 * 

と 思ったら、 突然、 自分 は 百 萬 年 以前 

丄咼ぃ 木 の 枝に 眠る 猿で あつたと 云 ふ考へ が 浮んだ。 

きの ふ は 旣に 前世界 だ 11 

ゆ ふべ、 高い とこ. ろ から 落ちる 夢 を 見た の は、 

ま， では なぐ、 ® 際 * お ほ 昔、 

生ひ繁 つた 深 森 の 

枝から 枝へ 渡る 時に、 

あやまって  . 

すべり 落ちた 記憶で あらう。 

今 落ちない の は 思 だ と、 

そら 

仰向いて 空 を 見た。 

戀 のし ゃリか うべ /  五 1 1 
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淺ぃ ひさし と それに かぶ さって ゐる 

庭の 松の木 との 問から、 

熱した お ほ 空 の 廣 がりが 迫って 來二、 

こ f 

僕の 呼吸が 苦しく なった。 

前， 界 から 生活に 疲れて 

ハン モク の 中で， 搖られ て 

自分 の 身が おもた 過ぎて 

なん 

何にも する 勇氣が ない。 

このまま 死ねる なら 死んでも いいが、 

み れん  じんせ S 

さりと て、 また、 * 練の ある この 人生。 

いつまでも 眠って ゐられ る ものなら、 

死んで しまう のと は 遠って 安心 だら うが 

さう さう、 永遠 まで 


来た 身體 が、 

ゐる 稳だ， I 


五 

■r 矗 


賴 みの 綱 は 朽ちないで ゐ なから う。 

と、 どこから か 羽根が 生へ た 檨に、 

僕の 考へは 百 萬 年 以前 から 

百 萬 年 以後に 飛んだ。 

<ぅ さ-つ 

くだらない S 想 だ と 思った が、 

何だか、 酲 めて ゐて、 おそ はれる 氣 持ち だ。 

夏の 蒸し 熱い 呼吸 は、 

乃ち、 の 呼吸で あった。 

ああ、 金が 欲しい！ 

僕 を 解して 吳れる 女が 戀 しい！ 

大 i を 爲 たい！ 

いい 句 を 得たい！ 

さまざまの 考 へが 一時に 浮んで 来て、 

戀 のじ ゃリ かう ベ  五 S 
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蟬の聲 に 不安の P を 添へ た。 

ハン モク は 實に 不安な 住 ひだ、 

ぶらぶら 動く たんびに、 

僕の 胸 は 息詰まる 思 ひ！ 

僕 その物 

いろんな 思想が、 

書齋の {全 中 から、 

鉛の 彈丸を 降らした の だ。 

それが 熱い 間 は、 

お ほ 粒の 露の 樣に 融けて、 

僕の からだに 氣 持ちよ く しみ 込んだ が、 


冷めて 來 たら、 

あたま から 先づ 重くな り、 

精神の 働きが 殆ど 全く  I  き顯 する。 

管 持つ 手が 働かな く なり、 

からだが 意久 地な く 小い 火鉢 を いだく ♦ 

う U 

，きたく も M 

横に なりたく も ない。 

そして、 障子 を 以 つて 圍 まれた この 書齋、 

『趣味』 やら 『早稻 田 文擧』 やらが 散らばって ゐる 

目の くもりと 4^*^、 

ラナ 

薄ぐ らい ゆ ふぐれ が 押し寄せて 來る。 

目の 前の 電燈を ひねる と、 

僕 は 十六 燭の 光に 堪へ 切れない、 

戀 のし ゃリ かう ベ 


I^i お 九 # 

息 詰る 檨な 氣が して 1 . 

よくく 疲勞 したの だ 11 

ふらりと 僕 は 家 を 出る。 

うすら 靡い 道路 を 電車に 乘 つて、 

はこ 

蓮び 切れない 重荷 を 揮ば せる と、 

わか 

自分で 自分の ゐ どころ が 分らない。 

外套に くるまつ たの は、 

船の 冷たみ、 

重い 足の 下から がゲ くと： 

車の きしめき が 懷は て 淞^^、 

抵抗力の 拔 けた 全身 を しびれさせる • 

僕 は 留守で あった， か 0^* 

それとも また 夢 を 見て ゐた のか？ 
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いつのまにか 日 比 谷 を 過ぎて 

湖ば た を ■J:v て 

お 堀の 水が 明るい め. で (五 時 過ぎ だ) 

ふと 氣が つくと、 

向 ふの 石垣の 上め 松の 枝 を よけて、 

み fo  .i ろ  そら 

水色の i41 に 

かか やて ゐ るの は 三日月 11 誰れ の 姿で あらう！ 

寒い のに 颠 へて 

あくび を したと いふ またたき、 

倾 むいて ちらく する 光 は、 

(鉛， の それ だが) 

僕の 經て來 た 疲勞の 生涯 を 

そのままに 活かして ゐる。 

戀 のし やり かう ベ 
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みづ くした S を、 nr 

衰弱の したたり ——til の 光線 I - 

夢中 の 輝き —— う つつの 力 1 . 

思想の 彈 W は これで あったらう！ 

そら 

書齋の S は ここで あったらう！ 

，c  ほ 9 なか 

寒さうな 掘 中の 水面に も 

あつたかい 血 は 通って ゐる のか、 

As わか 

常 若の まなこが 開ら けて、 

僕の ゐ どころ を 映した かと 思へば J 

rfu*^  さ へ 

太い 電信柱に 遮ぎ られ て、 

その まぼろし は 消えた I . 

電車 は がう， （-. と 進行して ゐる" 


五 
八 


然し 進行 しないの は 僕 だ、 

水面め まぼろし を 追 ひたい、 

三日月の 光 を 見て ゐ たい、 

そして 書齋と 思想と を あけて は ゐ ない- 

否、 僕 その物 は いつも 僕 その物 だ。 

寒 月 


含- CN じ やう 

宮城の 黑ぃ 森の 上に 

圓ぃ 月が 出て ゐる、 幽 震の 樣 だ- 


熱 もない 錫の かがやき. 


燒き盡 す 力の ない 

S ごく 

地獄の 火に まと はれて、 

僕の 靈が 浮び 出た ので あらう か？ 

戀 のし ゃリか うべ  五一 九 


泡 鳴 全集 第九卷  ； y 

靑ぃ 影 ー つめたい あら はれ！ 

死の 光！ 無 感覺の しるし！ 

僕に は 殆ど 關 係が ない。 

然し 雹 取が. 進行， て も、 

月 は いつまでも .mffi. の 窓 を 去らない。 

見つめて ゐ ると、 

つめ 

そ 〇 疲れと 冷た さが 段々 

僕の 身に しみ 込んで 來て、 

ナみ 

車» の 隅に 小く なって ゐる 僕の か 集が、 

あたま から つま 先き まで、 

外套の 短， かさ を. 感 i,? て ゐた。 


五 

0 


1 一の しゃり かう ベ 

『お母さん！ お母さん！』  一 

と 云って、 死んだ もの を 呼ぶ の だ • 1 

僕 は ぎよ ッ として あたま を もたげた！ 

一 

病人 を 見る i、 仰向いた まま、 一 

久し振りの 優しい &笑を 浮べて、 一 

目 は つぶって ゐる。  一 

しんとして、  i 

よ か  〕 

嵐 一 匹 騷 がない 夜中、  一 

豪 ランプ の 光に  一 

時計の ちくた く ばかりが 明らか だ。 一 


at 


泡 鳴. K 集 第 九 翁  五 ニー t 

その こまかい 確かな 刻み、 

それが 僕の 脈 博に 傳 はって、 

快樂の 夢 は 羽ばたき を して 過ぎ行き、 

をづな  ，  > 

心細い 執着の 緖 綱が 身 を 引き^め る。 

死にた く は ない、 

離れた く は ない、 

然し この 執 $55! この 苦痛！ 

きの ふ は 罪 だ、 良心が 責める、 

然し その 良心 も 亦 罪で あらう — - 

男性に は まだし も 堪 へられよ うが、 

この 無 邪氣な 子 を どうしょう！ 


どうせ 死ぬ ものなら， 

悔いな く 恨みな く 苦み なく 殺したい。 

しんとして、 

外に は 何物が 窺って ゐ るか 分らない。 

『ぉ啦 さん！』 と、 また 輪廓の ぼやけた 一 聲、) 

瘦 せた 顔に 微笑が なほ 更ら いぢら しい 0 

夢 を 見て ゐる らしい ので、 

こころみに、 

その あつたかい 胸 から 

僕の 腕 を や はら かに はづ すと、 

逃げる もの を 追 ふ 樣、 

急に S を 攫んだ。 

戀 のし やり かう ベ 


五 


li  f 卷  五 

『しィ ちゃん！ しィ ちゃん！』 と、 きかに 呼んで 見た が、 

覺 めようと も しない。 

僕 も 考 へた、 呼び 起して 苦痛に 返す よりも、 

る , 一く 

死. ぬまで かう して ゐ させる 方が まだし も 功德 だ。 

早く 出來た 子なら、 

僕に は 總領娘 ぐら ゐに 當る ^さ だ、 

無病 息災で あった きの ふ は、 

だ だ を 接た こと も ある、 

泣いて 無理 を 云った こと も 思 ひ 出される。 

そして 今や、 

ネゃ うま 一つ  . 

ただ その 衰弱と 狂妄 との 喰 ひ 物に 

僕 を 引きつけ て 置く の かも 知れない • 


過ぎ去 CV た 快， 幾 は 

現在の 僕 を 滿 足させる に 足りない  

執着 は もはや 愛で なぐ、 

僕 も 亦 .{III 分 0 苦痛の 鉢ば を 求めて ゐ たの かも 知れない- - 

じうせ い 

ラシ ブの 光に 獸 性の 目覺 め、 

(そ^も やがて 肉 その物の 腐 騙に 包まれて 行く の だら う 0) 

をん な 

俊の 手足に 女の 存在 を 知らせる の は、 

旣に 僕の 病毒 を 多く 運ぶ 

あくけ つ 

その 悪血の あつたかみ ばか hv だ • 

Af 棄 てた 女 • ， 

妻子 を 離れた 男、 

翁の しゃり かう ベ  五 二 五 
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(ふたりの gi は もとの 他人 だ。) 

あかる へ や 

明き 屋 同前の 二階、 

燃える ままの 光、 

(すすけた 肉 は 腐って 行く。) 

快楽の ほ とぼりが なくなる に 從 つて、 どうせ 死んで しまう 僕 等- 

苦痛の 中の 快樂も (なくなれば) ー歷 强ぃ 死 だ。 

ただ それまでの 連繽 一 I 刹那の 衰 M —— 

時計の 音の 刻 一 刻 は、 

二つの しゃり かう ベ を 並べて k むの だ。 

ね どこ 

抱き合った 寢 床の うち、 

互 ひの 口 は 


天井に 向って 白い 息 を 吐き出して ゐる ー 

演 說 

演 擅に 立って コップに 水 を つぐ、 

Is..- やうし 

その 水の 中 を 凝視す ると、 

男女 聽 衆の かほが ほが 一 つに 映る、 自分の も 映る- 


恐怖と 意氣 込みと は その 水の ぁぢ だ、 

一く ち 存 むと、 

興奮した 祌經が ひやり として 靜 まる、 

そして ピストルが 今にも 響いて 來さ うだ。 

その 水の 中 を 凝視す ると、 

男女 聽 衆の かほが ほが 一つに 映る、 の も 映る 

戀の しゃり かう ベ 
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聽 衆に 向って 演說 する のか、 

また コッ. Hat 向って する Q. が、 

ほん だん 

いづれ とも 賴斷が つかない。 

〈コップに は 大きな 耳が ついて ゐる 樣な氣 がする。) 

聽く も cy. に は 聽ぇ るの だ、 

聽 かない ものに は 聽 えない の だ、 , 

いつのまにか ォスカ ワイルドの 話が 

僕 その物 を 說 いて ゐる。 

場， は ひッ そり して、 

人々 の 息の に ほひが や はら かに 

僕の 鼻 さき を 夢の 樣に なでる の だ。 

ガラスに 映る だけの 世 は 賴母 しい、 

は れつ 

(が、 然し、 そこに 破裂 も あらう。) 


ち / 

毒 か 藥か 分らない コップの 水 を 凝視す ると、 

與女聽 衆の かほが ほが 一つに 映る、 自分の も 映る 


11 のし やり かう ベ 


玉 

• 廳 

九 


泡 鳴. 0s 

甲 州の 印象 


もう. 暮れて 行く 甲 州の 山々、 

富士の いただきが 先づ 隠れる、 

その 手前 の 一 列が 隱れ る、 

その また 手前の 列が 隱れ る、 

この 數 列の 連山が みんな 見えな く なって、 目前に 

田と つづく 眞ッ黑 な 森 も ない ほど、 

灰色の 蘭が かかって しまった。 

i§ は 家の うしろで 無論 見える 紫い が ない が、 

左り は 赞子 峠の 山脈 も 薄らいで、 


き 

p  II  * 


やど 

宿の 裏庭に 近い 笹 やぶ ばかりが 黑ぃ。 

右の 後ろ手 から は、 甲府の 方に 走る 山が ぼう ッと 

お ミぅし 

あたまが 見えない 大 牛の 脊の 檬に 横た はって、 

その 脊の 骨ぐ み だけ は 薄く しめ ッ ぼい 輪廓が ついて ゐる 

あ をた 

かう. 云 ふ 山々 の 間に 見えた の は 廣ぃ 野、 靑田、 

遠い 正面の 山 ふところ から かけて、 その 麓 まで 

しゃ だう 

昨年の 水害の 跡、 赤 禿げの 山腹、 白び かりの 砂 道、 

今年 またの (夜 あけと ゆ ふ 暮には 銀河と 見えた。) 

朝日 ゆ ふ 日の それに きらめき 映る 流れ。 


なほぐ さ 

凉 しい 夏の 風に 浪 打つ 四方 一 面の 稻 德草_ 

AO 若い 時 を その 目 ざまし い 綠に 見せて、 

お ほ浪の 樣に 搖れ るの は 僕 等の 心、 

戀の しゃり かう ベ 
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戀の 不安 は この 廣ぃ I： 海に 浮んで ゐる、 

《但し、 僕 等の 不安に 底の な いのは、 

§ 結ぶ 地の 底が 見えない のと 同じ 樣 だ。) 

この 海の 岸 近くに 11 しィ ちゃん も 覺 えて ゐ よう. 1 小 SJf 一 

1%? ろ  さく t 肩 

稻の 葉浪に 見え 隱れ て、 その 栅內 で、 

.  ひた  ナ. c*.- う 

永に 浸って 喜ぶ 水牛 か 何 かの 様に、 

親 牛 小牛が 澤山 遊んで ゐて、 

. 時々 もラく 嗚 くの は 丁度 僕 等が、 

% きづ ま 

葡の 水ぞ こに 息 詰って 懸命に 

救 ひの i や； 氣を 呼ぶ 樣だ、 (しィ ちゃん、 

僕 等に も かう 云 ふ ことが 度々 あるで は ないか？) 

また 鐵道 線路 に 桑畑 I— かう 云 ふ 現 はれ は すべて 

め い さう 

やみ 夜と 瞑想と の 服に 消えて 行って、  " 


動く もの は ただ 僕の 心 ばか 

^り殘 された 旅 は つらい もの だ 

しィ ちゃん までが ゐ なく なった の は 丸で 閬。 

らんかん 

その 闇 を 攔 干に もたれて 見入って ゐ ると、 

末 も 分らない 今 も 分らない 一 すじの 黑ぃ道 を、 

黑ぃ 影、 喪 I を 着て 通る 影、 

無-百 (僕 は 半ば つんぼに たった、) 沈默 (僕 は 物 を 云 ひたく ない，..》 

悲痛、 苦悶、 死 などの 靈が うつ 向いた まま 

とま 

しくし く 泣いて 通って 行く。 

よくよく 寂しい と いふ こと を 覺 えたの だら う、 

戀 のし ゃリか うべ  五三-一 


泡 鳴 全 築 ^九卷  五三 四 

誰れ も 相手に する ものが ない の だ。 

渠等も その 前世で は 世の 人々 の 爲 めに 絶叫し、 

その 意見 も 吐露し、 その 議論 も 戰 はした の だが、 

相手が 分らない ので 根氣 負け をして 喪服 を 着けた。 

それが また I 人 k り、 二人 減り、 三人、 四 人 減.^、 

黑ぃ 道の 黑ぃ影 は、 草葉の 露が 朝日に 當 つた 様、 

みんな 無くなった。 では、 もとの 見えない 光 か？ さう ではない 

死と 云 ふ ものが 渠等を すべて 呑み 下 だし、 

いち 度 產れた 兒等を また 一!^1んでしまぅ 

ひそ 

鬼子 母 神 の 腹の 樣に、 秘んで ゐた 死の 影が 

ふく 

段々 犬き く 脹れて 來て、 僕の 闇に 合した。 

その 闇が また 僕 自身と ん：： したので、 


S5 ッ 暗な 死 は 戀、 しィ ちゃんの 亡くなる 時 だと 思 はれた。 

(ことわって 置く が、 しィ ちゃん、 君の 生きて ゐる間 は 僕 も 死なな，. 

い。) 

三 

さう いふ 寂しい 0, 11 霧が 深い 11 の 中から、 

しめ ッ ぼい あかりが 一 つ またたいて ゐる。 

牛小屋に 遠くない ととろ だ。 

その あかりの またたき に は、 しィ ちゃんが きの ふ 

汽車で ス テ.. 'シ ヨン を 立った 時の 伏し目が 思 ひ 出される、 

(しィ ちゃん は 僕に 別れる 時 目が 潤んで ゐた の だ。) 

別れ は つらい、 戀も つらい、 その つら さ を 知って ゐ るの だら う。 

戀の しゃり かう ベ  五三 五 
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あかり は 今 しょ ぼく 泣いて ゐる。 I 

女 だ、 男子 は 決して 淚を 見せない。 

その あかりが I— 居据 つて ゐ るの だが —— 動く 様で、 

ちらく して ゐる 間に 少し 大きく なった 氣 がする、 

闇の 中に たシた 一 つの 慰め だノ 

恰も 消えない 露 —— 日輪の 光 を 賽 間から 一 身に 吸 ひ 込み、 

よ  さわい ち 

目 くらの 夜 を 澤 市の 妻 となる 氣だ らう。 

(僕が 若し 全く つんぼに なったら、 しィ ちゃんが 僕の 耳 だ。 > 


その 露 ばかりの 光 を 慰めの 衣に、 

む ごん 

小牛の 聲が 無言 を 破って 聽 える、 

何だか 求める 物が あるかの 樣な うなり 聲 だ。 


一度、 二度、 三度、 四 度、 五 度、 

小牛が 鳴く に つれて それが しめった ランプ の 

聲に なって、 ゃッ ばし 同じ 濕ッぼ さ だ。 

ランプと 聲、 慰めと 求めが 一つに なった の だ、 

戀と 不安が 合體 したの だ、 

しィ ちゃんと 僕が 同じ おも ひに 浸された の だ • 

去年の 水害に、 鐵 橋の 破 壌、 

、二し ちく 

田地、 道路、 家屋、 人畜の 流出、 

さんろく 

山麓の すべり 出し、 大 岩石の 移轉 *  . 

川 流 沼澤の 滅却、 奇變 11 

やま 津浪の 猛烈な 勢 ひに、 

戀の しゃり かう ベ 


五 

七 
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或 郵便局 長 は その 妻子の 

氏名 を 手足に 縫 ひつける ひま さへ なかった。 

すべて こんな 物語り を聽 いた 日 だ、 

今まで 晴れて ゐた 空が 午後 から 曇って、 

富士の 方面 から 段々 の 大風 雨、 

雨 は ちぎって 投げる 檬 11. お ほ 神 鳴り も ，聽 える。 

急し い 雨 あし は 四方の 山々 を 閉ざす、 

宿の 女中 共 は まだ 時で もない のに 雨戶を 締める 

晝 g を 殆ど ッ 暗な 闇、 

くっせつ 

之 を 時々 破る の は お ほ稻妻 の 屈折 1 1 

ぴ かり！ ぴ かり！ 

また、 びかり！ ぴ かり！ 

あ ひだ 

その 明滅の 間に しか 

萬 物と 僕 等と の いのち は なかった の だら う。 


然し、 戀の つづく 如く この あらし も つづいて、 

ほんとの 夜に なった 時 は まこと 僕 等の 世界 だ- 

あらし は ふたりの 枕 もとに 響いて、 

k らく 

物凄い-奈落の 眠り (これが 戀の 心 だ) を 實 現した。 


えう こ よ 

字宙 莴物を 無にした 妖女 は しィ ちゃんだ、 

影 も 形 も ない 肉の あたたかみ、 

之 を 抱擁す る 心に は 底が ない。 


M 


汽車 は もう 幾た び も 往復した、 

再び 會ふ まで は 僕 は その 11 數を かぞ へて ゐる だら う < 

戀 のし やり かう ベ  五三九 


0 
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あ ひだ 

往き にも 田の 間で 白い 煙り を 吐き、 

復り にも 亦 同じ ところで ぴィと 鳴る、  - 

その 笛と 白けむ とで い、， P も しィ ちゃん を 思 ひ 出す。 

しィ ちゃん、 君が 出發 して から 急に 稻の 穗が 出 だした 樣だ、 

氣が つかなかった の だら う。 一 ー 然し 汽車の 笛と 道と は變ら ない が- 

田 を 渡る すす 風 は 四 五日 來 大分 

ひィ やりして 來て、 ゆ ふべ から 降リ つづいた 秋 さめに、 

僕 は もう 蚊屋 を 楚 はれ、 窒には 障子が 塡 つた。 

きの ふ まで ふたりで 親しんで ゐた 窒が 

丸で 初對 面の 樣で、 柱の 姿兑に 映る 僕の 顔 も 

何だか 他人の 樣に 瘦 せて ゐる。  -ィ ちゃん の 留守 を、 

戀の 寂しみ と 一 緒に 秋の 景れが 舞 ひ 込んで 來 たの だ Q 


ゆ ふべ も さう で あつたが、 今夜 は 更ら に. 寂しい、 ？ 

あす は 尙 K ら だら うと 思って 床に 就く と、 

掛 つて ゐる ランプが 田の 中の 一 つ 火の 樣で、  一 

镜の 心の お ほ 闇に 小い あかり を 得た だけ  一 

却って 求める ところが 多い。 11 小牛の 叫び は 腹 わ の 一 

中から 聽 える。  一 

いつ 又 しィ ちゃんに 會 はれよう？ 

もう、 一 一三 日、 ——  ： 一 

千 萬 年 も 隔 つて ゐる 様 だ。  一 

これが 戀の 時間と 里程 だか 知らん？  一 

六  一 

t ィ ちゃん は ゐる 間に 發 熱して 三十 九 度 二分の 熱、 一 

戀 のし ゃリ かう ベ  一一 
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それ を 射 i して ゐる 時 は 心配で あつたが、 

然し また 忙しく ッて、 寂し さ を おぼえなかった。 

僕 は 獨 りに なって から、 

直ぐ 下痢 を して —— 氣 候の 變り目 だ — 

けさ 膳に のぼった . 物が 全く 喻 へない ので、 

今更ら の 如く 秋の 寂し さ を 覺ぇ 出した。 

きの ふ は 蚊帳 を 楚 はれ、 

まま 

け ふ は 障 千が S 《つた 窒、 

左右 を 返り 見ても ほかに 息す る もの は ない 


五 四 二 


火 を 吹き消した 簡 S  . 寢床を 拔け 出て、 

僕の たまし ひ は 軒下の 小 流れに 浮び、 

ちょろく  5 ふ 音と 共に、 (僕 は まだ 一方の 耳が 聽 える、) 


,mQ  M ン 中へ —— 曾て しィ ちゃんと 散歩した あたり まで- 

行って 见 たの だら う、 ぼんやり 歸 つて 來て、 

無言で 僕の 胸に 這 入る 黑ぃ 影が 見えた。 

何物 だら う？ 僕 は かう 質問した、 (自分の たまし ひ を 

忘れて ゐ たの だ。) 然し その 姿 を 闇に 見失ったら、 

急に 僕の 體內に お I 曰 の 檨な 悲しみが 涌いて 來て、 

胸の 裏が はに 苦痛 を 產 みつける ものが ある、 

(しィ ちゃんに むしり 取って 貰 ひたい。) 

然し その物が 黑ぃ 影 だ、 たまし ひだ、 

みやげ 

生命 だ、 態 だ、 しィ ちゃんの 置き土産 だ、 

それが また 僕の 詩歌 だ  -ィ ちゃん、 

が ゐな いと 歌 は いくらでも 出來 ようが、 

さて" 僕 は いつまでも 君と 離れて ゐ たく ない。 

のし ゃリ かう ベ  五 四コー 
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驢 けれ、 驅 けれ、 汽車、 

僕の むくろ を 乘 せて 驅 けれ、 

僕の 戀と たまし ひ と を 乘 せて 

しィ ちゃんの ところへ だ、 I— しィ ちゃん にだ！ 

俟は 今 理想家 だ、 

しゃり かう ベ の 樣に 碎 けて、 その 手足 の 様に、 

くわん せつ 

からだと 心と は 別々 に 關 節が はづ れてゐ る。 

さんや 

しィ ちゃんの ゐ ない 甲 州の 山野 は、 ああ、 厭 だ、 

昔の 骨 壕ッ原 か 鳥邊野 だら う ♦ 

迪 かに 去れ、 速 かに 退け、 この 荒凉 たる 死國！ 


南に そびえて 無言、 沈默、 

灰色の 空に 黑ぃ 輪廓 を 書が く の は 何 だ？ 

富士 11 これ やがて 僕 等の 努力と 熱心 と を 

無と 無自覺 と に 葬って しまう 墓 じる し、 

萬 人 を 臨兑 壓迫 する 高 津械、 

殘 酷な 奥津域 だ！ 

その他 大小の 山脈、： 連山 も 

.  ひるま 

狹 苦しい 晝 間の 光に 限られて、 

小い 宇宙の 棺に 死んで ゐる、 

活氣が ない、 奮發が ない、 無心 無熱 だ、 

(僕 は しィ ちゃん、 日 よ も やみ 夜が 生命 だ。) 

そうぐ わい  ぁをヒ 

窓外に 開ら けて ゐる I 円. 田、 桑 w、 

あ ひだ 

その を くぐって 行く どぶの 樣な 小 w、 

戀 のし ゃリか うべ 


五 
四 

五 
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昨夜の 雨に 力 を 得て 

はち切れ さうな 粒 を 誇る 葡萄畑、 

しィ ちゃんに よく 親しんだ 町の 子供、 

しィ ちゃんの 廂髮を 笑った 村の 百姓、 

それら も 何 だ？ すべて 死の 喰 ひ 物 だ、 

すべて 死の 硫黄 じみた に ほひが して 来る。 

驢 けれ、 汽車、 速 かに しィ ちゃんに、 

僕 は 臨時の 理想家と なって (僕の 心身の 

關節は しゃり かう ベの 手足の 樣に はづ れてゐ る、) 

さんや 

速 かに この 死國の 山野 を のがれたい の だ。 

がッ たん、 がッ たん、 がッ たん！ 

また がッ たん、 がッ たん、 がッ たん！ 

その 音が 急に 僕の 今 ぼんやりした 胸の やうに 眞ッ喑 になって、 


鳴り 頻る 祌 鳴りの 樣な 響きが して 來て、 

^んら » 

(僕が いい 方の 耳 を 押さ へれば、 の 音に 聽 えた、) 

あせって ¥) 中の 僕に は、 餘り 思議 だ、 - 

汽車 は 跡 IB^ り を して ゐる 1 ！ 

僕が しィ ちゃん を 追って 逃げる のに 氣が 付いて 、残酷な 死が 

俊 を 途中に 引きと めた の では ないか と 思 ふ とたん、 

ぴィと 汽^が 鳴って —— トンネル を 一 つ 出た の だ —— 

また 別な トンネルに 這 入って 行く。 

こッ そり 忍んで しィ ちゃんの ふところまで 行く の だ と 思へば、 

追ッ かけて 來る ものが ある 檬で、 

さんや 

甲 州の 山野 は 勿論、 

中央線の トンネル だらけ も 何だか 物凄い。 

I 緒に 来た 時 は 夜で 氣が 付かなかった が、 

戀 のし ゃリ かう ベ  五四セ 
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有名な 描 子 トンネル に 死の 壓迫 を. 七 八 分 一 I 

それ を 出てから、 例の 流れ出た お ほ 岩 その 高さ 

拾 間 ほどの が、 川で もない お ほ 川 跡 の 眞ン 中に、 

或 神社の 流れ出た のと もろとも、 

とろが つて ゐる のが 見える —— ゃッ ばし、 死の 遣が！ 

八 王子へ 來 てから 生き返った 様な 氣 がする 11 

死の おそれ は なくなって、 僕の からだの 節々 に 

いのちの 氣が 循環して 來て、 

理想家に 段々 生きた 肉の に ほひ と ぁッ たかみが して ゐる。 

戀ょ、 しィ ちゃんに 近づいた の だ！ 

驅 けれ、 汽車、 速 かに、 

僕の むくろ と たまし ひ と を 乘 せて 驅 けれ、 

冷たい 死と 孤獨と を 離れて、 

ぁッ たかい 死と 孤獨 との 東京に、 


町と 人家、 人と 友人に 滿 ちた 寂しみ に 

苦悶 苦闘の 生涯に、 

肉と いのちの かをり ある 死に、 

肉靈 合致の 孤獨 に、 

ああ、 しィ ちゃんの ふところに 1 


戀 のし ゃリか うべ  五 四 九 
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樺 太の 雜感 

一 汽 車 

闇夜 を 横切って 

is- 北の 廣 野に 出た 汽単、 

いつのまにか 僕 は 

靑ぃ 夜 あけの けしきに 目 ざめ て ゐる。 

光 も 靑ぃ、 野 も 靑ぃ、 

窓の がらすに 垂れろ "お 露の 名 殘りも 青い 

© 分の がく 息 も 靑じ 様 だ。 

すると、 僕に は 大きな 靑大將 が 

大# を のた くって 行く あり 樣が 浮ぶ。 


五 
五 
Q 


がッ たん、 がッ たんの 音が 慣れ ッ こに なって、 

疲れた 神經を ますく 鈍らした の だら う、 

餘り 耳 ざ はり に は ならす、 

却って それが、 土地と 氣 候の 變 化に 添 ふ 

僕なる 物の 脈搏 11 身う ちの 脈搏 I -の 

辦ッ こい のた くり としか おぼえられない。 

僕 は その ぬた くりで 進んで 來た、 

g がと 追想と 多くの 山河と を 通り過ぎて 來た。 

そして、 その 疲勞が さう した 色と 感じ とに 出た の だら う- 

トンネル を 這 入って また トンネル を 拔 ける とたん、 

ふと 窒內 を 見れば、 

昨夜 來 話し合って 來た 婦人 客が、 

これ も 亦 靑ぃ 顏を して、 眠って ゐる。 

戀 のし ゃリか うべ  五" コ 一 


二 乘り 込み 

海上に 合唱の 聲が 聽 える、 - 

はしけ 

僕の 艘は それ を 目が けて 進む のお。 

夜の 海上 は うす 氣 味が 惡ぃ、 

自分 は どこへ つれて 行かれる のか、 

聲 ばかり を 追 ふて ~ 

海妖の 國に 至る 檨だ。 
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『もしく、 あなたの 降りる 場所が 來 ましたよ』 と、 

呼び 起して やる さへ 不快な 程の 顔つき だが、 

さて、 その 女が 身づ くろ ひして 降りる と なると、 

僕の 脈搏が それだけ 減す る 檨な 氣が した。 


五 
五 

II ま 


碇舶の 帆船 や、  - 

大小の 汽船 や の 間 を 縫って、 

膳の 音が ぎう/ \ と 進んで 行く。 

どこまで それが 行く のか？ 

ただ 合唱の 聲が 

赤い 舷燈の あがる ところ から 聽 える のが 分って 來た。 

『髙砂 丸、 お客さん だよ。』！. 『おう。』 

そして、 浪の 光 を たよりに 僕 は 無言で 

巖 丈な タラ プを のぼって 行き、 

簿嗜ぃ 客室に 下 だると、 

急に むッ とする 臭 ひだ。 

そして、 例の 合唱 は 

戀 のし ゃリか うべ  五 五一 一一 
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自分の 胸から 響く のに 思 はれる。 

初めは ただ ゎァく 云って ゐる ので あつたが 

よく 聽 くと * 

段々 秩序が ついて 來る。 

コ ラサ ァ とも 聽ぇ るし、 

ャレコ ラサ ァ とも S つてる 檫 だし、 

また ，トッコ イシ ョ とも 響く。 

コ ラサ ァは ニー 名の 聲 だが" 

、ド ッコ イシ ョは 多くの ものが 出す らしい。 

順序 づける と、 

コ ラサ ァと 低く 出て、 

ャレコ ラサ ァノ で あがり、 

ドッコ イシ ョと 非常な 力が 這 入る 


五 
五 


mifi そ 
底！ れ 


繰り返して、 

荷物 を 出して ゐ るの だ。 

コ ラサ ァで 引きす つて 來て、 

に ぐち 

ャレコ ラサ ァノ、  * トッコ イシ ョで 荷 口へ あげる。 

重い 物 は 条激 に、 

長い 物に は ゅッ くりした 合唱 だ。 

ャ、 レ、 コ、 ラ、 サァ ー ノ ー、 ドッ、 S ィ、 ショ 1-ノ と 云 ふ ゅッ たり 

した 聲で 

細長い 材木が 出る の を 兒て ゐた 時、 ふと 氣が 附 いたの だが、， 

に ぐち 

荷 口に また 一人 ゐて、 

出た 荷 を 悠長に 數 へながら、 

はし ナ 

ヒト -'、 フタ ミィ、 ョ ー と、 そとの 脬に 渡して ゐる。 

そして、 w び、 コ ラサが 重さう に 出る と、 

ャレコ ラサ ァノ、 ドッコ イシ ョ とい ふ 强 力な 響に 

戀 のし ゃリ かう ベ  五 五 五 
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ヒト ー、 フタ..、 ミィ とい ふ 悠長な 聲が 却って 反對の 大 調和 を 

保つ の だ。 

それが、 聽き 且 見て ゐる 僕の 心に、 

そのまま しみ 込んで、 離れ 難く なって 来た 3;、 

合唱隊 は 別々 に 分れて、 

もう じ 4- 

亡者の 如く ゐ なく なって しまった。 

急に 寂しく なった 船室に は、 

僕 一人 11 乘り合 ひ 客 は まだ 來 ない。 

小い 窓 から のぞく と。 

小 得の 街の あかりが 心細く 見える ばか リで、 

から ふと 

摔ぉ までの 航海 が- 

僕に は おぼつかない 檨な 氣に なった。 


そして、 胸に は、 なほ、 

ャレコ ラサ ァの 合唱が 賑やかに 響いて ゐる。 

三 鏺 詰、 製造所 

廣ぃ 板圍 ひの 家 だが、 

ぴ かく 光る 丸鎩の つみ 重ね を 除いて は、 

ほかに 何にも ない と 云へ よう。 

ど 5 

がらん 洞の 家に がらん 洞の 丸鐳が 澤山 積んで あって、 

それに 藍 づける もの も ゐれ ば、 

指 を 脹ら して -1 スを 塗って ゐる もの も ゐる。 

その そばの 大きな ゆで 釜に は、 

百 四 a 十 度の 熱湯が 煑ぇ滾 つて ゐて、 

職人 頭 は そこから 重い 罐を 一 つ 宛 

戀 のし ゃリか うべ  E 五セ 
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取り出して は、 おれの 手加減 を 見ろ と 云 はない ばか リ、 

うまく ガス 拔 きを やる。 


ゆう 


さんが、 を 歌 ひながら、 さきに 立って、 

五 尺 六尺に 餘る 蟹 を 潭山  一 g: び 込んで 來 ると、 

『さ ァ、 事 だ』 と 云 ふ 勢 ひで、 ^の ものが 

. 急がし い 手 を 一 曆 急がし く 使 ひ 出す。 

そして、 由さん は、 他の 人々 が ふと  一 I ス 塗りの 手 を 休めて、 

煙^^；ドでも 吹かして ゐ るの を ると、 直ぐ 

H; ッ 赤に なって 自分の 女房に 當り、 

『この 婆々 ァめ、 何 を ぅッ かりして ゃァ がる』 と ど 鳴りつ ける 

女房 は それと 知らない から 反抗す る、 つかみ 合 ひに なる。 

その 結^ は、 お 互 ひの ののしり 合 ひが やかましくな るが、 

それだけ 却って 什 事の 手 は 進んで 行く。 


鐳 3 蓋 を つける もの、 一一 スを 塗る もの、 

蟹の 皮 を 剝 くもの、 身 を 洗 ふ もの、 

纖を 赏る もの、 あげる もの、 —— 

急がし い 時 は 二 rn でも、 三日で も、 

徹夜 を して 碌々 眠る ひま も ない。 

風呂の 立たない 海岸の 村で ある から、 皆 

に ノん がま  わ 

練 釜に 湯 を 沸かして 這 入る の だが、 

一週に 一回ぐ らゐ では、 からだの 蟹く さいの が 落ちる 時が 

皆が 皆、 湯 を 沸かさないで、 しらみ を ！ IB かして ゐる。 

然し、 それが 

人の 支配の 報酬 を もたらす の だから 面白い。 

或 夜 一 度、 僕 は 自分の 製造所に とまって 見た が、 

鎌の しゃ リか うべ  五 五 九 
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氣 味の 惡 いと 思 ふ しらみが 

夢に 僕の 頸す ぢへ のぼって 來 たので、 

それ を ふり 拂 ふと、 

& ン 

小指 ほど も あつたかと 惜 まれた n 

四 矛 撒 

ゆたかに 流れる ュス トル 川、  ， 

その 中流に 浮ぶ 丸木舟 の 

眞ン 中に 一 人の 老人 -—— 目が 窪んで、 

濃い 眉 は 迫り、 

頻髯、 ロ髯 の 長いの 11 が 立って、  . 

と つ  かう く 

撮 松の 皓々 たる かがり 火 を 高く かかげて ゐ ると、 

へ とも 

舳 艫に おのく 一名の ァ イノが、 

鉤 つき 矛 を さかしまに かまへ て、  , 


永 中 を 見つめて ゐる。 

やみ 夜 だが、 

澄み切った 水の 中には、 

周圍の 森林と 共に、 

こラ きょ 

火に 映 じた 紅 魚が 三つ、 四つ、 

反れ 矢の 如く ひらめいて ゐ るの を、 

舳 さきの ァ イノが 剌し掼 ふと、 

鱸べ の ァ イノが つき 刺す。 

ともべ の ァ イノが つき 損じる と、 

へさき の ァ イノが ぐ ざと 貫く。 

まさ 

毛の 早 わざが 紅 魚の ひらめき よりも 勝って 來 たの を 見て 

.髯 の 老人 は うち ほほ ゑみ、 

戀 のし ゃリか うべ  五六 1 
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先 づ 『それで よし』 と 聲を かけた。 

すると、 二 名の アイ ノは ほッと 1 と 息 して、 

おそる く 額の 汗 を ふいた。 

む ごん 

二 名と も まだ 無言 だ。 

もくれい 

老人の 默 令に 從ひ、 

舟 を 草深い 岸に つける と、 

渠は ひらり 飛び下りて、 

まだ 櫂 を 握って ゐる 二 名に 向って 】K ふ樣、 

『われ は トン チ 最後の 末、 

今、 なん ぢ 等に 名殘り として 

ほこれう 

矛 漁の 秘術 そ 授けた』 と。 

身 を 轉 じて、 渠は 

，その 脊 よりも 高い 蔣の #r 


五 


ャチ 芭蕉の 葉 かげに 消え失せて しまった。 

そして この 紅 魚 捕獲の 秘術が ァ イノ 人の 間に 傅 はった ので 

ある。 

五 めの 子 

ああ、 アイ ノ娘、 ち ひさい めの 子よ。 

かの 敗殘 人稷、 劣等 種族 の 間から も、 

なん ぢ の 様な 笑 人が 生れた のか？ 

お ほ路、 ャチ笆 蒸、 とくさ、 高よ もぎ の 間から サク の 花の 一と 

室が つき 出た 如く、 

七月 あやめ が 高 S 1 面に しめり 氣 ある 根 を はびこらして、 

いろ 

紫の 花の ^き 亂れた その 間 から 黃色野 百合 が 一 もと 額 を 

あげた 如く、 

戀 のし ゃリか うべ  五六 三 
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おん ぢは ァ イノ 人の 間 から 生れた のか？ 

ハ乂は 幸 ひに して 肺結核に 犯されて ゐ なかった の だら う。 

母 は 不幸 巾 の 幸輻 にも 優等 人徵 の 梅毒 を 受けて ゐ なかった 

の だら う。 

そして、 なん ぢは、 幸 中の 不幸に して、 . 

ざ せい  う.^ めい  ) 

狼の 如き 人種の 犧牲 i なる のが 運命 だら う 

不思議な めの 子よ、 なん ぢは 

口 1 に 入れ 1^ も なく、 髮も 結んで ゐ るから、 

： 鉢卷の へ トマ H を ！ ない の を 誇りと する だら うが、 

それが 却って なん ぢの 不幸 を 來 たす もと ゐ と は-知って ゐま 


？ 


腰に つるした マ キリの から 鞘に 

やがて なん ぢは を 入れようと する でら う、 


その 戀の 理想 は シ ャモ、 日本人 11 

1 に 番屋の 親 かた、 二に その 帳場、 

三に 船頭、 M は 人 さきに 立つ 若い もの。 

よしんば、 それが 一 時 叶った とて、 

永繽 する ものと は 思へ まい？ 

下って、 兵士 や 漁師に 移れば、 

もう、 それが 廢滅の 前兆 だ。 

『シ ャモ 行く』 時 • 

なん ぢの 氣は 旣に 

おそるべき 病 を 吸って しまったの だ。 

そして、 その 毒 は 

なん ぢの しなやか なから だ を 腐融 をせ、 

なん ぢの 皮膚 を 侵害し、 

なん ぢの I^c ぐみ を うち 崩し、 

戀 のし ゃリか うべ  ， 五六 iiT 
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き けい まう もく 

なん ぢの 子 を 結核 * 奇形、 盲目に し、 

なん ぢの 子孫の 破 減 を 速める ので ある。 

ああ、 劣等 人種の めの 子よ • 

ああ、 なん ぢ、 アイ ノ人 の 小娘！ 

なん ぢは いつまでも 熊の 如く 

人情 を 解し ないなら 幸福 だろう に！ 

手に 持つ 花、 黄 並に 紫 を 問 はれて、 

『ゆりに あやめ —— 

ほとけ 

销 さまに あげる ので あります』 と 答 ふ • 

ゆりに 梅毒、 あやめに 結核、 

ああ、 母殘 劣等 の 家庭に も、 

1 時の 樂 みは 宿る の だら うか？ 


五 


白 下 椴 I 風 

い 半 m が 


六 燒損林 

山火事の あった 古い 跡 だ、  ， 

さい は ひに して、 

上向きに 吹いた の だら う、 

. の 上半 は 燒け 失せて、 

斡 ばかりが すべて 

しゃり かう ベの 樣に っッ 立って ゐ る。 

その 骨、 その 幹 も 亦 

長年の 風雨に さらされ、 

手が 觸れば 直ぐ 崩れる 程に なって ゐ るから 

再び 火が 見舞 ふと、 、 

それら を 取り 捲く 榛の木 や 熊赞と 一緒に、 

戀 のし ゃリか うべ 


五 

セ 
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燃えろ の は わけ も ない。 

から ふと  じん ゐ 

樺 太の 山 火 は 人爲 ばかり でな く、 燐に よって 

獨り 手に 發 する ことが ある。 

それが 數千 町歩、 數莴 町歩 を 燒き 拂 ふ に は、 

1 冬 を 越える の は 勿論 

二 冬 ♦ 三冬に 渡った 歷史も ある。 

そして、 その 勢 ひが した 這 ひに なると、 

地下 三尺 も 四 尺 も 燒け 込んで、  . 

積雪の 壓迫を 事と も せす、 

翌年 まで も 繊!. しつつ 燃える の だ。 

ぼくたん しつ 

憐を 多量に 含む 木炭 質、 

木の葉 や 枯れ枝の 堆積に 過ぎない 太古の ままの 土、， 

ぜ うそん りん  あ ひだ 

而も、 燒損林 中の 熊 彼の 問 だ 11 


石 も ない、 爲土も ない、 

入の 通る 道 も ない。 

こんな 山な かの 

ぱ> たん づち 

ぼく ぼくした 木炭 土 を ^ん で、 

盛夏の n 光 を 受ける と 僕 は、 もう、 

內地 人の 知らない 火に 包まれて ゐる 樣だ。 

七 眞赤な 太陽 

から •AAI 

單 調子な 樺 太の 海岸に 獨り 

立って 考 へて ゐ ると、 

夕 かたの 浪 さへ 僕 を 招いて 吳れ ない。 

後ろの 草 山に は、 無言で ガスが かよって しまう。 

目の前 に は、 靜 かな 海が 廣 がって、 

矢ッ 張り、 ガスの 中に 隱れて 行く。 

戀の しゃり かう ベ 


五 

メ、. 
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そこに、 光線 を 剝ぎ 取られた 太陽が 

眞ッ 赤な 色 を して、 

淺ぃ べに 茶碗 を 浮べて ゐる。 

接吻！ とい ふ ことが 思 ひ 出された が、 

僕 は 愛する 婦人に 遠ざかって 來て、 

さび 

その 愛婦に 粲 てられた 樣に 寂しく なった。 

A ブ ンの花 

ブシの 花 は 綺麗な 蝶の 如く 

^いた ； e が 紫 だが、 

その 根に おそるべき 毒 を 含む。 

知らぬ 人 は 折って 花瓶に 挿す が、 

知ったら、 直ぐ それ を 棄 てる。 


Q 


僕に 一 人の 愛が ある。 

毒婦の 性根 を あら はして、 

僕の 切 守に 僕 を 去った と 考 へる。 

然し、 それが 爲 めに、 僕 は 獨り ： 

いよく  f  く 身に 泌む 愛 を お ぼへ る 

九 何の 爲 めに 僕 

何の 爲 ゆに、 僕、 

樺 太へ 來た のか 分らない。 

蟹の 鑲詰、 何 だ それが？ 

酒と 女、 これ も 何 だ？ 

東京 を 去り、 友達に 遠ざかり、 

戀 のし ゃリか うべ 


五 
七 


11 お. 8  w 七 ir 

愛婦と 離れ、 文藥的 努力 を 忘れ、 

担り 得た の は 金で も ない。 

ただ 僕 自身の 力、 

これが 思 ふ 様に 動いて ゐ ない 夕べに は、 

牮 調子な 樺 太の 海へ 

僕の 身 も 腹 わた も 投げて しま ひたく なる。 

十 マオ 力の ゆ ふべ 

俊 は 袷せ に 拾せ 羽織 * 

そして、 出て 來た 蕩者は 單 衣に 夏帶 I . 

熱い 樣な、 塞い 様な、 

分って ゐる 様な、 ゐ ない 様な、 

物足りない 歌と 三味と 酒と if とに、 

マオ 力の ゆ ふべ のお 座敷 は 暮 まて しまった- 


古い 京都の それ より は 一勝 正しく、 

ゐ げた  しゅふ 

東西南北に 確 貪な 井桁 (市の 脈) を 打ち a ねた 北海の ^府 11 

お 狩 原野 の 大 開墾地に 園 まれて、 

さつ ぼろ 

六 萬の 人口 を 抱擁す る 札幌の 市街 11 

住民 は 凡て 必ら すし も 活動して ゐる では ない が、 

多く は 自己 一代の 努力に 山って その 家 を 建てた もの だ。 

然し 渠 等の 目に 映す るの は、 ただ 

燒け殘 つた 赤 練 瓦 の 道廳. 

開拓 紀 念に 最も 好 筒な 農科 大舉、 

いつも 高い 煙突の 煙 を 以 つて 北 地 を 赌 する 札^ ビ ー ル 

工場 • 製麻 會社、 

戀の しゃり かう ベ  五 七 111 


北 大 右 
—通-造 
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の 拓殖 銀行、 靑 白く 日光の 反射す る 展立 病院、 

り 散策 地の 諸 銅像、 北海 タイ ムス、 中島の 遊 園 • 

條の 停車場、 南 一、 ニ條 の 繁榮、 13 小路、 遊廓、 

(それらの 物に は、 すべて、 ft 地から 入り込んだ 放浪者 の 

珍ら しむ 儍値は 殆ど なから うで は ないか？) 

放浪者 は 寧ろ その他に 注意す る ものが ある、 

ひらや 

镇 雪に 堪 へる 様に 造った 平家の 楝 つづき、 

停 si. 場 通り の ァ カシャ 街、 

くうてん 

枝葉』 幹に 添って 審の 如く  S 天に 逆立つ 白楊樹 (內 地で 云 

へば、 いて ふの 格-) 

にれ 

拓 者が ところどころ 道に 切り 殘 した ァ カダ乇 (ハル 楡) の 大木 

道ば たに 植ゑ 並べた ィ タヤ もみ ぢ の 繁り。 

これらが、 11 ii な 町 通りに は ある わけで ない が 1 影の 如く 

いつも 行く 者の 心に つき 添って 離れない ？ま搏 の 井將、 それ を 


まう リ 


縫って、  . . 

田夫 または Ell が、 馬の に 乘 せた 靑物 a 加 子、 胡瓜 西瓜、 

キャベツ、 玉ねぎ、 西洋 かぼちゃ、 栗、 くハ み、 林檎、 

廣 もろこし、 または、 大根) を。 呼び 寶り して ま はる 

(放浪者 に は、 その 百姓 馬子 の 呼び 寶 りが 最も 

新開地 の 市街 を 摘出す る 樣に 思 はれた。) 


の だ。 

意雜く 


:. 渠、 百姓 馬子 は 速 かに 變遷 する 季節 を 

この 靜 かな 藤の 多い、 外國 じみた 市街に 送り込む 

まく b 

：渠の 荷に 胡凤、 甜风、 茄子 の 多い とき は まだ 

, 短 かい 夏よ やがて 栗、 くるみ、 ココアに 變じ、 

おびただしい 廣 もろこし や 林檎が S だ 少 くなる 

"漬け 大根 の 洗 はれた のが 至る ところ の 极ゃ 


神の 樣だ。 

初め だが、 

と、 直ぐ、 

木々 に かかる- 


かど 


また ^に、 放浪者の 0 に 付いた の は、 町の 角に こん 爐を 持ち 

戀 のし ゃリか うべ  五 七 五 
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f  、 

簡單に 唐 もろこし を 燒 いて 寶る ものが 多かった こと だ。 

その 店の 一 つ を 僕 は 非常に なつかしく おもった —— 

と 云 ふ の は、 僕の ふらり 外出す る たんびに 0 に 觸れる からで 

葉の 大きな イク ャ もみ ぢ の 太い 极 もとに、 

晴天 なら 勿論、 0 でも、 根氣 よく、 店 を 張って ゐ るの だ。 

暑い にも 拘ら す、 こん 壚 の 火が かんかん おこって ゐ ると、 

その上に かけた もろこしの 實は ぷすく はじけつつ、 

如何にも その いい に ほひが して ゐる K り、 札幌 は、 

僕の 心に 親しみが あって、 

きの ふ も、 け ふ も、 

放浪 ギ？ r: 消と 女と (生の 债 も そこに 兒ぇ ると 思 はれた) の 

ぁぢを 途 切らせなかった」 

或农、 (銅像 も E ル えない、 S 楊樹の 影 も 兒 えない、 

叙 行、 道廳、 ビ ー ル合 社、 停車場 など も 兑 えない ほど、 


雨 あがりの ガス 深い、 しめ ッぽぃ 夜で あった、) 僕 は 獨，^ 、 

含 げん 

ほろ 醉ひ機 嫁で、 今 別れた 女の 追 ひ 分け 節 を 繰り返しつつ 

やって 來 ると、 向 ふに、 一つ カンテラ の 光りら しいの が 兒 える.^ 

それが 例の 店で、 (然し いつも と は 遠って、) 

おや ぢは 塞 さう に 遠火に しがみついて ゐ。 から、 

『おそくまで よく かせぐ、 ね』 と 初めて 餘を かけて やる と、 

『へい』 と 與は 可 に あたま を 下げた が、 さも 馴れ馴れし 

さう に、 

『いつも 上 機 嫁で、 且烀は 御 結構です。』 

然し その おや ぢと 曾 葉 を か はした の は、 あとに も さきに も 

それ ッ切. 3^ で、 

僕が 孤獨の 放浪に .. 耿醉 して ゐる うちに 天長節が 来た。 

^つの まに か 集の 店 は I； なく なって ゐ るし、 

のし ゃリ かう ぺ  J^JJ しし 


泡 鳴 仝 集 第九卷  五セパ 

市中 を 歩き ま はっても、 靑物を 積んだ 馬に も 出會 はなく なった 

そして、 變 色に おそい ィ タヤ もみ ぢ も 紅#?^^、 

大极は 旣に 女郎屋の、 ガラス 戶で 圍んだ 長 廓 下に 

多く 並んだ お ほ 樽に f けられた の を 見た 時、 

市街に も、 遠い 山山と 同様、 CI い 物が 積り 出した。 

そして、 また 僕 は、 親しみの 深くな つた 札幌 から、 

ノ うと 

舅の 好かない 婿養子の 如く 追 ひ 出されて しまった I 

•A ら * やと  れんらく 

i: 太の 事業との 聯絡 も 全く 絶えて 11 

金 も 無く、 寒さ を よける 外套 も 無く、 —— 

東京 から 偶々 追ッ かけて 來た 腐れ 女 と 一 緒に！ 


閽の 1^ 盤 補遺 

無言の 妖女 

夢 の あや 縐、 裾の さばき、 

枕 もとなる 人の け は ひ、 

優に あたかき かをり —— 誰ぞ や、 

かろく わが 身 の 胸に やさ 手。 

聲も 顫えて、 『君よ、 曉の 

鐘 は 嗚 りぬ』 と 靑き ゑが ほ。 

ゆるむ 節々 答へ 得せす、 

おもき かしら に またも ねむ リ、 

あはれ、 もも 度、 ももの 纏の 

鎌の しゃ リか うべ 


五 
セ 
九 


ノ ム-' 


泡 鳴 仝 $s  ^九卷 

ち £ 

せき 口 づけ 得な ば、 ここに、 

死 を も 招きて 死に も 受けん。 

卷の あかつき、 床の ぬくみ、 

拔 けて うれ ひ に 醍 めん よりも、 

と はに いだかん 無 曾 妖女。 

土のに ほひ 

尹！ と 二た び、 三た び、 四た び、 

むだの 口つ け、 むだの 握手。 

むごん  r,- - 

* 言す がた は に ほひ 紅 の 

燃 ゆる 火に こそ 溶け や しけめ 

黑き うらみ ド 1 二つ 胸 に 

リデル ゴノ サン 物 を 云 ひぬ。 


3t 

A 


し 今 なほ 惯れぬ 出で湯、 

I  .  みゃく 

同じ やま ひ の 脈 を ぬく め、 

あっき 湯け む の かげに 立ちて、 

丈の 黑 がみ 思 ひ 長く 

すすし 櫛卷き 卷 きつ あらん。 

戀ゃ、 くちばみ、 朽ちて 夢に 

土の に ほひ と そほぢ 行け ど、 

君と われ と は またも 會 はじ。 

冬 の 夜 

たかだい 

髙臺 沈む 

やみ 夜 の お ほ 空 に、 

戀 のし ゃリか うべ 


五 
八 


泡 鳴 全 a  ^九^  五八 11^ 

いや 變く 

電車 の ひびき 消 ゆ、 

今 袖 分けし 

掀と しも おも ほえす、 

むごん 

とこ 世 の felB 

身に こそ 泌み 渡れ。 

まなこ の 醉ひは 

人 を し 浮 ぶれ ど、 

冬の 夜 ふけて、 

わが 身 は やみの 底。 

踏む 霸ば しら 

I 

さく さく 胸 §g み、 


冴え行く 戀 や 

ほのほ の 道 ひとつ. • 

家 根の 小 露 

濕 りの 山の 

みどり を すく ひ 取り、 

飛び かふ つばめ 

それ を か ふり 撒け る • 

¥!u ぉ且 きらり、 

家 根に は むら 螢 II 

晝 な. os、 雨 の 

過ぎに し 置き土 鹿。 

のし ゃリ かう ベ  五八 一一 【 
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あたかも * 倉 の 

を ぐら 

小暗き 板 じき に、 

散らけ て まろぶ 

めづ  こほうぎ よく 

珍ら の 古寳 玉。 

31 き は 靑く、 

靑き は また 赤 に、 

黑 める 家极 を 

しぼりて 照り 出づ る。 

その 色 强 し-、 

電氣 の かよ ひ路 や、 

まばらに 光る 

こつ 沙  も 

小 露 は 燃えん とす。 


五 
八 

四 


ああ、 その 小 露、  一 

燃え 來て また 消 ゆる。  一 

短き 魂 の  一 

き ほひ や、 この 晴れ間。  一 

君，、」 われ  一 

若き 血 あらば 戀 を 戀 ひよ、 一 

を こに 不老 も 不死 も あらん P 

をと： Q 

花 の 乙女 は 老 ゆる 早く、 " 

しろて  _ 

春 は S 手 を 取れる ひま ぞ.. ： 

相 も いだけば、 夢 は 湧きて、 」 

熱き いのち を かをる 樹 かげ。 一 

戀 のし ゃリか うべ  ぬ 


A 
五 


It 第 九 « 

君 と われ と は うつら、 うつら、 

と はの ねむり に 溶く る 如し。 

舂 の ゆ ふべ の いと も 甘く、 

君と われと は 溶く る 如し。 


お- 
八 


最 
近 

の 

作 


li 第九卷 


力 ンナの 赤い 1 輪 

赤い 口び るの 接吻に は、 

で  = 年 も 千年 も 問题 では なかった。 

人生 も 自然 も 全く 融けて しまって、 

嗜 欲の 燒 ける 夢、 

それが きの ふ からの 現實で あつた- 

だら りと 延べた からだ、 

それに あ. 餘 るの は 


五 
八 


< ^"て 求め 5J よう とした 黄金の 光。 

飽きに 飽きた の は、 

に 既に 求め 得た と 思 ふ 自 S の 名 譽*  . 

そして、 その 光 も 名譽も 

亦 問題で は なかった。 

おのれの そばに 

ひ らう 

おのれの 汗ばんだ 疲勞を 横た へた 影、 

それ を ：！：^ る だに、 もう、 

珍ら しく も ない 夜の 勝利 品！ 

一人し か 愛 は たい I 

その 愛 を さへ 返り 見ないで、 

僕 は . 僕と 共に 目が さめ かけた 

け 方の 蚊屋 を 出て、 

最近の 作  五八 九 


メ 


泡 鳴佥集 ゅ^^卷  五 九 0 

じんこうてき  1 ►，  > 

人工的な に ほひと 色彩と の 


ちらかつ てる 小 部屋の 雨戶を I 枚 

物靜 かに くり 明けた e 

なか  ( 

狭い 垣根の 中に、 靑々 と 

露 を 帶 びた くさ 木の あ ひだ を、 

ぼッと 燃える やうな カンナの 大輪が 一つ" 

寢 ぼけた まなこに、 

ゆ ふべ からの 情愛 を 現した。  , 

『もう、 澤山』 と 思った が、 

凉 しい 朝風に、 

この 夜もすがら 置いて ゐた 夜露 を 

初めて m 1 杯に 吸 ひ 込んだ。 

I (大正 元年 八月 3 II 


淺 草の 女 

とし  よる 

敏 ちゃん、 夜ッて 嗜 いもの、 

電氣が ある ぢゃァ ない の？ 

活動 寫眞 で 賑やかな 通り なんて、 

晝間 より ゃァ あかるいで しょう。 

ひだ 

W 舍者 や 間拔 けづら の 間 を 鏠 つて、 

あなた と 手 を 引いて 歩いて る と、 

電氣 の 光で 太陽 よりも 陽氣に 

あなた の ぉ顏 ばかりが 輝く わ。 

最近の 作 


五 
九 


泡鳴佥 a 第九卷  五 九 二 

ゆ ふべ だッて も、 夜更けて から あなたと 

あたしの 店 さきで 羽根 を ついて 見せた、 わ、 ね。 

それに、 あの 小 ：！：：： 生ッ ぼが また 生意氣 にも 手統を よこし • 

僕の 心 は 夜 よりも 晤ぃッ て、 さ！ 

馬鹿、 ね。 人と 電氣の 都 だ わ、 —— 淺 草の 

<s 園 に のぼろ 月 を 見る と、 

月 さへ も あかがね の 色に 鈍って、 とても、 

あなた の 胸に は 及び ッ こが ない わ、 ね。 

あたしの 太陽に 逢へ ない から あたし、 晝間は 

いつも 悲しく ッて 、暗 いんだ もの！  ： 


人 は 夜 だけ なら いいのに、 ね、 

電氣と あなたが あって、 陽氣 で。 

I (大正 四 年 1 月) II 

犬の 聲 

わんく、 わんと 

うちの 犬の 聲 が 聽 えて ゐた 11 

その 聲に 僕 は 親しみ を g いて、 今、 

有樂町 の 事務所で 仕事 最中 だッ た。 

事務 テ ブル の 上に は 

深い i が かかって、 潆々 と 

さへ ぎって た の は 僕の 視線 を だ。 

その 癖、 太陽が  . ， .. 

僕の 頭上に It いて、 

最近の 作  g 三 
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僕の 腹の 中 までが 明るかった。 

僕 は 智策を めぐらして  ：._:  、. 

事務 上 の 命令 を いくつ も 發し、 

訪問客 に 對 して は また 

それぞれ 適當な 應答を して、 

新歎 を 喜ばせる この 事業 發展 の 

ま 吿村料 を 胸に 浮べた。 

が、 わんく、 わんと 

うちの 犬の 聲が 聽 えて ゐた。 

その 聲 の うへ を 濛々 たる 露が 立ち籠めて、 

僕の 視線 は さへ ぎら れて ゐた。 

ベ til 想 では ないか、 

鲞の夢 ではと 僕 は 疑った、 


3l 
九 
四 


太陽 の 方が？ 然ら ざれば、 かの 

妻が 可愛がつ てる 犬の 聲が？ 

ふか もや 

わんく、 わん の 深 靄 — 

そして、 赫々 たる 太陽！ 

僕 は 不思議で たまらなかった が、 

その ゆ ふが た、 社が 引けて から、 

山の手 線 を 目黑で 降りた 時、 

そこの 一 名物 たる 

.  こんが ふ もや 

海と 山と の 混合 靄 が 

可な り 深い 谷 あ ひ を 閉ぢ 籠め て 

俊 等の 家の 沈んで る 

方向 さへ も 分らなかった。 

最近の 作 


-7t 
九 
五 
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もの 底 から、 

うちの 犬の 聲が 聽 えた やう だ、 

わんく * わん  これ だ、 な と 思 ひ、 

僕 は それに 引かれて 目黑坂 を 

何 よりも 親しい 氣 持ちで 下りて 行った。 

僕 は、 そして、 妻と 犬と に 迎 へられた が、 

なほ 僕の 頭上 に は 

赫赫たる 太陽が 輝いて ゐた。 

そして うちの 犬の 聲が、 

吠えても ゐな いのに、 

わんく、 わんと 聽 えて ゐた。 

1 (大正 四 年 二月 D I 

監獄の 壁 


朝 から、 僕 は  ， 

かべ 

監獄 の 壁 を 見て ゐる。 

よる 

夜に なっても、 亦、 

監獄 の 赤い 壁 だ。 

あまり 廣 がり の 大きな 壁 を、 

あまりに 長い 問の ことで あるので、 

僕に は、 その 壁が 

すが J ぢう 

m 鴨 中に 延び、 

また 東京 中に 渡って、 

赤い もので あるか の 印象 を 與 へた- 

そして その 赤い 色 は 

僕の からだ を めぐる 血、 

それ を 塗り こくった やうに 思へ る *^ 

最近の 作 


五 

七 
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L ちう 

市中で 安直に 贩賫 する 道 德には - 

髙價な 血 は 調合され て ない が、 

巢鴨 の 監獄に 閉ぢ 込められた 不道徳に は、 

野心 や 嫉妬 や 窮迫 から 來た 眞珠 の やうな 眞 相が 輝 

僕 も その 壁に 向って、 

或 時 は i —— 或 時 は 人殺し I 

また 或 時 は 强赛、 詐欺、 

僞造 等の 夢 を 見て から、 

巢鴨は 僕の 世界で あり。 

監獄 の 壁 は 僕の k ま、 

-? CW わく 

僕の 胁廓 で ある ことが 分った。 

そして、 朝から 僕 は 

監獄 の 壁 を 見て ゐる。 


夜に なっても 亦、 

監獄 の 赤い 壁 だ" 

— (大正 il 年 二月) I— 

朽ち 行く 女 

嚇々 たる 太陽の 中 を、 

こら、 汝、 淫 嫁よ (女 に して 

淫婦 ならぬ ものが あらう か？ ン 

けんぶ 

絹布 を 着て 

ぬかるみ に ころがる 淫婦よ、  , 

それ か 女が 産んだ 女の 本性 は？ 


ぬかるみ の 中に こそ 

却って まことの 靈も 輝く を、 

分離して 最も 親しく 

最近の 作 


五 九，？ f 


泡|，ュ，^ナ：集 第九卷 

思 ひ 知った か (然し、 旣に 遲 い！) 

みだらな 合致 の 而も 誠實な 征服に？ 

いのちの 殘る 限り 

ころがる だけ ころがれ！ 

その 裾 から 出る 汝の 裸體 よ、 

1! 恨み、 怒り、 1 の 念 — 

悔いる だけ、 もがく だけ、 

汝の 內容は 

わが 太陽に 吸收 さる。 

太陽 の 使 ひ か、 見よ、 

どろに まみれて 生きながら 朽ち】 t.-  く 

汝の 白い かた 足 を つかんで、 

三 足 の 烏が 汝に 向けて る の は 


六 

0 

9 


肉 じき の 口ば し を だ！ 

征服 の 光りに 感謝せ よ。 

僕 も これほど 

汝に 親しんだ こと は ない。 

斯 くも かがやかしく 

汝が 朽ち 行けば 行く 程、 

僕に 滿 ちる は 一 しほぎ 實の 力。 

— (大正 五 年 二月) I 

すゐ せん 道化者 

だう け もの 

つつしみ 深い 道化者 か、 なん ぢ、 

わざく 太陽 の ひかり の 薄い 時節に 生れ、 

世界で 最も 日 かげな とこの 間 の 

すね は ソリ 

つめたい * 盤 の なかに 獨 りで 寂しい ほほ ゑみ？ 

最近の 作  六 on 


li 第 九 翁  六 oil 

誰れ だッて 求めよう に 名譽 と競爭 との llil を！ 

誰れ だッて おもしろから うに 奮闘と 成 1 との 日な た は？ 

誰れ だッ て、 あたり 前 の 社會 は！ 然し 汝 だけ は 全く、 

へう きんに も 生れ どき、 生れ 場所 を 違へ て、 云 はば 隨分、 

ひ 3h5 ぶつ 

見よ、 被 造 物 の 色と しても 香 と しても、 

廣ぃ 世の中 に 不愉快 窮窟な 位置 を itt め 11 

內部は 赤く 熱して る だら う が それ を 見せぬ ^ がの 1^ か、 

それとも 心ち う に は 最も 派手に 棚引く 賴 ^  P の 雲 を 

おもて 向き 

不遇 に して II 但し、 消極的に 高尙 がった nl^ ではない。 

なん ぢ 1 つめたい 水 ^ の なかの すゐ せん、 

！生 の なみだ を か ここに 獨 りで その 香に ほほ ゑむ 

I (大正 五 年 111 月 )| 


蜜蜂 の # よ、 —— 人間 だッ て、 

死後 は 何も ない のに —— まァ、 ある と して だ、 

お前に おれ の 弔詞 を 述べさせて 貰 はう。 

おれが お前 を 熱心に 飼育 したの は、 何も、 

女房 の 贅澤費 を 持へ る 爲め では なかった * 

否、 女房 の 好きな I 存で 

あの 男 に 渡させる 爲め では なほ 更ら だ。 

ところが、 お前 を 下手に 預 つて 飼 ひ 殺した 男 は 

—— ちゃん ちゃら、 を かしい！ —— 

それ を 正義 だと か、 人道 の 爲め とか 云って 來た 

獨逸 や アメリカ の 耶蘇 よりも ー曆 尤もらしい。 

最近の 作  六 〇ー11」 


ii 第九卷  六 〇^ 

然し まだ お前 は 仕 八 E せ で あった。 

あの 男 は 今や お前 の か はりに 

おれの 子 を 取り込んで、 

無 邪 幼稚 の 人間 を まで 飼 ひ 殺しに する 爲め、 

おれ を 逆ね ぢに 訴へ ようと して ゐる。 

— (大正 五 年 四月) 1 

兎の 憤激 

はな 

鼻 ぼくろ. の 哲擧 者よ、 あまり 

む ごん 

主人が ほ に われ を 無言 だと 見て、 

汝の 僞養 を 取り繕ら ふ 手段に すな。 

汝は、 然し、 の 留守に 燕 の 巢に 這 入リ， 

夜の 十二時 過ぎ まで も 話し込み、 


早く 歸れょ がしに 取り 扱 はれても、 なほ 

それ を 自分に 對 する 尊敬 と 思 ふ ほど、 

それ ほど 自信 の 深い 好人物 だ。 


汝の 姪に 子 を 生ませ. て、 それが 

に 二十歳 前後 に なって る とも 云 はれる のに、 

今 なほ 叫 十二 三 歳 の 友人に 一 つ うへ だ と 云って、 

汝は 尤もらしく 

汝の 五十 づら の 皺 を 鼻 ぼくろ の 上に 寄せた。 

そして 一た び 汝を 『先生』 と 呼んだ 若者 は、 

汝 から 第一流 の 批評家 として ^に 紹介され た。 

旣に お 弟子 も あ. 《N、 自信 も あり、 

き せき 

奇蹟 の 子 も あり、 剥 叙 の ほくろ も 

功利主義 祈^^ の S では あるが、 

最近の 作 


まんし ゆ JW 

あん 汝の R$  , 


K〇 五 


泡 鳴 仝 築 ^九卷  六 0」、 

内 容 に は なほ 物： i 一り ぬ ところが あると 見えて、 

I ^れ も、 出來 そくな ひ の 獨身者 として は 尤も だが、 — 

兎角、 汝は 人の 亭主 の 

明き 巣 を ねら ひたがる！ 

人の 見附った 女 を でも、 この度 また、 

欲しければ 貰って やっても いい。 

まだ 然し 籍が ぬけない のに、 

くわち う 

わざく 離婚訴訟 の 渦中に 飛び込んで、 

その 女 の 旅さき 府中 まで も 追 ひ 行き、 

女の 家へ は 行きた く ない からだと ：i けが ほ。 

そして、 實は、 どう だ？ 樑 偵の 報吿 に 據 ると、 

じふな 

『田 中 十 無い』 に 婦人 の やうな 聲を 出させて、 

たびく ほくろ の 鼻 を のッ そり 

女の 門に 入れる の は、 いつわ 


年後 の 九 時 過ぎ からで. ある。 

汝、 うすのろ の 哲擧者 よ。 

『世間 の 交際が うるさい から 

うさ 

M でも 飼って』 と、 よくも、 よくも、 

とんち す  とうく プゅ 

,汝 の 無內容 と 頓痴氣 と を 韜晦 でる 爲め、 

無言の 動物と あなどって 

. 主 人が ほに われ を 踏み 臺 に した！ 

I (大正： 五 年 八月) I 

生活の 寂しみ 

T 棄 てた ッて、 また 歸 つて 來 るよ』 

と、 七 歳の 子 は 不平 さう に 獨り言 を 云った。 

渠の 愛して ゐる ヱスを 僕 は、 今、 

1 二度目に 11 今度 は 僕 自身で 1 てに 行く の だ、 

最近の 作  六 〇 セ 


泡^ 全錄 ^九卷 

r なァ に、 もう、 歸 つて 爽 -ゃァ しない！』 

か あい さう だが 仕 かたがない 1— 

近處の の 煮えく さし の おそば や 

なま 魚 の 腹 わた なぞ を 喰 はせられ た 爲 めに、 

育ち 盛り を 成長した の は 兩 方の 耳 ばか，^ I . 

兄弟 並み の 半分 しか 延びぬ からだに 

ほそい あばら 骨 を 刻み付けて、 

どす. 1^ い うんこ を —— たまった もの では 無い — 

臺 どころ 先き や 

• も ゆと  ま 

折角 冬 取り 大根 の 種を播 いた 

門內の 畑 やに 仕 散らかす の だ もの。 

人に 見られても 見ッ ともない 犬 だと 云 ふので、 

僕 は 11 日が 暮れて から 11 


0 
八 


エスに 貳拾錢 の 運賃 を 拂 つて、 

山の手 線 を 巢鴨 から うぐ ひす 谷 に 下りた。 

そして 坂した の 電信ば しら に 

わざと 切れ 易い ひも を 以 つて つなぐが 早い か、 

逃げる やうに 

僕 は 坂 を あがって 行った ところ、 

あと を 慕って —— さも 一杯に らしい， I 

あはれ に 泣く その きゃん ノ\ が 

僕の 兩 あし に まと ひ 付いて 困った。 

つき 當り の 公番 まへ を、 何だか、 

叱 かられ は しない か と 云 ふ 氣 持ちで ポ^、 

竹の 臺 の 廣ぃ 眞ッ 直ぐな 道へ 出る と、 

ガス の 光り を 籠め た 樹木の 嗜ぃ 脇が 

S: 力 は から ぉッ. かぶ さって 來 ながら も、 

最近の 作 


六 
•〇 
九 


泡 鳴 仝 集 第九卷 

ま なか  . i 

> なほ それに 包み 切れぬ 眞ン中 の 地上 は 

11 それ を 踏む 僕に は 11 

向き 出し の おそれ で あり、 

また $ らしい 思 ひ 切り の 力で あった。 

追ッ かけて 來る 小い 黑ぃ 影が ないか と、 * 

1 、 一 一度 は —— ぞッと しながら — 

敵 か をん りゃう か を 豫 期して 

後ろの 方 を ふり 返っても 見た が、 

三度 四 度 は 何でも なかった。 

うへの  、ろこう 10 

上野 の 廣 小路 から 

，市內 電車 で歸 つて 來た 時 は、 

七 歳の 子 は 何も 云はなかった。 然し、 

少し lg てから 兄 ども と 語る のが 僕に 聽 えた _ 

T お父さん が歸 つた から、 もう、 


〇 


エス も しッぼ を 振って 歸り さうな もの だ』 と。 

"僕 は ふと 僕の ふる 傷 を 思 ひ 出した、 

そして 『どう だら う 

今 一 度 この 三人の 子ら を 棄 てて m たら？』 

1 但し、 あの 時に も、 僕が 純 全に 生きる 必要 上、 

僕の 家庭 と 倚 愛と を 犧 き に した。 . 

そして 今回 また エス を 棄 てた の も 

そ さつ 

あかい ま 相 を 仕 散らかす 爲め、 否、 否、 

折角 芽の 出て 來た 大极畑 を きたなく する 爲 めだ！ 

11 (大正 五 年 十月) 11 

ラザ JI の 據妹マ ルタ 

爽も、 友人 も、 はた 仕 fej も、 

すべて 僕に 手 ごた へ を 失って、 

最近の 作  ： ： ： 六 一 一 


泡 鳴 <fSS  i が九卷 

やい くわつ  ？ぴ 

生活 の 寂しみ を 最も 深く 感じた 時、 

00 ラザロ の 姉妹 マルタよ、  . 


六 二】 


姉ら しく 立ち働ら く 透きと ほった 肌の マルタ、 

僕 は 思 ひ 出す 汝の きぬ lm、  ： 

どう やう 

はだか も 同様 正直な 燒き 持ち を。 


汝の 利口な 妹 マリア が いつも、 

拔 けがけ して 耶蘇 に はんべ り、 


.-f. ぶら 


くつろぐ 耶蘇 Q 足に 塗った ナグル 油 を- 

自分 の 房々 した 髮の毛 で ぬぐ ひ 取り、 

內 に K がる かをリ に 押し^んだ の は- 

信 も 愛お、 そして 

愛 は をん な に は戀で ある を！ 

透きと ほる 肌の マルタよ、 


»tl ふじ 


汝が 歡迎 の 給 事に 『心 入り 亂 れ、』 

主に 近づいて ナルダ の 滿 ちた かをりに 胸 を 縣 かしつつ 

優しい 目に 見張った の は 汝の きぬ も ぬげた 恨み、 

『主よ、 何とも 思 はざる か、 わが 伸 

われ を 獨り 殘 して 働かし むる を』 と。 

憎い ほど 向き 出しな 心の とろけ！ 

や ちう 

みだらな 夜中 で なかった のが、 否、 夜中の 振 手 を 

得なかった のが 汝 一生の 不仕 合せ だ。 

たう へん ぼく 

唐變木 耶蘇 は この 時に も 

1  ぜん ご ふ  だう がく 

『マリア は 旣に 善 m を 選びたり』 の 道擧を 說 いた。 


叶 はぬ 思 ひ は 私 かに 敵 を 養 ふ と 云 ふが、 

汝には その後 まで も 歸 依、. I が あった か、 どうか？ 

耶蘇 の 張り 附 けられた 十字架 の もと、 

また 石 を 置，"， れた 墓場 などへ 集った もの 等の うちに は 

最近の 作  六 一： 
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鬼に 角、 

數 名の マリアの 名 は ま S 物に 出て ゐ るが、 

マルタ よ. 汝の だけ は 一 つも 見えて ない！ 

0^ その物 も 旣に 無 だ。 

が、 僕 は 汝の 行く ゑ を 思 ひ 出す たび 毎に、 

11 戀を 知らなかった と 云 ふ 救世主 など どうで も いい 11 

さび 

ただ 寂しい 肉 の ふるえ を 覺 えないで は ゐられ ない。 

,  11 (大正 五 年 十二 ほ》 

瀬戸の 火鉢 

あまりに 播齋が 塞い ので、 何も II へ は まとまらない。 

筆 を 投げた まま 獨り 僕 は、 

圓ぃ 周圍が ふくらんで 行って 中の 方へ 突然 

く.？ き 

直角」 延びさが つた 火氣だ もち の ある 瀬戸の お ほ 火鉢に. 

ャゥ ひ g 

li の 肱 を かけて、 


ふと 考 へた こんな こと を  

なぜ 僕に # う 親しみ が あるの だ、  . 

C わき  4,* も  —■  .  ► 

火氣を 遠卷き に して 保つ だけの こんな 物が？. 

なか 

どうも、 その 中に かた 炭 の 

火が ある 爲め ばかり でも ない やう だ。 

さきの 妻に 同じ 大きさ の を 取られて から、 

これ も 二 代 目の だが、 然し 

前後 の 妻 よりも 元來が つめたい 

せ と  、 

この 瀨戶に 僕の 心が 《せに 引きつ けられる！ 

^ ち- フ 

しんかん と した 夜中 を、 

あたま から ^^^ちて 

火中に 小さく 燃- ズ燒 ける もの は 何 か？. 

これが、 乃ち、 多年の 習慣で、 

最近の 作  六 一 五，" 
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知らす 識らす 

僕の 心 を 火鉢に 引きつけ る もの だら う。 

どこから とも なく 

そら き の く ゆり か？ 否、 かんばしい 

香水 の かわき 行く に ほひ か？ 否、 否， 

もッ と、 もッと なつかしい 

人間 の 血の 固まった の を あぶり 燒き！ 

氣が 付く と、 

ひぢ 

相 變らす 僕 は 肱 を 火鉢 の ふちに 乘 せた まま，： 

かゆい あたま から 

リ やうて  まら 

兩 手で 頻りに 大きな ふけ を かき. 落し、 拂ひ 落し， 

その 燒 ける に ほひ を 嗅いで ゐる。 

.1 (大正 六 ハホ四 年)— 


森ケ 崎の 朝  . . 

二三 日 の うちに、 .、 

新たに 親しみ を 得た 

もリ f 

古な じみ の 森ケ崎 である。 

じ たく  • 

け ふ も、 自宅に ゐる より は 导く 起きて . 

*、 わう せん 

1 あび した 鑛泉 の ぁッ たかみ、 

その 違った 勢 ひ を 樂 しみつつ、 今、 

{H- めら れた 二階の 坐 敷に 坐 わって 

そと を ながめて ゐ ると、 

僕 を 呼び 起して 吳れた ^ が 一 つが ひ 

曲り 出た うへの 家 根 の は づれに とまって ゐて" 

くう くと しめ やかに 鳴いて る の だが、 

最近の 作 


力 

攀 m 
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したの トタン 家 根 から 

日な た ぼッこ の 猫が 一 匹 

それ を 頻りに 氣 にして 狙って る。 

登った 日 は 見えない が 

右の 方 から ゅッ たりと その 光 を さして、」 

正面の 海 は 

もや 

ぼう ッと 一 面に 靄で うづ まって る • 

そこに 眞ッ 白な 

蒸 汽船 の 姿が 遠く なり、 

若しくは 小舟 の & かげ が 

ちら ほら なり 見えない と、 

ほくし 

僕の 心 は まだ 全く 白紙 の やう だ. ^ 

けれども、 け ふ は 何となく 

»  くわく しな 

自分の お ほ 仕事が できる 確信が あった..： 


じッと ゐ 坐って 

0 の やうな 海 を 見つめて ると、 

目に くッ きり 立って る 

ひお 手 の これ ばかり かけ 離れた 一 つ 松、 

その うへの 方から 

帆 かげ が そッと i はれた が、 

右へ も 左り へ も 

夢 ばかり だッて 動いて ゐ ない。 

いつのまにか それへ 

—— 左り から も 右 から も — . 

數は 二つ なり 三つ なり 

0 寄って 行く 同じ かげ、 

すべて 光線 を 横 ざまに 受けて 

最近の 作  . 


六 

Ik 
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くら 

こちらへ は その 暗い うら を 兒 せて ゐる" 

それらが 松の あたり を EI あて 

すべて ごッち 一 に 重なり合った ので， 

もや 

多少 光 ある とぢ霞 の おもて を 

黑 やんだ 灰色の 森 が 浮んだ。 

その 手前で は、 相 變らす 

つが ひの 鳩が ぼッ ぼと 鳴いて、 

お ほ家极 の はづれ を 離れて は また 

S ぐ その は づれへ とまって しまう。 

たま 

したなる だまり 猫 は 溜り かね  . 

11 〔众根 の 倾雜を あやぶみ ながら も 11 

最後に 鴻の 飛び かげ が 見える と、 

届. 「も しない のに 

飛び付かう と したが やめた。 


風 は なく、 

鐵瓶 の 湯 ばかりが ちんく 云って る 森ケ 崎、 

f な 

一月 十八 日 の 障子 明け ッ 放し の 朝 は， 

—— からだ も いぢけ ないで —— 

僕が 錄を 取り 初める 爲め 

而も 引き締まった 氣 ぶん であった。 • 

I— (大正 七ぎ 二月). 

外交 政策 

ヤン キイ は ヤン キイ だ、 

ロス ケ は ロス ケ たらしめ よ。 

僕が わが 國 の 行 ふべき 

外交 放 策 を お ぼへ た の は 

市中 を 走る 電車のう へで だ。 

最 近 の 作 


'六 
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ふと 居ね むり から 覺 める と、 

.0 の 窓 に もたれて 

これす. Q 

毛と を ながめて る 小娘 が あった。 

不思議 さう に その 母 を 返り 兒て、 

： 『おうち が 皆 あと 房り してる！』 

『何 を 云 ひます』 と、 その 母 は たしなめた、 

なんし 宁 

『電車 が 走って る の です よ。』 

蓋し 進む と は 置き去り に する の だ 

動かぬ もの を、 そして また 

反 S に 進む もの を！ 

11 (大正 七 年 S 月〕 I - 

植ゑ 忘れた 百合の 赤 芽 


しッ とり 降る 赛 さめ に まん べん は ない。 

然し、 その 地 を うる ほす 結 架 に は 

豫想 i り の も ある し、 また 僕の 意外な の も • 

ひな 新 は i 母 年 の やうに その 赤、 白の 小さな 花 を、 

さくら 草 は また 相 變らす その ち^れた 

もえぎ 色 の 短い 葉 を、 そして 

。僕が 或 友に 貰った 鐵砲 ゆり は 

その うる ほひ ある かしら を 出した 庭に、 

思 ひも 寄らなかった の は、 詰.^、 何とか ゆり で。 

$ の 秋の 末に 11 もう、 すがれ 時 だッた が、 I 

人 の 留守 を 尋ねた しるし と して 

この 1っ1 を 買って 歸 つた の だ けれども、 

そのぎ 向" から さた が ない ので、 僕の 心に は 

人 を も それ を も 植ゑ 忘れて ゐた。  - 

.. まんべんなく 降る 春 さめ に 今や 

a 近の 作  六 二三 


小さめ が あがった、 平らかな 海に 小さめ が 11 

のり 取り 舟 も たッた 一 杯 だが、 靜 かに 

自分 の 目の前 を 淺ぃ す なぞ こ 海 の うへ、 

右 から 左り へ 輕 く すべって 行った。 

海 の あなた を Ils 渡す と 

陸に 平行した み を を 示め す 立て 木、 

それに 而も 了： 儿の 飛び/ \ な が あって 

さまた 

人の n を 少しも 妨げないで 兑 える 限り、 


H 第九卷  六 二 四 

太い 赤い 芽が 二つ も 出て ゐる の を 發 見して、 

僕 は その 人 を 思 ひ 出す と 同時に 

その 人 の 無挨稷 を も 許す 氣に なった。 

11 (大正 七 年 五月) —— 

胸の 海 


籙 つた そら を 

化. I いろ  はんえ > 

灰& に 反映す る しほ 光り の そと 輪 よ。 

自分 の 目 ぢ を すッと 富く 

遠卷き に 卷く 多ぐ の 帆 かげ、 

ぼん や b- と 列な つて 

動き も しないで ただ 一れ ま やうに 慰んで ゐる。 

その 帆の 長い 列と 立て 木 との あ ひだ を 

4^ り から. 右へ 無 ^ の んを ゑが いて、 

そのうへ を 四 五隻 の Ife が 

II 1 度に 雨 方の で 見渡せぬ 程の 隔て を 置いて I 

うすら 黑ぃ けむり を あげて ゐる Ife! 

その 眞ン中 へ 

馱， ばき で 乗り出」 た 自分 は 

伞 と 共に 耳 を すぼめて、 ひそかに 

最近の 作  ，；..- 

六 二 五 


•o し 

その 聲は、 後ろの 方で 

小鳥 が ちゅうち ゆく 云 ふ それでも ない" - 

さんや  はう  • ， 

山 谷 の 方で は また 

電車 の I 曰が する が、 それでも ない。 

左り の 沖べ から 鳴った 汽笛、 

せ ， ざう ぼ 

品 川 あたりの 製造 場 から 時 を 報す る ぶう、 

どこから か 響き 聽ぇた 子供 の 話し 聲、 

なんだら う 若し それら でも ない と すれば？ 

いちめんに しめった 石垣 の、 右ぞ 四 五十 間 さき の 鼻 _ 

六鄕川 の 川口 をとの 土!！ と 商 角に 
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なんだか 大きな 聲、 

いや、 小さい が そこ 深い 啦び を 

ただ 自分 ばかりが 聽 いてる やうな こころ 持ち。 


三枚 帆 の 船が よこ 帆 で 三 杯 も 現 はれて 

順々 に 冲へ 出た が、 その 船々、 の 帆 かげ 

はう 

それが また 順々 に 自分の 方へ は 

三本 づっ の 帆ば しら と しか 見えな く なっても、， 

なほ 自分の 聽 いてる 聲は おもてへ 出ないで 

*  ,  ない こ- ジ 

自分 の 身う ち に ばかり 內攻 して ゐる。 

そして どこまでも 廣 がって る 海 

それ は まことに じれったい ほど 平らかで 靜かだ o< 

もリ さぎ ど て 

自分 の 突ッ 立つ 目の前 なる 森 ケ崎土 堤 よ 

申し わけ の やうに 寄せる 浪の ひたく、 

それが 寧ろ 今の 自分 に 最も 近し い やう だ. - 

はさ 

いや、 兵兒帶 に 挾んだ 懷中 時計 の ちくた く 

その 方 が 一歷 自分 を 近し く どき 付かせる！ 

さう だ、 自分 は 傘 を すぼめて から 今まで 

最近の 作 
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It 第九卷  六 二， > 

ま >K しら 

11 三枚 帆 は 段々 と 三本の W 柱に 見えて 行った が 11 

この 廣ぃ 靜 かな 海べ に 立って、 

もッ と、 もッと 自分に. 近い 或 物 を 待ちつつ 

自分の 胸 を、 さう だ！ 獨りで 浪 うたせ て ゐ るので あった。 

11 (大正 八 年 一 月) —— 

きりきり 

門內 の 小ば たけ に 

胡 W や 茄子 の 無くなった 跪 秋 の ゆ ふべ、 

とまる ところ を 求めて、 きりぎりす 

ぼつねんと 

11 很し、 餞 ゑ に 濃え る 物 乞 ひ 11 

W 關 さき の 敷き 石， に 來て 

> ナ. 0 

その ほのほ も 細る 蒙 の 羽ぶ る ひ、 

なほ 切れ ぎれ に いのち を ちゃん. ー ちゃん— ぎい；！  -ー 


敷き 石 の うへ に きりぎりす、 

つめた. & 石 の うへ に、 

もう 飛ぶ ちから も 失せて、 ただ 獨り、 

この 秋の 日 を 消え 行く 生に 對 して、 

その かすれた 聲は 然し 最後 の 雄た けび！ 

11 (大正 八 年 八月) II 

m 光 

山 は 高く、 梗木 は 繫， =s、 

くろ 

星 あかり を も 黑め てる 日 $兀 に ^て、 

たまく 天皇陛下 の 

おそば もと に 在る ありがた さ よ、 

離 {«1 ばかり は 

水氣を 多分な 夜ぞら を も 照らして、 

最近の 作  六 二，^ 


泡 鳴佥集 ^九卷 

白晝 と 輝く 多數の 電 燭光！  ， 

ちんし もく かう 

僕 は 沈思 默考 の 窓に 倚って 

それに 吸收 せられ、 

それ を 吸收 しつつ 自分 も 亦、 

ありがた や、 この ちからが 胸 一 杯 

日本的 政道 人道 の 幅 音 を、 

せんや フ 

さう だ、 世界 に 宜裼 する！ 

•  .rrf ま 寺 私 

あけがた に は 濃い むらさき を、 

そして ゆ ふが た に は 黑 すんだ 

藍 を 流す 中禪寺 の 湖水よ。 

天 に 近く  • 

四方の 山々 に 持ち上げられ てれ ば こそ 


六 
0 


つき 夜 の ^き に 放つ 4si り 光り 

男體、 ふたら 富士 が 烕壓 する 

三百 餘尺 の 深さ ある 重み を も、 

さう だ、 この 湖水 は 大きく たたへ てる！ 

その ただ 中 を 僕 は 夜、 月に 小ぶ ね 

ぼつねんと 浮かんで、 

浪 ばかり ひたく の 靜 けさ に 

天 地の 平均 を 呼び 沸かす、 自己 の 

とくそん がふち 

獨存 合致の 力 を 感じ 得た。 

11 (大正 八 年 九月) I 

今の 詩界 

,  - くわいら，^ ざつ」 

印刷され た 0 覽雜誌 ばかり 出る 

現今の 詩界 と S ふ はたけ へ、 たまく 

氣 まぐれな 丹 頂の 鶴が 下りて、 

最近の 作 
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その 口ば し を したに 向けて 云 ふ に は、 11 

『おい、 田舍 初段 の 詩人 氣 取りら よ、 

力 ペンク や トラウベ ル の やうな へッ ぽこ 詩人 を でも 

流行 思想 に かぶれる 爲 めに は 

われ 勝ちに 擔ぎ 出さねば ならない の か？ 

いや、 ホイト マン を でも だ、 おい、  ♦ 

どう 受けて いい かも 知らないで？ 

お前ら の リズム など に は、 

さう だ、 無形に も あり も しない リズム に、 

みん しう し さう 

民衆 思想 なんて うわ ッ つら の 言 紫 で 11 

掀間 見す の 愚鈍 さ、 不敏 さ、 

斯う 云 ふ おれの 一 と聲 さへ 

膝に 玉 を 投げ 與 へる やうな もの だ！』 

こやしの 臭 ひ 


MM の 午後、 

ふんどし 一つで 僕 は  ，  • 

菊と カンナと に こやし を やった。 

そして 緣がは に よって 

その に ほひ を かいで る と、 

自分 が 地上 に もえ 出させよう と する 

よ さ 一つ 

i の すがた が 豫想 された。 

藝術上 の 道 31 者ら は 

遠慮なく はだか を さける が よから う、 

鼻 を つまめよ また 間違った 唯 樊 主義者 ども！ 

僕の 創作 は 

天 上 の 完成 では ない、 

くさい に ほひ に ，つ 地上の か をリ、 

こやし を 絶やせば 

聂 近の； a  六 三 iir 
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直ぐ し をれ て 行く 赤 や 黄の 花 だ。 

— (大正 八 年 十月) 1 

ゅふ燒 けの 富士 を. 遠く 

ゆ ふ燒け の 富士を 遠く 

なか に して 臨む 六鄕 の 川ぐ ち、 

海の 向 ふから 

まつ  ちな も 9 

1 抹 に 消えて 行く の は 穴 森、 

で ば々 

羽根 田 の 薄く かすれた 出 葬。 

靜 かな 浪 と共に 

そこぐ らい & そがれ が 押し寄せて 來て、 

こちら の 高い 石垣 土 堤 の すそ， 

，ぶ は 

小舟のう へで 

Mi うし 

まる 木 の 魚 を 取りつつ あった 漁 御 に 

世間ば なし を し 向けて ゐた 僕 は、 


いつのまにか、 自分 ばかり に なって しまった。 

II c: 大正 年 八十 二月) I 

太陽よ 

その 勢 ひ かくく たる とき、 ああ、 お 陽！ 

なん ぢ は カづ よく あまり まば ゆくて 

かたち は 見えす、 

心 の 奥 まで あまね き 光り その物 で あつ， i^、 

いや、 その 光りた る を とほり 越し、 

この 夭 地 を 時々 刻々 に 創造す る 

ゆうく わ  そゥ： &ふ 

融化 と 綠合 その物 で あった。 

今や、 大^^ の はづれ に ただよって 

^  ^  あか * に ま 

大きな 赤の 玉 と 色取られて 見る と、 ああ、 

他の 寓有 と は 分離して、 全く 

1 つの ゆ ふ 日 その物 では ないか！ 

最近の； S 
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ああ、 太陽 よ、 これ 

なん ぢ の 死 を 吿げ るの か、 それとも、 


僕ら 人間 を ただ 眞ッ くら の 

り 

(大正？^ 年； 一： 月) 


みかぎ 

ちぎれち ぎれ に 見限って 行く の か？ 
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